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この作品はフィクションです。

実際の人物・団体・事件などに一切関係ありません。












Prologue







「わたしのことは放っておいてください」

　そう言い放つと、王子はいきなり横面を張られたような顔をした。

　苦々しい感情が胸に込み上げる。

　後悔……？　いや、違う。これは怒りだ。抑圧されて長年燻くすぶり続けていた怒りが、王子の驕おごった命令口調で爆発したのだ。

　傲ごう慢まんで自分勝手な王子に対する怒り。

　そんな男に、たとえ一瞬でも惹ひかれてしまった自分への怒り。

　いくら美男子だろうが、見た目に惑わされて胸をときめかせた愚かな自分に腹が立つ。

　その本性は王族の特権を笠に着て、ありがたく思えとばかりに命令する、鼻持ちならない男なのに。

　わたしはそのような軽薄な人間ではないはずだ。そんな愚かな人間であってはならない。もしそうなら、ハゲタカのようなあいつらと同類になってしまう。

　そんなことは断じて許されない。

　亡くなった両親に対する裏切りだわ──。

「……今、なんと言った？」

　気を取り直した王子が、聞き違えたはずだとばかりに尋ねる。

　一呼吸置いて、胸を反らすように繰り返した。

「わたしのことは、放っておいてください。殿下は仰おっしゃいましたね？　わたしの願いはなんでも叶えると」

　男らしく整った眉がつり上がる。白はく皙せきの美貌に血の色が上るのを毅然と見返した。

　怒鳴られるのを覚悟した。

　あるいは手打ちにされるかも。

　ああ、わたし。すごく馬鹿なことをしたかもしれないわね……。

　王子の口が、予想どおりに開く。

　だが、いつまで経っても怒声は聞こえてこない。

　怒りと悔しさと。混乱と懇願と。さまざまな感情がない交ぜになった目付きにちくりと胸が痛む。

　握りしめた拳がわなわなと震えているのが視界の隅に映った。

　口を閉じた王子は、ぎりっと歯噛みした。

「……それがおまえの願いか」

　掠かすれ、軋きしんだ声音は、苦い失意に満ちていた。その声を聞いて初めて生じた揺らぎを即座に封印する。後悔なんてするわけない。

　王子は口許を手で覆い、激痛をこらえるかのようにしばし眉根をきつく寄せていた。

　やがて王子はのろのろと手を下ろし、途方に暮れたような顔で呟つぶやいた。

「そうか。それがおまえの『願い』か。……ならば叶えるほかあるまい。約束を違たがえるわけにはいかぬ」

　王子はこちらを見ることなく、ふらふらと部屋を出ていった。窓の外で蹄ひづめの音が鳴り、家臣たちが王子を呼びながら後を追う。静まり返った部屋で立ち尽くしたままそれを聞いていた。

　細く長い溜め息が洩もれる。

　これで、終わり。

　泡沫うたかたの恋は終わった。




　二度と会うことはない。

　もう二度と。

　

　きつく唇を噛みしめて、愚かな恋心を封印した。











第一章　常夜の森へ







　屋敷の前に馬車が停まる音がした。

　明るい二階の窓際で繕つくろい物をしていたミカエラは、馬車から降りる壮年の男を認めて眉をひそめた。眉間のしわは、続いて若い女が降りてきたことでますます深くなる。

（……厭いやな人たちが来たわ）

　いったいなんの用だろう。

　この屋敷に金目のものが残っていないことはよく知っているはず。それともいよいよ先祖伝来の貴重な蔵書まで売り払うつもり？

（それだけは絶対に認めませんからね）

　フン、と鼻息をつき、持っていた縫い針をぶすりと針山に突き刺す。

　玄関のノッカーを打ちつける音が窓越しに聞こえ、溜め息をついてミカエラは立ち上がった。

　階段を下りていくと、ちょうど上がろうとしていた弟のアーリンが困惑顔で肩をすくめた。

「叔父さんたちが来たよ」

「ええ、窓から見えたわ」

　頷いて一緒に応接間へ行く。

　がらんとした応接間の古ぼけた長椅子で、ふたりの人物がそれぞれ左右の肘ひじ掛かけにもたれていた。

　叔父のアントンと、その娘のカタリナだ。

「ごきげんよう、叔父様」

　軽く膝を折ってよそよそしく挨拶すると、アントンはクラヴァットを巻きつけた猪い首くびを窮屈そうに動かした。

　アントンは現在、ミカエラたちが暮らすリール村の領主代理を務めている。父の実弟だが、顔立ちも体型もまったくと言っていいほど似ていない。

　次いで、叔父の隣でつまらなそうな顔をしている従妹いとこに視線を移す。

「こんにちは、カタリナ」

「どうなってるのよ、この家は？　まだ子どもとはいえ、当主が自ら客の応対をするなんて。召使のしつけもできないの？」

「あいにく召使はおりませんの」

「ああ、そうだったわねぇ」

　淡々と応じると、カタリナは高笑いした。もちろん、わかって言っているのだ。

　ミカエラたちの父が亡くなり、その弟のアントンが領主代理を引き継いでから五年も経つというのに、未だに厭味を言い足りないらしい。どうしてこれほど敵意を抱かれるのか、理解不能だ。

　まじめに相手をするのも馬鹿らしい。さっさと叔父に視線を戻し、ミカエラは切り口上で尋ねた。

「なんのご用でしょう」

「何、その言い方。偉そうに」

　案の定、カタリナが眉を吊り上げてわめきだす。アントンは片手で娘を制しながら一見善良そうな笑みを浮かべた。だが、その目付きは狡こう猾かつそのもの。

　薄茶色の瞳は亡き父との唯一の共通点にもかかわらず、どうしてこれほど違うのだろう。父の瞳はいつも知的で静穏な光を湛たたえていたのに。

　父が急な病で亡くなると、叔父は跡取りのアーリンが幼すぎると主張し、強引に領主代理の役職を我がものとした。父の生前は卑屈なくらい腰が低かったのに、強欲な本性を一気に剥むき出して情け容赦なく父の遺産を奪い盗ったのだ。

「よしなさい、カタリナ。ミカエラとは従姉妹いとこ同士じゃないか。一人っ子のおまえにとっては姉のようなものだ。仲よくしなければ、なぁ？」

　父に諭され、カタリナはフンと荒々しい鼻息をついた。

　言い返さない従妹にミカエラは不審を覚えた。カタリナの性分からしてありえない。そもそも叔父がミカエラと仲良くするよう諭したのは、父が健在だった頃以来ではないか？

　アントンは愛想笑いを浮かべ、芋虫みたいな指をぼってりした腹の上で組んだ。

「ときにミカエラや。〈禁断の森〉を知っているかね」

「……王家が所有している禁猟区のことでしょう？」

　予想外の問いに当惑しながら答える。叔父はもったいぶったしぐさで頷いた。

「そうだ。王家所有の禁猟区で密猟すれば問答無用で縛り首になる」

　叔父は厳めしい顔つきで重々しく続ける。

「しかしな。おまえは知らないだろうが、〈禁断の森〉が恐れられているのは厳しい取り締まりのせいばかりではないのだ。その森は〈不帰かえらずの森〉、〈常夜の森〉とも呼ばれ、昔から妖魔が棲すまう土地と恐れられてきた。そのため王家専用の狩場とされながら、実際に狩りが行なわれることは滅多にない」

（おあいにくさま、それくらいのことは知ってます）

　内心でミカエラは呟いた。口にすればまたカタリナが『偉そうに！』とわめきだすに違いないから、黙っているに越したことはない。

　叔父は言葉を切ると目をぎょろつかせ、分厚い下唇を一ひと舐なめした。どうやら厚顔無恥な叔父であっても言いにくい事柄らしい。

「ミカエラや。その森へ、おまえに行ってもらいたいのだよ」

「────は？」

　呆気あっけにとられ、聞き間違いではないかと問い返した。

「わたしが、ですか？　何をしに」

「一角獣モノケロスの角を取ってくるのだ」

　ミカエラはさらに唖然あぜんとして、尊大に顎を反らす叔父を眺めた。

「一角獣？」

「あぁら、知らないの？　物知りなのをいつも鼻にかけてるくせにねぇ」

　カタリナに当て擦こすられ、さすがにムッとする。

「知ってるわ。一角獣がとても珍しい、実在するのかどうかもわからない幻の生き物だということも」

「だったら四の五の言わずに取りに行きなさいよ」

　高飛車に命ずるカタリナをミカエラは冷ややかに見返した。

「どうしてわたしが。一角獣の角が欲しいなら、自分で行けばいいでしょ」

「わたしに逆らう気!?」

「逆らうも何も、わたしはあなたたちの使用人じゃないわ。わけのわからない命令に従う義務などありません」

　ぴしゃりと言い返すとカタリナは噛みつきそうな顔でミカエラを睨にらみつけた。

　アントンはいきり立つ娘を制し、狡猾そうな笑みを浮かべた。

「まぁまぁ。落ち着きなさい、カタリナ。説明を聞かねばミカエラとて納得できまい。なにせ昔から強情な娘だからなぁ。──ミカエラや。一角獣の角を欲しているのはわしらではないのだよ。おそれ多くも国王陛下なのだ。唯一の御子である王太子エルロンド殿下をお救いするために、是が非でも一角獣の角が必要なのだ」

　エルロンド王子──。

　その名を耳にしたとたん、ミカエラの胸に不穏なざわめきが走る。

　半年ほど前、ミカエラは偶然にも彼の危機を救った。村の上方にある渓谷で川に落ちた王子は、村外れの岸辺へ気を失った状態で流れ着いた。それを川に魚を獲りに来たミカエラがたまたま見つけ、必死に介抱して息を吹き返させたのだ。

　王子はミカエラをいたく気に入り、城へ連れていってやると言い出した。だが、その傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度は、王侯貴族なんてそんなものだとわかっていても、あまりに不快で耐えがたかった。

　そこで、しおらしく『ひとつだけ願いを叶えてほしい』と願い出ると、王子は喜んで承知した。

　そしてミカエラは願ったのだ。『わたしのことは放っておいてください』と。

　王子は激怒して立ち去った。

　それだけのこと。

　身の程知らずの村娘が、王子様を袖にした。

　ただそれだけのこと──。

「……王子様が、どうかなさったのですか？」

　鈍い胸の痛みを感じながら尋ねる。

　美しくも才走った、驕きょう慢まんな王子。ミカエラのことなど数日で忘れたに決まっている。

　この国の跡取りである美貌の王子には数多あまたの取り巻きがひしめいているのだ。ミカエラよりもずっと美しく、身分の高い令嬢は大勢いる。

　あれは熱病みたいなもの。

　誘いを真に受けて王城へ行っても、みじめな思いをするだけで、打ちのめされて帰郷するはめになっただろう。

　だから、あれでよかったのだ。

（美しい人だったけど、性格的に合いそうになかったもの……）

　救えたときの安堵あんどだけ、覚えていればいい。息を吹き返したばかりの、傲慢さなど微塵みじんも感じさせない、夢見るような彼の美貌だけを。

　それだけなら、綺麗な思い出として心の片隅にしまっておける……。

　王子とミカエラの経緯いきさつを知らない叔父は、得々と説明を始めた。

「三ヵ月前、殿下は家臣が止めるのも聞かず強引に〈禁断の森〉で狩りをなさった。その折り一角獣を目撃され、仕留めようと追って行かれたが……逆に角で胸を突き刺され、重傷を負ってしまわれたのだ。どうにか傷はふさがったものの、意識は戻らず未いまだ眠ったまま」

　人の忠告を聞かないあたり、いかにもあの傲慢王子らしい。

　とはいえ、さすがに気の毒になって言葉を失う。顎を撫でながらしたり顔で叔父は続けた。

「王室付きの卜ぼく占せん官かんによれば、一角獣によって付けられた傷は同じ一角獣の角によってしか癒せないという。しかし一角獣は非常に凶暴。狩りの名手である殿下でさえ、仕留めそこねた」

　ミカエラは気を取り直し、そっけなく返した。

「でしたら、わたしになどなおさら無理です」

「いや、それがな……。なんでも一角獣は未婚の乙女だけは害さないそうなのだ」

「未婚女性ならわたし以外にもたくさんいるのでは？」

　ちら、とカタリナに目を遣やれば、彼女はつんと顎を反らしてそっぽを向いている。

　アントンはわざとらしい笑みを浮かべた。

「それが卜占官が言うにはなぁ、今回の凶事は王家が〈夜の王〉を軽んじた結果なのだとか。ゆえに、一角獣を捕らえるのは王族に連なる未婚女性でなければならない」

　叔父の説明はひどく曖昧あいまいでわかりづらい。わざとぼかして誤魔化そうとしているかのよう。

　何度も質問して、ようやく事情が呑み込めた。

　王家に伝わる秘史によると──。

〈禁断の森〉はかつては〈常夜の森〉と呼ばれ、〈夜の王〉なる恐ろしい妖魔が支配していると信じられていた。

　一角獣は彼の使い、もしくは愛あい玩がん物と思われ、森に入ってくる人間たちを害したり、狩りの邪魔をすることがたびたびあったという。

〈夜の王〉と一角獣の機嫌を取るため、代々のルプレヒト国王は定期的に王女をひとり『花嫁』として森へ送っていたが、何代か前の国王夫妻が一人娘を生贄いけにえに差し出すことを厭いとい、それくらいならいっそ……と〈常夜の森〉への出入りや狩りを一切禁じた。

　森に入らなければ人が襲われることもないはずだ。

　そうして〈常夜の森〉は〈禁断の森〉となり、狩りが行なわれなくなったがゆえにルプレヒト王国で最も豊かな森となった。

　当然ながら、獲物豊富な森で狩猟ができないことに不満を覚える者は世代を経るごとに増加した。

　エルロンド王子もそのひとり。なかでも狩猟再開派の急先鋒だった。

　機知に富む世継ぎの王子は怖いもの知らず。心配した父王や老臣たちが諫いさめるのも聞かず、仲間を引き連れて意気揚々と〈禁断の森〉へ赴き──案の定──奇禍きかに遭った。

　最愛の王妃が遺したたったひとりの王子を、国王は目の中に入れても痛くないほど溺愛していた。国中の医師を呼び集めて治療に当たらせ、王子は命を取り留めた。しかし、何日経っても目覚めない。

　水だけはどうにか飲ませられるが、このままではいずれ餓死してしまうのは目に見えている。切羽詰まった国王は王室付き卜占官に占わせ、託宣に従って王族の未婚女性に一角獣の角を取りに行かせることにした。

　ところが困ったことに、国王の子はエルロンド王子ひとり。

　仲むつまじかった王妃を早くに亡くした国王は、家臣たちに再婚を勧められても頑として突っぱね、独り身を通していた。

　国王に姉妹はおらず、兄弟はすでに全員没している。残された子どもたちも男ばかりだ。

　家系図を遡さかのぼり、複雑に枝分かれした系譜をたどりにたどって、ようやく捜し当てた未婚女子がカタリナだった。

　国王はさっそくアントンとカタリナを宮殿に呼びつけ、一角獣の角を持ち帰ってエルロンド王子の意識が戻れば、カタリナを王太子妃にしようと持ち掛けた。

　カタリナとアントンは驚喜した。ごく薄くでも王族と縁があるとなれば、単なる領主の家来ではないのだと得意になった。

　とはいえ、妖魔の棲む森になど娘をやりたくないし、指名されたカタリナだって絶対行きたくない。

　一角獣は未婚の乙女にだけはおとなしいと言われても、本当かどうか知る者はいないのだ。書物に書かれているからといって真実とは限らないではないか。

　それに……森の支配者である、恐ろしい〈夜の王〉。

　一角獣の角を持ち帰るには当然、彼の許可を得なければならない。勝手に捕まえようとすれば間違いなくエルロンド王子の二の舞だ。

「──冗談じゃないわ！　そんな恐ろしいところ、誰が行くもんですかっ」

　叫んだカタリナは大きく身震いし、親指の爪を噛んだ。

　ミカエラは自分勝手で尊大なくせに子どもじみた従妹を横目で眺め、肩をすくめた。

「王子様の花嫁になりたいのでしょう？　だったら覚悟するしかないんじゃ──」

「だからおまえに行けと言っているのだ！　おまえにだって資格はある。このわしの姪めいなんだからな！」

　いきなり叔父が怒鳴りつけた。

「下手に出ていればグダグダと理屈ばかり捏こねおって。昔からお高くとまった、いけすかない娘だと思っていた」

　はからずも本音を洩らした叔父を無表情に見返し、ミカエラはぼんやりと想像した。

　もしも父が生きていたら、この『王命』は最初からわたしに来たのかも……？

　一角獣の角を取ってくること。

　その報償としてエルロンド王子の花嫁としてお城に迎えられること──。

（あんな傲慢王子の花嫁なんて、わたしはごめんだわ）

　カタリナは王子の性格を知らないが、たとえ知っていても王太子妃としてお城に住めるなら気にしないのだろう。

　エルロンド王子は、少なくとも見た目においては文句のつけようがない美男子だ。

　案外似た者同士で気が合ったりして……？

　そう考えると胸の奥底がちりっと焦げるような感覚に襲われ、ミカエラは無意識に答えていた。

「──お断りします」

「なんですって!?」

　カタリナが眉を吊り上げる。ハッと我に返ったミカエラは、うっすらと冷笑を浮かべた。

「王太子妃にはなりたいけど危険を冒したくない。ずいぶんと身勝手ね。仮にも王族に連なろうとする人が、そんなズルをしていいものかしら？」

「あんたさえ黙ってればバレやしないわ」

　毒々しい悪意を込めてカタリナは言い返した。

「利口なミカエラは余計なことなど言わないさ」

　嘲あざけるような叔父の猫撫で声に、ぞわっと鳥肌がたつ。

　嫌悪の目付きを向けられても叔父は気にも留めない。

　カタリナが鼻にしわを寄せ、天敵を威嚇いかくする貂テンみたいな顔で毒づいた。

「利口ぶってるだけよ。たいしたこともない蔵書を受け継いだだけで偉そうに……。どうせろくに読んでもいないんでしょ」

「ちゃんと読んでます！」

「この屋敷の蔵書は危険だ」

　唐突に叔父が言い出し、ミカエラは面食らった。

「危険？　何がですか」

「出所の怪しい禁書が交じっている。さっさと処分すべきだ」

「そんなものな──」

「まぁっ、大変！　王子様の花嫁になるというのに、そんな不埒ふらちな親戚がいたんじゃたまらないわ。屋敷ごと焼き払ってしまいましょうよ、お父様」

「そうだな。だいぶ古くなって目障りだし、倒壊の危険もある。そうなる前に取り壊すべきだ」

「ついでに川で魚を獲るのも禁止しましょう。最近、海まで下る魚が減っているそうよ。上流で乱獲してるせいだわ」

「それは大変だ。海から戻ってきた魚は特別なもの。王家の方々も召し上がる」

　露骨な脅しに言葉を失う。

　ミカエラが浅瀬で獲るのは自分と弟が食べるぶんだけ。それも週に一、二度だ。

　父が亡くなり、嫡ちゃく子しである弟から領主代理の役目を叔父が横取りすると、カタリナもまたわけのわからない理由をつけてミカエラの持ち物をあらかた奪い取った。母の遺品まで、めぼしいものはことごとく奪われた。

　だが、その横暴を訴え出る場所はない。訴訟を処理するのは領主代理の務め──つまりは叔父の意のままだ。

　絶句するミカエラを、ふたりはニヤニヤと眺めている。

　こんな人たちと血縁関係にあるなんて、おぞましいばかりだ。

　親族の情愛などかけらもない。彼らにとってミカエラたち姉弟は、徹底的に収奪し、利用価値がなくなれば腹いせに踏みつける、ただそれだけの存在なのだ。

「────僕が行くよ」

　それまで黙りこくっていたアーリンが、こわばった顔で言い出した。

「あんたじゃ無理よ。ひ弱でも一応男だもの」

　カタリナが小馬鹿にしたように鼻を鳴らすと、さすがにおとなしい性格のアーリンもムッとした。

「誰がひ弱──」

「アーリン」

　ミカエラが声を張ると、弟は悔しそうな顔をしながら引き下がった。

　一呼吸置いて叔父に向き直る。

「……わかりました。カタリナの代わりに〈禁断の森〉へ行きます。ただし、今後一切わたしたちの生活に、口も手も出さないと約束してください」

「いいとも、約束しよう」

　叔父は目を細めて頷いた。どっちに転んでも損にはならない。今までどおり捨ておけばいいだけのこと。

「出発は明日の夕刻だ。支度があるから午ひるまでにはうちへ来い」

「目立たないように裏口から入るのよ」

　どこまでも尊大にカタリナが命じる。

　ふたりは満足げな面持ちで屋敷を去った。

「……本当に行くつもり？」

　ふたりで書斎へ行くと、心細げにアーリンが尋ねた。

　ミカエラは弟と並んで窓辺に座り、苦笑した。

「仕方がないわ。断ればあの人たち、本気でこの屋敷を燃やしかねないもの」

「僕がもっと強かったら……」

「何を言うの」

　ミカエラは弟の顔を真剣に覗き込んだ。

「アーリンは強い子よ。カタリナの厭味なんか気にしちゃだめ。悔しいけど、今は我慢するしかないわ。いつか領主様に願い出て、代理のお役目を返していただくの。叔父様に言い負かされないよう、論理的に話せるようにならなくちゃね。お父様の遺した書物で勉強しましょう」

「……うん。わかった」

　真剣な顔で頷く弟を、ミカエラは微笑んでぎゅっと抱きしめた。







　翌朝、ミカエラは村の鍛冶かじ屋へ赴いた。

　鍛冶屋の息子のバートはミカエラよりひとつ年上の二十歳。幼なじみで、父の没後も変わらず交流している数少ない村人のひとりだ。

　しばらく留守にするので、ときどき弟の様子を見てやってほしいと頼むと、バートは目を瞠みはってミカエラを見返した。

「どこへ行くんだ？」

「それはちょっと……言えないの。叔父のお使いなのよ」

「やめとけ」

「どうして？」

「ろくでもない用事に決まってるからだ。叔父だろうが領主代理だろうが、あんな奴に従う義理はない」

「そういうわけにもいかなくて……」

　バートは苦笑するミカエラをじっと見据え、渋い顔で肩をすくめた。

「ちょっと待ってろ」

　ぶっきらぼうに言って奥へ引っ込んだかと思うと、一振りの短剣を手に戻ってくる。飾り気のない鞘さやから引き抜くと、うっすらと青みを帯びた鋭い刀身が現われる。

「綺麗ね……」

　村の鍛冶屋としてなんでも作るが、バートはとりわけ剣を打つのが得意で、領主やその家臣たちにも納めている。

「護身用だ。何があるかわからんからな」

「それじゃ借りるわ。ありがとう。……アーリンのこと、お願いします。叔父に頼もうかとも思ったんだけど……本人が絶対いやだと言い張るものだから」

「心配するな。メシはうちで食えばいい」

「でも」

「おふくろだってそうしろと言うに決まってる。旦那様にはずいぶん世話になった」

「ありがとう……」

　ミカエラはホッとして微笑んだ。嫌いな叔父でも弟のためなら我慢して頭を下げるが、いいようにこき使われるのではと心配だったのだ。

　無口で無愛想だが、バートはいつもミカエラたちに優しかった。アーリンもバートを兄のように慕い、彼の両親も何かと姉弟を気遣ってくれる。

　礼を述べて去るミカエラを見送って、バートは頭をがりがり掻きながら憮然と溜め息をついた。







　帰宅してわずかな着替えと生活用品を鞄かばんに詰め、せめて今日明日の分だけでも、と弟の食事を用意する。気がつけばそろそろ家を出なければならない刻限になっていた。

「……それじゃ、行くわね」

　玄関で互いに抱擁とキスを交わす。

「気をつけて」

「アーリンもね。バートに頼んでおいたから、何かあったら相談するのよ」

「うん、わかった」

　もう一度ぎゅっと弟を抱きしめ、額にキスして玄関を出る。

　アーリンは村道へ続く庭木戸までついてきて、ミカエラの姿が見えなくなるまでずっと見送っていた。







　ミカエラは外がい套とうのフードを深くかぶり、うつむきがちに急ぎ足で歩いた。

　叔父の屋敷の前には大勢の村人たちが集まっていた。一角獣捜索の件はすでに村中に知れ渡っているようだ。

　あるいは得意になった叔父が自ら吹ふい聴ちょうしたのかもしれない。我が娘が王太子妃に選ばれたんだぞ、と。叔父の性分として、まだ確定していなくても黙っていられないだろう。

　言われたとおり裏口へ回ると、厳めしい顔つきの家政婦が待ち構えていて、いきなり頭からすっぽりとショールをかぶせられた。手首を掴まれ、引っ立てられるように奥へ連れていかれる。

　部屋に入ってショールを取ると、尊大に腕組みをしたカタリナが目の前に立っていた。

「遅かったわね。ま、逃げ出さなかったことは褒めてあげる」

　刻限どおりに来たつもりだが、カタリナはミカエラのすることなすこと難癖をつけずに済まさない。

　カタリナは家政婦に向かって横柄に頷いた。心得顔で家政婦がミカエラを衝立ついたての陰に引っ張っていき、そこで用意されていた服に着替えさせられた。

　貴婦人が外出時に着るような襟付きのジャケットドレスで、歩行の邪魔にならないよう裾はやや短め。ウエストから左右に広がり、アンダードレスを見せるデザインだ。カフス付きの七部袖にはレースがあしらわれている。

　光沢のあるシルクタフタ生地で仕立てられたドレスは、すべてのパーツが純白だった。肘まである手袋も白。紐で編み上げるショートブーツも白。まるで花嫁衣装のようだ。あるいは死装束だろうか……？

　ミカエラとカタリナの顔立ちに共通点はほとんどない。瞳の色はカタリナが毒々しいほど鮮やかなコバルトブルーなのに対し、ミカエラはかすかに黄色みがかった銀灰色だ。ただ、黒褐色の髪と背格好だけは似通っている。

　差し出された鏡を覗き込み、かつて母がミカエラの瞳を『月光を透かす薄雲みたい』と言ってくれたのを思い出した。

　鮮やかな青い瞳がご自慢のカタリナに、あんたの目は変な色だ、気持ち悪いと罵ののしられて泣いてしまったときのことだ。

　カタリナはミカエラを泣かせてやったとご満悦だったが、彼女の前で泣いたのはあれが最初で最後。

　ドレスの上から大きなフード付きの白いマントをはおって出て行くと、カタリナは妬ねたましげにじろじろ眺めた。

「言っておくけど貸すだけだからね。国王陛下からドレス一式をいただいたのはわたし。このわたしなんだから！」

「だったらあなたが行けばいいでしょ」

　とげとげしく言い返すと、いきなり頬が鳴った。力任せに平手打ちを食らわせ、カタリナは憎々しげにミカエラを睨ねめつけた。

「貧乏人が偉そうに、何様のつもり!?　あんたは黙って従えばいいのよ」

　貧乏になったのは誰のせいだと？　だが、それ以上言い返しても不毛な掴み合いに発展するだけなのはわかっている。ミカエラが叩かれた頬を押さえることなく無表情に見返すと、カタリナはたじろいだように舌打ちした。

　さすがに見かねたか、家政婦が小声でたしなめる。

「お嬢様、頬が腫れていては怪しまれるかもしれませんわ」

「フードをかぶれば大丈夫よ」

　カタリナは気を取り直して尊大にうそぶき、くすんだ薔薇ばら色の優美な天鵞絨ビロード張りの寝椅子にどすんと腰を下ろした。

「角を手に入れたらさっさと戻って来なさいよ！　わたしはそれまでこの部屋から出られないんだから。ああ、考えただけで息が詰まりそう」

　身勝手にもほどがある言いぐさに呆あきれていると、部屋の扉がノックされ、叔父のアントンが顔を出した。

「用意はできたか？　おお、ぴったりだな。──い、いや、サイズのことだ」

　満足そうに頷いたアントンは、娘に睨まれて慌てて言い足した。

「これを渡しておく」

　赤い封蝋の押された手紙を差し出される。

「国王陛下からの親書だ。〈夜の王〉に出会ったら渡すように」

「……どうすれば会えるんですか？」

「わしが知るわけないだろう。探すのはおまえだ」

　当然とばかりに叔父は肩をすくめた。

　ふと気付いた。もしかしたら叔父がカタリナを行かせたくないのは、この捜索が成功する見込みの乏しい大博打ばくちと見抜いたから……なのでは？

〈禁断の森〉にはもう何百年も人が入っていない。狩猟好きの貴族たちからいくら要望されても国王は応じなかった。

　それを押し切って数百年ぶりの狩りを強行したのが愛息のエルロンド王子だったのは、皮肉としか言いようがない。そして図らずも王子は伝説を実証することとなった。

　森の中がどうなっているのか知る者はいないのだから、〈夜の王〉が森のどこにいるのか誰にもわからない。一角獣が実在したからには〈夜の王〉もいるのだろうが……。

　国王は愛息を助けたい一心で、藁わらにもすがる思いなのだ。どんなに見込みが薄くても、真偽不明の伝説に従って遠縁の者を送り込もうとするくらいに。成功すれば王子の妃にしようと約束するくらいに。

　穿うがった見方をすれば、失敗しても処罰を躊躇ちゅうちょしない程度の薄い縁でしかない。王子自身の過失を押しつけ、八つ当たりで処刑しても問題のない平民。

　狡猾きわまりない叔父のこと、国王の腹の内もすでに見抜いているだろう。

　王命に逆らうことなど許されない。だったら、なんら情を感じていない姪に愛娘の身代わりをさせ、成功すれば自分たちの手柄に、失敗すれば財産を持って他国へ逃亡すればいい。

（……たぶん、そんなとこね）

　穿ち過ぎならよいが、これまでの仕打ちを考えればありえないこととも思えなかった。おそらくすでに抜かりなく手て筈はずを整えているはず。

　残照の空の下、ミカエラは国王差し回しの豪華な馬車に乗って出発した。フードを深くかぶって父親に付き添われた姿を見れば、それがカタリナではないと疑う者などいない。

　夕方になって人だかりはさらに増えていた。馬車に乗るとき、ふとアーリンとバートの姿が見えたように思い、ミカエラはひやりとした。

　きつく口止めしておいたから、アーリンはバートに真相を話してはいないはず。一角獣捜索の件はすでに知れ渡っているから、カタリナの出発を見物に来ただけだろう。

　ミカエラは急いで馬車に乗り込み、紗しゃを下ろした窓からそっと外を窺った。やはり群衆の一番後ろにアーリンとバートが並んでいた。アーリンが話さなくても、バートは気付いたのだろう。

　事情を察し、引き止めるのは無理と悟って短剣を持たせてくれたのだ。ミカエラには非常に頑固な一面があることを、彼はよくわかっている。

　無表情にこちらをじっと見つめながら、バートは不安そうなアーリンの肩をしっかりと抱いていた。

　大丈夫だ、と言われた気がして目が熱くなる。

（ごめんなさい。ありがとう……）

　馬車が動き出す。

「こら、窓に張りつくな。バレたらどうする」

　脅すように叔父が低声で叱咤しったする。ミカエラは黙って座席の背もたれに背中を押しつけ、腿の上でぎゅっと拳を握りしめた。

　馬車の後ろからはリール村の領主であるリール伯爵とその私兵たちが監視兼護衛として付いてきている。

〈禁断の森〉は直線距離では村からさほど離れていないが、途中に深い渓谷があるので回り道をしなければならない。

　その渓谷は風光明媚な場所で王侯貴族もよくやってくる。エルロンド王子もそこで足を滑らせて転落し、急流に押し流されて村外れの浅瀬に半死半生で流れ着いたのだ。

（……奇怪おかしな縁があったものね）

　ぼんやりとミカエラは思った。

　かつて溺れかけた王子を助け、今また瀕死の彼を救うことを強いられている。

　まるで罰のよう。感謝すべきありがたいお誘いを撥はねつけた、身の程知らずで不遜な自分に天が下した罰。王家が天帝の加護を受けているというのは本当なのかもしれない。

　エルロンド王子を助けたい気持ちは、もちろんある。いくら嫌いだろうと、さすがに死ねばいいとまでは思わない。

　もしも国王が家にやってきて直接頼まれたのなら、不安を覚えつつも承知しただろう。だが、指名されたのは従妹のカタリナだ。脅迫され、身代わりとして赴くことが、どうにも釈然としないのだ。

〈禁断の森〉に到着したときにはすでに真夜中を過ぎていた。馬車の中で仮眠を取り、空が白み始めた頃合いを見計らって、朝あさ靄もやが立ち込める中いよいよ森へと足を踏み入れる。

　広く開けた草原の真ん中に、その森は黒々とした影を落としていた。

　周囲は開墾されて放牧地となっている。この辺りは見渡す限りすべて王領地だ。

　森へ続くひとすじの細い道を、前後を護衛に挟まれ、フードを深くかぶってミカエラは黙々と歩いていった。

　やがて左右が木立となり、両側の梢こずえが張り出してトンネルのようになった道を少し行くと銀の門が見えてきた。やや黒ずんではいるものの、定期的に磨かれているようだ。

　先端が矢尻型に尖った柵は、一番背の高い護衛の倍以上もある。なんのまじないか、門には大小さまざまなベルが結ばれていた。

　護衛たちが左右に分かれて並ぶ。見届け役を仰せつかったリール伯爵が重々しく告げた。

「ここから先はおまえひとりで行くのだ」

　村の領主であるリール伯爵は痩せて気難しげな顔つきをした壮年の男だった。

　伯爵家は数代前まで村からほど近い城に住んでいたが、王都に屋敷を構えて以来、領地を訪れることは滅多になくなった。彼に限らず有力貴族は大抵、領地の采配を代理人に任せきりにして王城に入り浸っている。

　ミカエラは黙って会釈した。声を覚えられないよう、なるべく喋しゃべるなと叔父に言われていた。

　門に歩み寄り、ためらいながら手を伸ばすと、門はひとりでに開いた。兵士たちのあいだから恐れおののいたどよめきが上がる。

　魔の森だ、と恐怖に満ちた囁き声がした。たじろいだリール伯爵は気を取り直して厳めしく促した。

「さぁ！　行くのだ！」

　ミカエラはこくりと喉を鳴らし、おそるおそる門のなかに足を踏み入れた。マントの裾が境界を越えると同時に門が閉じ、無数のベルが激しく鳴り響いた。

　ぎょっとしてミカエラは立ちすくんだ。門が開いたときにはチリとも鳴らなかったのに──。




　ミカエラが門の内側で立ちすくんでいたそのとき、門の外側では兵士たちがうろたえ騒いでいた。

　門が閉まると同時に、かき消すようにミカエラの姿が消えてしまったのだ。そして激しいベルの音が耳を聾ろうせんばかりに鳴り響いた。

　柵の間からは以前と同じ森の風景が見えている。なのに、たった今入ったばかりのミカエラの姿はない。

　そして、くくり付けられた大小さまざまなベルはひとつも動いていないのに、けたたましい金属音が魔物の笑い声のように響きわたっているのだ。

　伯爵も護衛たちも、真っ青になって我先にその場を逃げ出した。




　ミカエラは青ざめた顔で門の内側に立ちすくんでいた。

　鳴り響いていたベルの音は唐突に止み、残響が森を漂う。

　ようやく残響が消え、ミカエラはおそるおそる周囲を見回した。門の内側は外側より明らかに暗かった。まるで宵闇に支配されているかのよう。

　ここがかつて〈常夜の森〉と呼ばれていたことをミカエラは思い出した。

（譬たとえではなく、本当にここは『常夜』なの……？）

　森の奥を窺うと、木立を縫うようにゆるやかに蛇行しながら一本の細道が続いていた。その道だけが仄ほの白じろく浮き上がって見える。

　この道をたどれば一角獣の下へ行き着けるのだろうか。

（──進むしか、ない）

　ミカエラはマントの下に斜め掛けした小さな鞄をそっと押さえた。中にはバートに借りた短剣と国王からの親書が入っている。

　意を決して足を踏み出そうとした瞬間。森の奥で光が瞬くのが見えて、ぎくりとミカエラは動きを止めた。

　その光はゆっくりと揺れながら近づいてくる。恐怖に鼓動を轟かせながら立ちすくんでいると、木立の陰からランタンを掲げた人影が現われた。

　秀麗な面持ちの若者だ。漆黒の髪と、ごく薄い黄水晶シトリンの瞳──。

　ぞっとするほど美しい青年だった。

　彼はミカエラを見つめ、冷ややかに微笑した。

「あなたは花嫁ですか？　それとも狩人かりうどですか？」

　思いも寄らぬ問いに絶句する。

　どう答えればいい？　これまでの経緯を考えれば、おそらく『花嫁』と答えるのが正しいのだと想像はついた。だが、奇妙な意地と反抗心がむくむくと湧き上がり……気がつけばミカエラは挑みかかるように『狩人』と言い放っていた。

　妖美な若者はゆっくりと瞬きをして、ミカエラの全身を眺めた。どう見ても自分が狩人らしき格好などしていないことを思い出し、燃えるように耳朶じだが熱くなる。

　青年は憐憫れんびんと侮蔑が入り交じったような微笑を浮かべた。

「……どうぞこちらへ」

　曲がりくねる道を、青年は振り向きもせず無言で歩いていく。ミカエラがついてきているか確かめもしない。存在を忘れられているようで不安がつのる。

「あの……っ」

　焦って声を上げると彼は悠々と歩を進めながら肩ごしにちらと振り向いた。

「なんです？」

「ど……どこへ、行く……のですか……？」

「もちろん、〈夜の王〉の居城へ。あの方に会いに来たのでしょう？」

「そう……ですけど……」

　口ごもると青年は冷笑してふたたび背を向けてしまう。

　黙って従ううち、ミカエラは奇妙な違和感を覚え始めた。それがなんなのかしばらくわからなかったが、やがて気付いた。

　鳥のさえずりがまったく聞こえない。すでに太陽は昇っているはずなのに、振り仰いでも梢の隙間から見える空は薄暗い。

　かといって夜空とも違い、確かに青みはあるのだ。なのに、本来そうあるべき明るさの半分くらいしかない感じだ。

　青年が現われたときに掲げていたランタンは、いつのまにか消えて手に提げられている。歩くのに支障のないくらいの明るさにはなっていた。

　やがて、梢の間から美しい城が見えてきた。

　広々とした芝草の平地が現われ、その中心に白亜の古城がそびえ建っている。まるで白鳥がふわりと舞い降りたかのような、優美な城館だ。

　白く光る道は芝草の手前で終わっていたが、青年はそのまま城へ向かう。入り口は彼の身長の三倍以上ありそうな巨大な両開きのアーチ扉で、開け放たれた扉を守る者も、迎えに出てくる召使もいない。

　入り口を抜けると正面に大階段があり、それを取り囲むように巨大な空間が広がっていた。ところどころに彫刻の施された柱があり、床は白と黒の大理石でダイヤ柄が描かれている。

　階段を上がっていくとふたたび両開きの扉があった。今度は閉まっていたが、青年がそっと手を触れると、音もなく扉は開いた。

　内部は一階と同じような大広間で、柱がないぶんよけいに広く見えた。

　部屋の奥は階段状に高くなっており、左右の袖から別室へ続いているようだ。中央には玉座らしい巨大な椅子があり、誰かが腰掛けている。足元には灰色の巨大な犬が寝そべっていた。

（……あの人が、〈夜の王〉……？）

　本当に、そんな人がいたんだ……と思うと頭の芯が痺しびれたようになって眩暈めまいを覚える。

　青年は階段の前に跪ひざまずくとうやうやしく上体を折った。

「〈夜の王〉よ。キルヴィスめが客人をお連れしました」

「……何者だ？」

　物憂げに〈夜の王〉は尋ねた。

　ミカエラは玉座に坐す人物に気付くと同時にその場で立ちすくんでしまった。遠すぎて顔立ちがよくわからない。髪は灰色──いや、昏くらい銀色だろうか。声を聞く限りまだ若いようだが……。

「狩人──だそうです」

　どこか小馬鹿にしたように青年──キルヴィスが告げる。〈夜の王〉もまた、一瞬間を置いて憮然と鼻を鳴らした。

「そうは見えぬな」

「狩人と、自分で言いましたので」

〈夜の王〉は気だるげに玉座にもたれた。

「ならばそうなのであろう。──で、何を獲りたい？」

　唐突な問いかけに、それが自分に対するものだと気付くのに少しかかった。

　キルヴィスが意地悪げにくすくす嗤わらう。

「弓も槍も持たずに何を狩るつもりなのやら。罠でも作ってウサギを捕まえようというのでしょうか」

「ウサギなど外界にもたくさんいそうなものだが……。人間に獲り尽くされて絶滅したのか？」

　不思議そうに〈夜の王〉が青年に尋ねる。恐ろしい存在と聞いていたのに、なんだか寝ぼけたような風情に面食らう。

　ミカエラは気を取り直し、鞄から親書を取り出した。

「あの。手紙を、預かってまいりました。国王陛下から……」

〈夜の王〉は肩をすくめ、キルヴィスに向かってぞんざいに手を振った。振り向いた青年が面倒くさそうに顔をしかめる。

「そこまで取りにいけと？」

「あ。す、みません……っ」

　小走りに歩み寄り、青年に手紙を差し出す。高貴な方に拝謁する作法がわからず、どこまで近づいていいものやら見当がつかなかったのだ。

　ましてや階きざはしの上にいるのは妖魔──。

　跪くべきだろうかと逡巡しゅんじゅんしたが、そうせよと命じられないので突っ立ったままでいた。

　手紙を受け取った青年が階のすぐ下まで歩み寄ると、〈夜の王〉の足元に寝そべっていた犬が大儀そうに身を起こした。階を下りてきたそれが犬ではなく巨大な灰色狼であることに気付き、ミカエラの背に冷たい汗が伝う。

　巨狼は手紙を銜くわえ、階段を一飛びして〈夜の王〉の足元へ戻った。無造作に彼が手紙を開くと、赤い封蝋のかけらが乾いた血のようにパラパラと床に散った。

　ミカエラは手紙を読む〈夜の王〉の姿を、ほうけたように見つめた。

　なんて美しいひとだろう。

　いや、ひとではないけれど……。

　美しいなどという言葉が空虚に聞こえるほどの、凄艶な美貌だ。キルヴィスも端麗な面差しだが〈夜の王〉とは比較にならない。

　冴え冴えと美しい銀糸のごとき長い髪。

　瞳は蒼あおと翠みどりが入り交じったような、いわく言い難い紺碧こんぺき色をしている。なめらかな肌は雪花石膏アラバスターのようにきめこまかく冷ややかで、人肌らしきぬくもりが感じられない。

　人間離れした妖麗な美貌以上にミカエラを驚かせたのは、エルロンド王子との相似だった。

（似てる……）

　ミカエラの記憶に刻まれたエルロンド王子は、うなじにかかるくらいのダークブロンドにエメラルドグリーンの瞳、秀麗ながら傲慢さの漂う美貌の持ち主だった。目の前の〈夜の王〉に比べればたちまち影が薄くなるが、確かに似ている。

　手紙を読み終えた〈夜の王〉が顔を上げた。

（やっぱり似てるわ）

　何よりも、気位が高く尊大そうなところが。

　逆に、物憂げで不機嫌そうなところは異なっている。エルロンド王子はつねに自信に満ちあふれ、屈託のない笑みを浮かべていた。そこに傲慢さを見出して不快になるか、感嘆して虜とりこになるかは人に因よるだろう。ミカエラは前者だ。

　手紙を読み終えた〈夜の王〉は口許をゆがめ、吐き捨てた。

「何が狩人だ。この手紙には『花嫁を贈る』とあるではないか。その代わり一角獣の角をよこせ、と」

「えっ……!?」

　ぽかんとするミカエラを、〈夜の王〉は憎々しげに睨んだ。物憂げだった紺碧の瞳が燐光りんこうを帯びたようにギラリとする。

「私は謀たばかられることを好まぬ。一角獣の角が目当てなら、何故最初からそう言わない？」

「そ……それは……」

「断られると恐れたのですよ」

　キルヴィスが薄笑いを浮かべ、嘲りの視線を向ける。ミカエラは必死に気力を掻き集めて彼を睨んだ。

「花嫁になれとは言われてません。わたしはただ、一角獣の角を持ち帰るようにと命じられただけで──」

「どうやって？」

「え？」

「どうやって一角獣の角を持ち帰るつもりだったんです？」

「そ、それは……国王からの手紙を読めば……」

「〈夜の王〉が気前良く一角獣の角を譲ってくれると？」

　キルヴィスが、甲高く嗄しわがれた嗤笑ししょうを上げた。その美貌からすると驚くような悪声だ。〈夜の王〉は盛大に顔をしかめ、こめかみを指でこすった。

「……キルヴィス。その声で嗤うのはやめろ。頭痛がする」

「おや。これはとんだご無礼を。嗤うとつい本性が」

　彼は深々と頭を垂れ、いとも優雅にお辞儀した。

〈夜の王〉はしかめっ面で手紙を読み返し、投げ捨てた。床に落ちる前に手紙は黒い炎を上げ、燃え尽きてしまう。

　足元に寝そべっていた狼が顔を上げ、妙に人間くさいくしゃみをした。狼はふさふさした尻尾で床を叩きながらのんびりと言った。

「そういきり立つこともあるまい。誰だって都合の悪いことはあえて知らせようとはしないものだ」

　ぎょっとしてミカエラは硬直した。

（しゃ……喋った！）

　狼が……!?

〈夜の王〉が仏頂面で狼に言い返す。

「別にいきり立ってなどおらぬ。ただ嘘つきが嫌いなだけだ」

「キルヴィスの訊きかたが悪いのさ。どうせ『花嫁か？　それとも狩人か？』の二択だろう」

「森に来る人間はどちらかに決まってる」

　悪びれもせずキルヴィスは、しれっと返した。狼は鋭い牙を見せつけるように大あくびをして巨大な前脚の上に顎を載せた。

〈夜の王〉は玉座にもたれてしげしげとミカエラを見つめ、そっけなく頷いた。

「よかろう。自力で一角獣を捕らえることができたら、角を持ち帰ることを許してやる」

「自力で……ですか!?」

「そなたは『狩人』なのであろう？」

　低く含み嗤うと〈夜の王〉は立ち上がり、ゆっくりと階を下りた。

〈夜の王〉はとても背が高かった。そう……ミカエラより頭ふたつぶんは上背があったエルロンド王子と、同じくらい長身だ。

　神秘的な紺碧の瞳を残酷に細め、〈夜の王〉はミカエラを見下ろした。

「国王からの手紙を受け取ったしるしに、そなたを客人としてもてなしてやろう。女狩人アルテミス」

「あ……。わ、わたしは──」

「名は聞かぬ。みごと一角獣を捕らえることができたら、そのとき聞いてやろう」

　尊大に言い放つと、彼は長身を傾け、ミカエラの耳元で囁いた。

「……形見に、な」

　天鵞絨のような低声に、ぞくっと戦慄が背筋を駆け抜ける。

　冷たく、熱く、どこか背徳の響きをおびた声。
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　形見──。

　なんの？　誰の？

　彼の言葉が何を意味するのかわからないまま……。

　ミカエラは〈夜の王〉の居城に留まることとなった。











第二章　閉ざされし園







〈夜の王〉の居城は奇妙な場所だった。

　まず、大きさがおかしい。外観も確かにそれなりの大きさではあるが、中から見ると絶対に収まるはずのない広さなのだ。

　城館も庭も手入れは完璧で塵ちりひとつ落ちていない。これだけの城を管理するには相当の人手が要るはずなのに、召使はひとりもいない。

　いや、いないはずはないのだが……まったく見かけない。

　この城に住んでいるのは、主である〈夜の王〉の他は執事兼従者を務めるキルヴィスと魔狼のザイフリート、そして客人扱いのミカエラだけ……らしい。

　ミカエラにあてがわれた部屋は城の上層階にある。たぶん三階か四階のどこか。

　はっきりしないのは、朝起きるたびに場所が変わっているからだ。窓から見下ろすと庭の景色が毎回違う。

　キルヴィスに訊いても、外界とは違うのですよと小馬鹿にしたように鼻で嗤われただけだった。

　腹立たしくなって〈夜の王〉に苦情を申し立てると、『そなたは夢を操れるのか？』と物憂げに返されて、よけいにわけがわからなくなった。

　部屋の位置だけでなく、内装も変化する。寝台ベッドの形すらも。

　最初のうちは目が覚めるたび無事に起きられたことにホッとした。しかし慣れとは恐ろしいもので、そんな非常識な日常にも徐々にミカエラは馴染んでいった。

　少なくとも寝ているあいだに命を取られることはない……ような気がする。確信は持てないが。

　ミカエラが目覚めると、すでに着替えや朝食の支度が整えられている。

　ふんわり焼き上がったオムレツは湯気をたて、銀のポットに入った紅茶は熱い。

　野菜とフルーツはどれも新鮮だが、季節はごちゃごちゃ。今は初夏なのに、みずみずしいリンゴがイチゴと一緒に出てきて面食らった。秋のキノコまでソテーで出てくる。

「……ごちそうさま」

　小声で呟き、部屋を出た。

　戻ってくる頃にはテーブルは片づけられ、寝台ベッドもきれいに整えられている。

　いったい誰がいつ行なっているのか……。姿の見えない召使が、この城にはひしめいている……とか？

　自分が気付いていないだけで、今もすぐ隣に誰かが──何者かがいるのかもしれない。

　想像すると鳥肌がたち、ミカエラは二の腕をさすりながらおそるおそる周囲を見回した。

　季節感がおかしいのは庭も同じで、違う時期に咲くはずの花がごちゃまぜに咲いている。まさしく狂い咲きだ。

　ただ、区画ごとに色だけは統一されていて、赤なら深紅からピンクまで濃淡さまざまな赤系の花ばかり、オレンジ系は黄色から濃い橙色だいだいいろまで、そして白は純白からうっすら緑色がかった花……といった具合だ。

　中には青一色の花園まであって、二階から見下ろしていたら空が下にあるみたいで眩暈がした。

　ミカエラは眉根をぎゅっと摘まんで溜め息をついた。

（いったいどうやって一角獣を探したらいいの……）

〈夜の王〉から一角獣を捕らえる許可はもらえたが、居場所や捜索方法については手がかりひとつ与えてくれなかった。ただ傲ごう然ぜんと微笑して、『自分で探せ』とうそぶくだけ。

　そういう表情はエルロンド王子にとてもよく似ていて、腹立たしくなると同時に妙に依怙地いこじな気分にもなった。

（何がなんでも捕まえてやるんだからっ……！）

　滞在中は城内でも森の中でも好きに歩き回ってよい、と〈夜の王〉は言った。『入れる場所ならどこでも、な』と皮肉な薄笑いを浮かべて。

　つまり、入ってはならない場所には入れない……ということ。

　この城には魔法が息づいている。

　空気のごとく、自然に魔法が存在しているのだ。

　執事のキルヴィスも最初の日に客室に案内してくれた際『用があれば呼びなさい』と言い置いて消えたきり、さっぱり見かけない。

　不安になって小声で名前を呼ぶと、いきなり背後でばさりと羽音が聞こえてすくみ上がる。振り向けば黒衣の執事が小馬鹿にしたような顔で立っていた。

『なんです？』

『え？　えぇと……特に用はないです、ごめんなさい』

　素直に詫わびると彼は鬱陶しそうにミカエラを睨んだ。

『呼ぶなら本当に用があるときだけにするのですね。さもないと目玉をくり抜きますよ？　黄色みがかった銀灰色。なかなか珍しい』

　キルヴィスは黄水晶シトリンの瞳を残酷に細め、青ざめて硬直するミカエラを嘲るように鼻を鳴らしてさっさと行ってしまった。

　ミカエラはそのときのことを思い出して溜め息をついた。

（キルヴィスってほんと苦手……）

　得体が知れない点は〈夜の王〉と同じでも、彼には主とは別の違和感を覚える。

　辛辣しんらつで毒舌なのはカタリナと同様だが、キルヴィスには小馬鹿にしつつどこか憐れんでもいるようなところがあってそれがまたひどく癇しゃくに障るのだ。

　城内で一番よく顔を合わせるのは魔狼のザイフリートだった。

　後ろ足で立ち上がれば優にミカエラの身長を超える巨狼は完璧に人語を解し、喋り方もよどみない。最初は怖くてたまらなかったが、意外にも彼は気さくで思慮深く、人間同士のような会話を交わせる唯一の相手だった。

　人のかたちをした〈夜の王〉やキルヴィスとはどうにも話が噛み合わないのに、不思議なことだ。

　ザイフリートのおかげでミカエラの孤独感はだいぶ薄らいだ。彼が話し相手をしてくれなかったら二日と耐えきれずに逃げ出していたかもしれない。

　とはいえ彼とて妖魔らしく行動は気まぐれだった。どこからともなく現われ、会話が弾んでいたかと思えば忽然こつぜんと消えている。

　この露台バルコニーにも彼はさっきまでいて、ミカエラと並んで庭を見下ろしていた。後ろ足で立ち上がって前足を露台バルコニーの手すりに置いて下を見下ろす姿は妙にかわいく、犬っぽかった。

　もちろん彼は堂々たる巨きょ躯くの持ち主で、眼光鋭く迫力満点。けっして可愛らしくなどないのだが……。

　村での生活のことなどぽつぽつ話していて、しばらく会話が途絶えてふと傍らを見ると魔狼の姿はすでになかった。

　ミカエラは肩をすくめた。最初は驚いて周囲を見回したりしたが、気ままな出没にももう慣れた。

　白大理石の手すりに肘をつき、庭を見下ろして溜息をつく。

「許可がもらえたって、どこにいるのかわからないんじゃ捕まえようがないわよ……」

　そもそも森のどこに一角獣がいるのかも不明だ。キルヴィスに嘲笑されても仕方がない。確かにミカエラの考えは甘いとしか言いようがなかった。

　国王の書簡を叔父から渡されたとき、無意識に思い込んでしまったのかもしれない。

　この手紙を読めば、〈夜の王〉が一角獣の角を渡してくれる。

　自ら捕まえるのではなく、単なる使者なのだ……と。

　手紙一通で譲ってもらえるようなものではないと、わかっていたはずなのに。自分に都合よく解釈してしまった。

　たぶん──怖かったから。

　傑出した狩りの名手と名高いエルロンド王子でさえ捕らえることのできなかった獣。

　そんな恐ろしい魔物を、一介の村娘にすぎない自分が捕らえるなんて無理に決まっている。

『純潔の乙女だけは傷つけない』

　そんなのただの言い伝え。確信がなかったからこそカタリナはその役目をミカエラに押しつけた。そうでなければ自ら意気揚々と出かけたはず。

（──ともかく、一刻も早く角を持って帰らないと）

　ぐずぐずしてはいられない。十日以内に一角獣の角を持って王城へ出頭しなければならないのだ。

　ミカエラは〈夜の王〉の城に着いた日から森を歩き回って一角獣を探していた。

　居場所も捕まえ方もわからないのだから、向こうから見つけてもらう他ない。言い伝えが本当なら、一角獣は乙女を見つければ自分から近づいてくるはずだ。

　ところが、飲まず食わずで足が棒になるほど歩いても影すら見かけない。

　しかも道に迷った。

　迷わないように目印として、〈夜の王〉から与えられた衣装の装飾リボンを引き抜いて木の枝に結びつけておいたのに、いざ探そうとしたらひとつも見つからなかったのだ。

　森の只中ただなかで途方に暮れていると、梢で耳障りな声が上がった。一羽の鴉からすが苛立いらだったように羽をバサバサさせている。鴉は近くの枝に飛び移り、またもやガガッ、ギャアァ、と嗄れ声で鳴いては羽をバサバサ振った。

　それがキルヴィスの奇天烈きてれつな嗤い声に似ているように思え、ミカエラは鴉の後について行くことにした。

　すると、百歩と行かぬうちに木立が開け、白亜の城を取り囲む芝草の園地に出ていたのだ。

　いつのまにか鴉は消え、のっそりと魔狼のザイフリートが現われた。

『一角獣は見つかったか？』

『み、見つからなかったわ……』

　まだ慣れないので青くなってびくびくとミカエラは答えた。

　思い切って迷子になった顛てん末まつを話すと、狼は真っ赤な舌をだらりとはみ出させた。

　今思えば人が肩をすくめたようなものだったのだろうが、初日のミカエラはてっきり食われると思い込んで冷や汗まみれで失神しかけた。

『魔法が消えたのさ。この城にあるものはすべて魔法で形作られている。魔法が消えれば存在できない。切ったりちぎったりすれば、あっというまに魔力は抜けてしまう。穴の空いた革袋からワインが洩れるように』

『そ、それじゃ何を目印にすればいいの!?』

『目印などいらない。城に帰りたいと念じて歩けば着く』

　目を瞠みはるとザイフリートはふさふさした尾で大理石の床をぱしんと叩いた。

『心配しなくても迷っていれば迎えが行く。おまえはこの城の客人だから、主である〈夜の王〉は面倒を見なければならぬのだ』

『……あ。もしかしてさっきの鴉……？』

『キルヴィスだ。くだらないお迎えを命じられたとぷりぷりしてたぞ。目玉を突つつかれないよう用心しろ。奴は目玉が大好きだ』

　冗談とも本気ともつかない口調に、ミカエラは口許を引き攣つらせながら頷いたのだった。

　次の日はザイフリートの言葉を信じて目印をつけず、足の向くまま森を歩き回った。

　やはり一角獣は現われず、疲労困こん憊ぱいしてもう帰りたいと念じながらよろよろ歩いているうちに城に着いていた。

　本当だった……としばし呆然と立ち尽くしてしまった。

　三日目は、歩いている途中でいきなり視界が暗転した。

　意識が戻ると、ミカエラはやわらかな下草の上に倒れ伏していた。ザイフリートが、かぶさった髪ごと耳朶を噛んで引っ張っている。もちろん加減しているから牙が食い込んだりはしないが、けっこう痛くてミカエラは悲鳴を上げた。

　どうやら空腹のあまり失神したようだ。

　ザイフリートが銜えて運んできた籠のなかには、冷肉にコンソメジュレ、パン、果物などがたっぷり入っていた。小瓶には水で割ったワインが詰められ、グラスも付いている。

　ミカエラが森で行き倒れていることを察知した〈夜の王〉が用意させたが、キルヴィスは運んでいくのを面倒がってザイフリートに押しつけたらしい。

　空腹で倒れたのは恥ずかしかったが、差し入れはありがたくいただいた。〈夜の王〉って意外と親切なのね……と呟くと、ザイフリートは鋭い牙を剥きだした。威嚇ではなく笑ったらしい。

『ただの気まぐれさ。奴はおまえを駒に退屈しのぎのゲームをしている。あまりに早く死なれてはつまらない。ただそれだけだ。妙な期待はしないほうがよい』

『わたしには一角獣を捕まえられない……と？』

『捕まえるためには見つけなければ、な』

『わかってるわよ、そんなこと』

　いささかムッとして言い返す。魔狼はあくびをして地面を軽く尾で叩いた。

『焦らずともいずれ奴のほうがしびれを切らし、手がかりを出してくる』

『鈍いわたしを哀れんで？』

　厭味っぽく尋ねると狼は鼻を鳴らした。

『単に人間だからだ。人間は見た目に惑わされる。キルヴィスが人のかたちを取っているときと鴉のときと、同じには見えまい？』

『あなた方には同じに見えるの？　妖魔の目には』

『そうさな。──たとえば、同じ人間が違う服を着ていても同一人物だとわかるだろう？　そんなようなものだ』

　わかるような、わからないような……。

『……それじゃ、あなたも別の姿を取ることがあるの？　たとえば人間になったり……とか』

　狼はニヤリとして、機嫌よさそうに尾を一振りしただけだった。

　そして、今日。

　ミカエラは森を歩き回る代わりに部屋の露台バルコニーから森を眺めている。

　たまたまその朝目覚めると、部屋がこれまででいちばん高いところにあったのだ。居館ではなく、四隅にある大きな角塔のひとつの最上階らしい。

　いったん部屋を出てしまえば、戻ったときには場所がまた変わっているかもしれない。

　せっかくだからと目を凝らして森を眺める。

　しかしどこまでも緑の樹冠が続いているばかりでまったく果てが見えない。

「大きさが変なのは城だけじゃないわ。森の広さも絶対おかしい』

　ミカエラは独りごちた。

　森の入り口から城まで、キルヴィスの案内で歩いた距離はそれほど長くはない。せいぜい五百メートルかそこらだ。

　にもかかわらず、この塔から見ると森は果てしなく広がり、遥か彼方で霞んでいる。

　頭上では黒い太陽が輝いていた。

　そう、この森に昇る太陽は黒いのだ。ただ輪郭だけが光をおびて白っぽく輝いている。まるで何かが太陽の前にあって、光を遮っているみたいに。

　だから明るいのに薄暗いという、奇妙な具合になっている。

　ミカエラは塔の真下にある庭園をじっと見つめた。そこは花園ではなく、背の高い緑の生け垣が刈り込まれて直線と曲線を組み合わせた複雑な模様を描いている。

　しばらく眺めているうちに、それがただの模様ではなく迷路らしいということにやっと気付いた。

　白い影が緑の生け垣のなかに見え、慌てて目を凝らすと白馬が迷路を走っていた。

（馬……？）

　いや、違う。額から白銀に輝く角が長く伸びている。

「一角獣……！」

　悲鳴のように叫んで部屋を飛び出し、無我夢中で階段を駆け下りる。

　この城で、この森で、行きたい場所にたどりつくにはそこへ行きたいと念じること──！

　ミカエラは庭に飛び出し、足の向くまま走り出した。

　ほどなく緑の生け垣が見えてくる。それは上から見た印象よりは低かったが、それでもミカエラの背丈近くあった。爪先立ちすれば向こう側を覗けるけれど、そんな格好では走れない。

　ときおり伸び上がりながら生け垣の迷路を右往左往していると、生け垣の上からキラリと輝く角が見えた。

　ミカエラは思い切って呼びかけた。

「一角獣さん！　あのっ、わたし……あなたに、お願いが……っ」

　ぴたりと角の移動が止まり、カツカツと蹄が地面を蹴る音がする。

　角が前後に揺れていた。警戒しているのか、ひどく不機嫌そうだ。

　やがて一声ぶっきらぼうにいななくと、一角獣は猛然と走り出した。

「ちょ……ま、待って！」

　ミカエラは生け垣に沿って追いかけた。

　隙間から覗こうにも、生け垣の厚みはかなりのもので透かし見ることはできない。

　生け垣の迷路で、しばし奇妙な鬼ごっこが続いた。

　すぐ隣の通路を走っていたかと思えば、逆方向に遠ざかったりする。

　迷路にはところどころにくぐり戸のような隙間があり、近道をすることができる。ちょうど隣の通路を走っているときにくぐり戸を見つけて飛び込むと、曲がり角で白銀の長い尻尾の先が嘲笑うようにきらめいた。

　憤然としながら追いかけるも、どうやっても追いつけない。

　くたくたになって足を止め、膝を掴んでぜいぜい喘あえぐ。

「何、よ……っ。全然近づいてなんか……来ないじゃないの……っ」

　やっぱり伝説なんて嘘っぱちだわ！

　歯噛みして、ふとこの城の『法則』を思い出した。

　望む場所にたどりつくには、その場所に行きたいと強く念じなければならない。

　方角がわからなくても、行きたいと願って歩けばたどり着く。

　やみくもに追いかけるだけでは延々と追いかけっこが続くだけなのかも……？

　ミカエラは額の汗をぐいとぬぐって身体を起こし、目を閉じて息を整えた。

「……わたしは、一角獣のもとへ、行きたい」

　自分に言い聞かせるように呟き、もうひとつ深呼吸をしてミカエラは歩きだした。

　走らない。

　探さない。

　ただ歩く。

　一角獣が自分のほうへ向かってくる場面を思い描きながら──。

　そうしているうちにいつのまにか迷路を抜けていた。両側を背の高い生け垣に囲まれた細い通路を歩いていくと、いきなり広い空間に出たのだ。

　そこは広大な花園──薔薇園だった。

　異様にも、咲いている薔薇はすべて黒い。甘く、どこか物悲しい香りが微風に漂っていた。

　漆黒の太陽から翳かげった光が降り注ぐ。

　雲ひとつない蒼そう穹きゅうは澄んでいるのに仄ほの昏ぐらく、脆もろい玻璃ガラスの薄膜で覆われているかのよう……。

　ミカエラは呆然と辺りを見回し、手近な薔薇にそっと触れた。

　本当に黒い。

　濃紫や濃紺ではなく、夜闇が凝こごったような漆黒だ。

　よく見れば蕾つぼみは白かった。小さなものなど雪のような純白だ。

　それが次第に灰色から黒へと変わり、散った花びらは血のように赤い。

　深紅の花びらが点々と散る様は、まるで滴したたり落ちた鮮血のよう……。

　こわい。

　背筋が冷たくなり、うなじがそそけ立つ。

　ミカエラは己を抱きしめながらびくびくと周囲を窺った。

　どうしてこんなところに来てしまったのかしら。一角獣を探していたはずなのに。

（……そうよ。わたしは一角獣を探していたんだわ）

　目的を忘れれば、すぐに『迷って』しまう。

　それもまたこの幻惑の城の『法則』だ。

　唇を噛みしめ、ミカエラは毅然と頭をもたげた。

　一角獣を探さなければ。

　いいえ、違う。わたしは一角獣に『会いたい』の。

　探そうとすれば『探し続ける』ことになる。森でそうだったように。

　一角獣と行き会うことを念じながら黒薔薇の園を歩く。

　薔薇園は果てがないかのように広かった。

　迷路のなかにこんな広大な花園が存在するわけがない。そう……常識では絶対に存在しない。

　だが、ここは魔法の領域。空間は気まぐれにねじれ、伸びたり縮んだりする。

　やがて視界に白い四阿あずまやが見えてきた。円柱に囲まれた、古代風の建物だ。

　四阿のなかには優美な猫脚の寝椅子が置かれ、そこで〈夜の王〉が眠っていた。

　ミカエラはぽかんと彼を見下ろした。会うのは何日ぶりだろう？　拝謁した日と、その翌朝に会って以来……な気がするけど。

　安らかな寝顔を見ていると、急に腹立たしさが込み上げた。

　無礼を承知で──むしろ礼儀など知ったことかという気分で──ミカエラは彼の肩を揺さぶった。

「起きて！　起きてよ」

　何度も揺すった挙げ句、やっと〈夜の王〉は目を覚ました。

　顔をしかめ、大きな溜息をつく。

「やっと見つけたか……。待ちくたびれたぞ」

「見つけたと思ったら見失ったわ！　捕まえていいとか言っておいて、本当はそんな気なんてないんじゃない!?」

　あくびを噛み殺し、〈夜の王〉は胡乱うろんな目付きでミカエラを眺めた。

「そなたの目は節穴か？」

　絶句するミカエラにかまわず、彼は寝椅子に座り直して呟いた。

「喉が渇いたな」

　その途端、寝椅子の前にあった楕円形の低いテーブルに忽然と茶器一式が現われる。〈夜の王〉は銀のポットから熱い紅茶をふたつのカップに注いだ。

「突っ立っていないで座れ」

　無造作に言ってすぐ隣の座面をぽんぽん叩く。

　一旦は眉を吊り上げたものの、ミカエラは荒っぽく鼻息をついてテーブルを回り込んだ。長身の〈夜の王〉が悠々と横になれる大きさがあるので、反対側に腰を下ろせばけっこう距離がある。

「届かないではないか」

　カップを差し出しながら文句を言われ、やむなく受け取れる位置まで移動する。

　紅茶は矢車菊とベルガモットの香りがした。

　豪華な寝椅子に並んで座り、ティーカップを口に運びながらそよ風に揺れる薔薇の園を眺める。

　聞こえるのはかすかな葉擦れの音だけ……。どこか遠くで鳥がさえずっている。

　長閑のどかで贅沢な光景だ。見渡すかぎりの薔薇がすべて真っ黒でさえなければ。

　四阿の屋根で直接は見えないけれど、空には煙水晶スモーキークォーツのような光を放つ黒い太陽がある。

　どんなに美しくても、違和感を覚えずにはいられない景色──。

「……一角獣は、どこにいるの？」

　ミカエラの問いに〈夜の王〉はかすかに笑った。

「わからぬか」

「わからないから訊いてるの」

　ムッとして彼を睨む。

　額に落ちかかる銀の髪を鬱陶しげに払い、〈夜の王〉は寝椅子の背にもたれて遠くを眺めた。

「見つけたければ理解することだ」

「何を？」

「本質を」

「なんの？」

　質問を重ねるミカエラを、〈夜の王〉は呆れたように見やった。

「一角獣に決まっているではないか」

　顔を赤らめ、ぷいとそっぽを向く。

「……見つけたら、本当に角をもらっていいんでしょうね？」

「捕らえられれば、な」

　どこか投げやりに、彼は呟いた。

　ふと思い付いて尋ねる。

「また生えて来るのよね？」

「何？」

　怪け訝げんそうな視線を向けられ、ミカエラは気をよくして言い返した。

「決まってるでしょ、一角獣の角よ」

　呆れたような、哀れむような彼のまなざしに、得意な気分はたちまちしぼんでしまう。

「切られた角は二度と生えてこない」

「そ、そうなの……!?」

「鹿と一緒にしないでもらいたいな」

　不機嫌そうな口調に、ミカエラは肩をすぼめた。

「ごめんなさい……」

　角のある野生動物といえば、すぐに思い浮かぶのは鹿くらいなものだった。鹿の角は一年で生えかわる。落ちた角を森で拾い、売ったことも何度かあった。

「二度と生えてこないなら切るなんて可哀相。……そうだわ、一角獣をそのまま王城へ連れていけばいい。王子が回復すれば森へ帰してもらえる」

「一角獣は〈常夜の森〉から出られない」

「え」

「出れば死ぬ」

「えぇ!?」

　淡々と言われてミカエラは仰天した。

「死んじゃうの!?」

「角を切られても一角獣は死ぬ。外界に角を持ち出そうとすれば、いずれにせよ殺す他ないのだ」

「そんな……」

　ショックで青ざめ、唇を噛む。

　そんなミカエラを、〈夜の王〉は不思議そうに眺めた。

「知らなかったのか？」

「知らなかったわ。知っていたら──」

　いや、知っていても来ただろう。それならそれで、覚悟を決めて来たはず。

　だが……鹿の角と同様に考えていたミカエラには大きな衝撃だった。

「そなたは狩人なのだろう？　ならばそれに徹して一角獣を狩れ。これは駆け引きなのだ。そなたになら殺されてもいいと思えば、一角獣はそなたの前に膝を屈する。そうでなければ……」

　穏やかだった〈夜の王〉の表情に、ふいに残酷な翳が落ちた。

「……そなたのほうが一角獣に殺される」

　凄艶な微笑に、ぞくりと背筋が凍った。〈夜の王〉は目を細め、青ざめるミカエラの顔を覗き込んだ。

「引き分けのない、これは遊戯ゲームなのだよ、女狩人アルテミス。負ければ死ぬ。ただ、これだけは言える。一角獣が負けるとしたら……必ずや満足して死ぬことだろう」

「あ、あなたは一角獣が死んでもいいの!?　飼い主なんでしょう!?」

「飼い主……ね。そなたは自分の影の飼い主と言えるのか？」

　皮肉な口調にミカエラは眉を逆立てた。

「あなたの言うこと、全然わからない」

「わかろうとしないだけだよ、女狩人アルテミス」

　憐れむように微笑して〈夜の王〉はティーカップを傾けた。

　ミカエラは憤然と彼を睨んだが、勝ち目はないと諦めてむっつりと紅茶を飲んだ。

　注がれてだいぶ経つのに、カップの紅茶はちょうどよい温度のままだ。

「──こんなすごい魔法使いなのに、一角獣の角を再生させることはできないの？」

「私は魔法使いではない。ただの囚とらわれ人だ。蜘蛛くもの巣に囚われて身動き取れぬ虫のごときもの」

　意外な答えにミカエラは目を丸くした。

「あなたは王様なのでしょう？　この森の」

「そうだ。しかしこの城はただ〈夜の王〉の居城というだけ。私のものではない。いずれ私が消えればまた別の誰かが〈夜の王〉となって、ここに住まうことになる」

「……あなたの話って、ものすごくわかりにくい」

「人間と話すのは久し振りだ。いや……、この城に囚われてから初めてかもしれない」

「どれくらいここにいるの？」

「さぁ。百年、二百年……あるいは五百年経ったか。もう忘れた」

　淡々とした口ぶりにミカエラは驚き呆れた。

「キルヴィスとザイフリート以外とは喋ってないってこと？」

「もうひとり、誰かいたような気もするが……思い出せないな」

　ぼんやりと呟く〈夜の王〉を見ていると、妙に心配になった。

　恐ろしい妖魔のはずなのに、まるで迷子になったまま時が止まってしまったひとのよう。

「……もしかして、あなたも森の外から来たの？」

「そうかもしれないし、そうではないかもしれない。私はただここに居るだけだ。いつか消え去るまで」

「消えたりしないわよ！」

　何故だか腹が立ってミカエラは怒鳴った。

〈夜の王〉は銀色の長い睫毛まつげを瞬かせ、初めて気付いたかのようにしげしげとミカエラを見た。

「おまえ。この森へ来て何日になる？」

「えっ……」

「森へ入って何日経ったか、覚えているか？」

　言葉に詰まり、懸命に記憶をたどる。いつのまにか時間感覚がすっかり曖昧になっていることに気付いてミカエラはゾッとした。

「い……五日目、よ」

　これまでの出来事を思い浮かべ、順に並べるとたぶんそれくらいのはず。

〈夜の王〉は憫びん笑しょうを浮かべた。

「では五日目だな。なるべく早く一角獣を捕まえることだ。そうしないと……」

　秀麗な顔をぐっと近づけ、〈夜の王〉は囁いた。

「喰われるぞ」

　この森に。

　この城に。

「それがいやなら忘れないことだ」

「……何を？」

　かすれた問いに〈夜の王〉はくすりと笑った。

「ほら、もう忘れかけてる。目的だ。おまえがこの森へ来た目的はなんだ？」

「一角獣の、角を……持ち帰る……」

「そうだ。目的を忘れるな。ためらうな。ためらえば決意が揺らぐ」

　そう言われても、角を取られれば一角獣が死ぬことを知ってしまった今、ためらわずにはいられない。

　ちらと見ただけでも、一角獣は並外れて美しい生き物だった。

　あの獣を殺せるだろうか？　死ぬとわかっていて角を取ることが、果たして自分にできるのか……。

　懊おう悩のうするミカエラを見つめるうち、〈夜の王〉の美しいが無感動な瞳にわずかな変化が生まれた。

　深い湖底で眠る何者かが寝返りを打ち、その動きが湖面にごく小さな漣さざなみを起こしたかのように。

　青ざめたミカエラの頬を長い指先でたどり、〈夜の王〉は呟いた。

「……おまえの唇は果実のようだな」

　我に返る暇もなく、食はむように唇をふさがれた。

〈夜の王〉が見つめていた。深い深い紺碧の瞳で。

　あたかも深淵を覗いたかのようにくらくらと眩暈がする。同時にその深淵がこちらを凝視していることを、まざまざと感じた。

　深淵に潜む何者かが、こちらを見返して忍び笑っている。憐れむように、嘲るように。

　ミカエラの唇を食みながら〈夜の王〉は囁いた。

「自分が狩る者であることを忘れぬことだ、女狩人アルテミス。狩られる者に想いをかけすぎれば……魂ごと持って行かれるぞ？」

　こわばる唇を思うさま吸いねぶり、〈夜の王〉は呟いた。

「甘い唇だ。口直しにちょうどよい。これからはおまえと一緒に食事を摂ることにしよう」

　彼は微笑んでミカエラの頬を撫でた。







　冗談かと思いきや、〈夜の王〉は本当にミカエラと一緒に食事を摂るようになった。

　といっても一日に一度、晩ばん餐さんだけだ。

　時間になると、ミカエラは見えない者たちの手でお姫様のような美しく贅沢なドレスに着替えさせられる。

　色とりどりの宝石、粒揃いの大きな真珠、絹のリボン、繊細なレース飾り。そして髪には黄金のティアラ──。

　全身が映る鏡の前に立ち、ミカエラは呆気にとられた。確かに自分の顔をしているのに、とてもそうは思えない。

　見えない者たちのことも最初は怖くてたまらなかったが、彼らの動きは丁重で気遣いに満ち、けっして乱暴はしないことがわかるとだいぶ落ち着いた。

　目には見えなくても気配を感じ取ることも次第にできるようになった。

　身支度が終わるとキルヴィスが古風な燭台を手に迎えに来る。

　相変わらず謎めいた薄笑いを浮かべ、小馬鹿にした目付きでミカエラを見るが、最初感じた居心地の悪さはもうさほど感じない。

　妖よう鴉あの化身である彼は誰に対しても冷笑的なのだ。主であるはずの〈夜の王〉に対してさえ、うやうやしく身をかがめながら口許にはいつも嘲るような笑みが浮かんでいる。

　不遜な執事を、しかし〈夜の王〉は気にも留めない。ただ指示した用向きがとどこおりなく済まされれば、それでいいのだ。

　実際、キルヴィスの執事としての働きぶりは完璧だった。

　目に見えない召使たちがすべて彼の指示で動き、毎日この城を隅々まで磨き上げていることを、ミカエラは〈夜の王〉との会話から知った。

　キルヴィスの案内で晩餐室へ赴くときに使う通路や階段は毎回違う。晩餐室自体は同じ部屋のはずなのに場所が変わっている。同じなのは入り口のアーチ扉だけで、内装も微妙に異なっている。

　暖炉のかたちや大きさ、天井の高さ、シャンデリアや燭台の意匠、テーブルや椅子の様式も、その時々で違う。なのに、同じ部屋だと思えてならない。

　大きなテーブルの上にはいつもごちそうがどっさり並んでいた。

　みずみずしい野菜や果物、肉料理と魚料理、コンソメスープ、クリームにジュレ、焼きたてのパン、数種類のチーズ、ナッツ、タルト菓子……。

　どの料理も美味しいだけでなく、温かいものはずっと温かく、冷たいものはいつまでも冷たい。とても食べきれる量ではないので、好きなものを選んで食べる。食事中はキルヴィスが給仕をしてくれた。

　どんなごちそうが並んでいても、〈夜の王〉はほとんど手を付けない。真っ黒なワインを水で割って飲むだけだ。

　黒いワインは水で割るとガーネットのような深紅に変わる。それはいつか森で倒れたミカエラの下に届けられた籠に入っていたワインと同じものだ。

　割ってあるのにコクがあり、全身にしみわたるような不思議なうま味がある。

〈夜の王〉はミカエラが食べた料理を、ほんの少しだけ口にする。もしや毒味をさせているのかと尋ねてみると、彼はうっそりと瞬きをして面食らったように苦笑した。

「毒など入ってはおらぬ。その代わり滋養もないが」

「……？」

「この城で出てくる食べものはすべて幻だ。どんなに美味でも腹の足しにはならぬ。いくら食べても太らぬが、早晩餓死するのは確実だな」

　ミカエラはナイフとフォークを手にしたまま、唖然と料理を見つめた。

　これが幻？

　こんなに美味しいのに。歯ごたえも食感も、本物としか思えないのに。

「……もしかして、わたしが森で倒れたのも……？」

　思い付いて呟くと〈夜の王〉は頷いた。

「だからキルヴィスに命じて水割りワインを届けさせた」

「冷肉やパンは……？」

「単なる飾りです」

　ワインのお代わりを注ぎながら、キルヴィスはしれっと答えた。

　ミカエラはまじまじとグラスを見つめた。

「本物はワインだけ……？」

「味のついたものはすべて幻だ。このワインも、な。滋養があるのは水だけだ」

「だからわざわざ水で割ってるのね。……あ、それなら紅茶も滋養がある……ってこと？」

「料理はまずいが、紅茶やワインの味は悪くない」

〈夜の王〉の呟きにキルヴィスが冷笑した。

「あなたも昔は美味いと言って食べていたくせに」

「そうか……？　忘れたな。ずいぶん昔のことだろう」

　呟いて〈夜の王〉はグラスを蝋ろう燭そくの灯に透かした。

「昨日のことかもしれませんよ。あるいは百年前かも。〈常夜の森〉の霊水は、それだけで生きて行けるほど滋養豊かですが、忘却の水でもありますからね」

「……どれほど食べても身にはならぬと知り、食べるのをやめたのだ」

　暗紅色のワインをじっと見つめて〈夜の王〉が呟く。

　耳障りな嗤い声に、彼は端麗な顔をゆがめた。

「黙れ、鴉」

「ガガ……。おかしくて、嗤わずにはいられません」

　口許を押さえ、くっくとキルヴィスは嗤い続ける。〈夜の王〉は腹を立てることなく、どこまでも無関心にワイングラスを見つめている。

　怒りが込み上げ、ミカエラは拳でテーブルを叩いた。

「聞こえなかった？　黙れと彼は言ったのよ」

　キルヴィスは目を瞬き、ふてぶてしい微笑を浮かべて芝居がかったお辞儀をした。

「大変失礼いたしました、女狩人アルテミスどの」

「わたしじゃなく彼に謝って」

「もうよい」

　鬱陶しげに〈夜の王〉は手を振った。

「下がれ、キルヴィス。食事は済んだ」

　執事が指を鳴らすとテーブルの上から料理や皿が消える。残ったのはデカンタに入った黒ワインと水差しだけ。気付けば執事もまた忽然と消えていた。

　蝋燭の炎がかすかに揺れる。

〈夜の王〉はミカエラのグラスに水差しから水を注いだ。ワインが薄まって美しいラヴェンダー色になる。

「もっと水を飲め。以前より痩せたぞ」

「でも、飲んだら忘れてしまうのでしょう？」

「死ぬよりましだ。すぐに記憶が消えるわけでもない。忘却は死よりもずっとゆるやかなものだし、よすがとなるものがあれば留めることもできよう。何かきっかけがあれば思い出すこともある。本当の記憶かただの夢なのか、判然としないが……」

　ミカエラはグラスを取り、口へ運んだ。

　薄まったワインは別の飲み物のようだった。ほんのりと甘く、かぐわしい。

　ふいに目頭が熱くなり、涙がこぼれた。

「……何故泣く？」

「わからないわ」

　乱暴に目許を擦る。

「ただ、ひどく腹が立ったのよ」

「幼子のようだな」

「そうね」

　素直にミカエラは頷いた。

「キルヴィスの無礼については謝る。私はもう慣れてしまってな……。あの嗤い声だけは時折気に障るが」

「それも水のせい？　あなたが無感動なのは妖魔だからだと思っていたけど……水のせいで感情も忘れてしまったとか？」

「……そうかもしれない」

　ふ、と我に返ったように彼はミカエラを見つめた。

「そういえば……いつだったかおまえにひどく立腹したことがあった気がする」

「初めて会った時でしょう。国王の手紙を読むとあなたは急に怒りだし、わたしを嘘つきだとなじった。ほんの数日前よ」

「いや、ずいぶん前のことだ」

　頷きそうになって、ミカエラは慄然とした。

　いいえ、そんなはずはない。ミカエラは必死になってテーブルの下で指折り数えた。

「い……五日前よ」

「そうか？」

「ええ、そうよ。五日前だわ。わたしが森へ来たのは五日前よ。絶対に」

「……おまえがそう思うなら、そうなのだろう」

〈夜の王〉は考え込むように呟き、ミカエラは唇の裏をきゅっと噛んだ。

　この森は時間の流れかたが外界とは違う。ミカエラが五日前だと言い張れば、それは五日前になるのだ。

　かといって、いつまでも自分を騙すことはできない。

　嘘だとわかっていながら言い張っても魔法は働かないだろう。

「……おまえとは、もっと前に会ったことがあるように思う」

〈夜の王〉の呟きを、ミカエラはきっぱり撥ねつけた。

「わたしたちが出会ったのは五日前が初めてよ」

「そうか？　……ならばそうなのだろう」

　何故だか〈夜の王〉が寂しそうに見えて胸が疼うずく。肯定したらどうなるのかと思うと怖くて、うかつに相あい槌づちは打てなかった。

「おまえを見たとき……何か忘れている気がした。何か大事なものを。だが、それがなんなのか……どうしても思い出せない。国王の手紙を読むと、なぜだかますます腹が立った。……ああ、そうだ。怒ったのはずいぶん久しぶりだから、怒りという感情があったことを思い出してとまどったのだな」

〈夜の王〉は眉をひそめ、指先でこめかみを擦った。

「おまえを見ていると、自分が多くのものを忘れている……という気がしてくる」

「きっとたくさん忘れているわ。食べものの味さえも」

「味、か……。味にはどんなものがあったかな」

「甘い、しょっぱい、苦い、酸っぱい、辛い……かしら？」

「ああ、おまえの唇は甘かった」

　無邪気に言われてミカエラは赤くなった。

「わたしの唇は食べものじゃないわ」

「ここで真の食べものと言えるのは水だけだが、滋養はあっても味がしない。──女狩人アルテミス、おまえの唇を味わいたい」

　真顔で言われ、恥じらうよりも困惑した。

〈夜の王〉はひたむきにじっとミカエラを見つめている。そこに窺えるものは欲望というより切望と言ったほうがふさわしい。

「……いいわ」

　思い切って席を立ち、〈夜の王〉に歩み寄る。

　椅子の肘掛けに座ると、透けるような白皙の美貌がミカエラを見上げていた。

　髪と同じ銀色の長い睫毛に縁取られた紺碧の瞳は、静まり返った夜の湖のよう。かすかな星影が瞬き、ひたひたと波が寄せるように無心にこちらを見つめている。

　ざわりと胸の底が揺らいだ。ひりつくような疼とう痛つう。覚えがある、この感覚。一体なんだったかしら……？

　抱きしめたくなる衝動をこらえ、ミカエラはゆっくりと上体を傾けた。

　そっと触れた〈夜の王〉の唇は、ひどく冷たかった。

　果実のようだと言われて唇をふさがれたときは温かかったのに。

　それともあのときは熱い紅茶を飲んでいたから？　本当は、彼は死人のように冷たいのだろうか……。

〈夜の王〉は無反応にミカエラを見ていたかと思うと、ふいに腰に腕を回して抱き寄せた。

「きゃっ……」

　バランスを崩し、彼の膝に落ちる。

　かまわずに唇をふさがれて反射的に抗うも、深淵のごとき紺碧の瞳に間近から凝視されると四肢からくたりと力が抜けてしまった。

「……甘いのか、苦いのか……。それとも両方か？」

〈夜の王〉は腹立たしげに独りごちた。

「わからぬ。何故おまえはこうも私を苛立たせる？」

　答える暇もなくふたたび唇をふさがれた。

「んッ……！」

　ぬるりと舌が入り込む。

　唇は氷のように冷たいのに、舌は火傷やけどしそうなほど熱かった。

　その舌がミカエラの舌をまさぐり、きつく絡みつく。一度は離れた唇がふたたび重なり、痛いほどに吸いねぶられた。

　ミカエラは凍えたように痺れる指で〈夜の王〉の絢けん爛らんたる衣装を掴んだ。精緻な銀糸の刺繍が、指先にざらざらとした感触を伝えてくる。

　気がつくとミカエラは〈夜の王〉のうなじに腕を回してしがみついていた。

　涙で視界が曇る。瞬きすると涙は頬を伝い、頤おとがいから滴り落ちた。

〈夜の王〉は優しく涙をぬぐって囁いた。

「……おまえは私の心を掻き乱す」

　息を荒らげながら睨みつけると彼は涙をぬぐった指先を子どもじみたしぐさで舐めて何事か呟いた。苦いと言ったのか甘いと言ったのか、聞き取れない。まったく別のことを呟いたのかもしれなかった。

　ふいに〈夜の王〉は立ち上がり、ミカエラを椅子に残して足早に晩餐室を出て行った。

　ミカエラは顔を覆ってしばらく肩を上下させていたが、飲み残しのワインに気付いて一気にそれを喉に流し込んだ。

　これでわたしは何を忘れるのだろう？

　今のくちづけを？　抱擁を？

　気の迷いを……？

　生き延びるために少しずつ忘れていって。

　やがては何かを忘れたことすら忘れてしまって。

　いつか魔の森に呑み込まれてしまうのか──。

　狼の遠吠えが聞こえた。

（ザイフリート……？）

　賢者のごとき、戦士のごとき狼の瞳が思い浮かぶ。

『おまえは何をしにこの森へ来たのだ？』

　決まってるわ。……を捕まえに来たの。

『ほら、もう忘れてる』

　耳障りな声でキルヴィスが嗤う。

　思い出そうとミカエラは必死に頭を絞った。

（……一角獣……よ。一角獣を捕まえて、角を取るために……来たの）

『ならば、さっさと捕まえることだ。さもないとおまえのほうが捕まるぞ』

　わかってる。

　でも、角を取られたら一角獣は死んでしまうのよ──。




「──女狩人アルテミス？」

　耳元でいぶかしげに囁かれ、我に返る。〈夜の王〉が見下ろしていた。ミカエラは自分が〈夜の王〉の膝で横抱きにされていることに混乱した。

　彼は出ていったはずじゃ……。それとも幻覚？

「心がどこかへ行っていたようだな」

〈夜の王〉は悪戯いたずらっぽく囁いて唇を半分重ねた。

　機嫌よさそうだ。怒った様子で出ていったのは、やはり幻覚だった……？

　ミカエラは怖くなって彼にしがみついた。

「どうした」

「わ……からない。でも、何か……奇怪おかしいの……っ」

「この城では何もかもが奇怪しいのだ。空間も時間もたわみ、ゆがんでいる。寝室の扉を開ければ庭に、階段を上れば昨日に続いているかもしれない。……ここはきっと誰かの夢の中だ」

「誰の？　あなたの……？」

「おまえの夢かもしれないぞ」

〈夜の王〉はミカエラを抱きしめて呟いた。

「夢でもおまえの唇は甘い」

「苦いって言わなかった……？」

「いや、甘い。とても甘い。甘いという味を思い出した」

　上機嫌に〈夜の王〉はミカエラに頬擦りした。大理石の彫像のように冷たかったはずの彼の頬は、血の温ぬくみをおびてほんのりと温かかった。







「──なんて寂しい場所なのかしら」

　ミカエラは城内を歩き回りながら独りごちた。

　今朝は、目覚めると薔薇園だった。四阿の長椅子で眠っていたのだ。

　慣れたとはいえさすがに驚いて、しばしミカエラは黒薔薇の咲き乱れる光景に呆然と視線をさまよわせていた。

　部屋の位置は毎回変わるが、城の外に出てしまったのは初めてだ。

　気がつけばすでに動きやすい踝くるぶし丈たけのシュミーズドレスを身につけ、テーブルの上には簡単な朝食が載っている。焼きたてのパンと果物、薄く切ったチーズ、そして水だ。

　本当にこれは幻なのだろうかと悩みつつ食べものを口に運び、水を飲む。

　意識してゆっくりと味わうと、水はほんのりと甘く、力強さが身体に浸透していくのを感じた。

　城に戻ることを念じながら広大な薔薇園を歩くうち、背の高い緑の生け垣が見えてきた。頭をしゃんと上げ、ためらうことなく進むとあっけなく迷路は終わり、ミカエラは城の前に立っていた。

　森の探索はやめて、城内を探してみよう。

　ふと思い付いて城の中をゆっくりと歩いた。一角獣は森にいるものと思い込んで外ばかり探していたが、唯一見かけたのは城の庭園、生け垣で作られた迷路の中だ。

（馬より大きな一角獣が、城の中にいるとも思えないけど……）

　ここでは外界の常識は通用しない。ひょっとしたら一角獣がどこかの部屋で眠っているかもしれないではないか。妖鴉のキルヴィスが美しい青年の姿を取るように。

　そういえば、〈夜の王〉はこの城にもうひとりいた気がする……と言っていた。ひょっとしたらそれが一角獣なのかも。

　目についた扉を片っ端から開けながら進んでゆく。

　どの部屋も空き部屋だった。がらんとして何もない。たまに調度品がいくつか置かれていることもあったが、誰かが住んでいる気配はなかった。

　またひとつ扉を開けて、ミカエラは目を瞠った。

「ここは……厨房かしら？」

　入り口から横向きの階段で下りるようになっており、そのぶん部屋の天井は高い。

　黒ずんだ太い梁。

　人が立ったまま入れるほど大きな暖炉。

　肉を焼くための串や鉤かぎが下がっているが、炉ろ床しょうには薪も灰もない。

　暖炉の反対側には竈かまどが並んでいる。

　巨大な調理台は大勢のお客を招いて宴を催すに充分な広さだが、長いあいだ使われた様子はなかった。

　手入れも掃除も行き届き、どこもかしこも清潔だ。ほこりも蜘蛛の巣も、ネズミが走り回った痕跡もない代わり、食材もまた見当たらなかった。

　ここが使われているとは思えない。厨房がいくつもあるとは思えないから、料理をしているのならここを使うはずだけど……。

「……本当に、あのごちそうは幻なのね」

　ミカエラは呟き、ぐるりと厨房を見回した。

〈夜の王〉がごちそうに手をつけないのも理解できる気がした。

　どんなに美味しくても、ただの幻とわかっていて食事を楽しめるだろうか？

　最初は面白がって食べたとしても、そのうち虚しくなるに違いない。〈夜の王〉は食べるのをやめ、やがて『味』を忘れた。ミカエラの唇に果実を連想した、あのときまで。

（本当に甘いわけ、ないのに）

　ミカエラは唇を指先で押さえ、顔を赤らめた。

　ただの連想。熟れた果実が甘いということを思い出しただけ──。

『私は多くのことを忘れている。そんな気がする』

〈夜の王〉の呟きを思い出すとそわそわした気分になった。

「……何か食べさせてあげたいわ。幻じゃなく、本当の食べものを」

　でも、ここには何もない。森で採ってくれば……と考えてミカエラは気付いた。

　森のなかで食べられるものを見ただろうか？　食卓にはキノコも木の実もベリー類も、リンゴもブドウもオレンジもイチジクも、あらゆる季節の実りが旬を無視して並ぶ。

　それは幻だからだ。外界ではこの季節、赤スグリやラズベリーがなっている。だが、森で見かけた覚えはない。あればお腹の足しに……と口に入れたはず。

　動物も見かけない。鳥の声はときどき聞こえたが、姿は見ていない。野ウサギも見かけなかった。

　見たとしても弓矢がなければ捕まえられない。そもそもミカエラは弓が苦手なので、魚扠やすを使って川の浅瀬で魚を獲っていた。うまく追い込むことができれば素手でも捕まえられたから……。

　フラフラと調理台に寄り掛かる。

　自分にできることと言えば、せいぜい自家菜園で野菜を育てたり、森で果実をもいだり、川で魚を獲るくらいなもの。

　最初にキルヴィスに問われたとき、どうして『狩人』と答えてしまったのだろう。

　狩人なんかじゃないのに。何もできないくせに思い上がった、分不相応に矜きょう持じだけは一人前の……ただの村娘なのに──。

「強く念じれば出てくるよ」

　急に誰かの声が聞こえ、ミカエラはぎょっとして周囲を見回した。

　誰もいない。

　当惑していると、ふたたび声が聞こえた。小鳥がさえずるような、甲高く澄んだ声音だ。

「ここだよ」

　すぐ近くで声がして、目の前に逆さまの小さな顔が現われた。

「ひっ!?」

　反射的に飛びのき、ミカエラは目を丸くした。

　空中に、人のかたちをした小さな生き物が逆さまに浮んでいる。くるりと回転して足を下にすると、それは人懐こくにっこりした。

「え……。ピクシー……!?」

　おとぎ話に登場する小妖精だ。

　背中にはトンボのような透きとおった羽が四枚生え、短い髪は燃えるように赤い。まさしく炎のようにゆらめき、始終かたちを変えている。

　キラキラと弾けるような瞳は陽光に透ける若葉の色。布の切れ端かリボンのようなものをぐるぐると身体に巻きつけ、利かん気そうな表情からして男の子らしい。

　ピクシーは調理台の上に着地すると腰に手を当てて胸を張った。

「欲しいものがあるなら外界から魔法で取り寄せればいい」

「わたし……魔法は使えないわ」

「あんた、人間じゃないの？」

「人間だけど、魔法使いじゃないわ」

「人間なら魔法が使えるに決まってるよ」

　ミカエラは頭が痛くなってきた。

　やはりこの城の住人とはどうにも話が噛み合わない。

　妖精少年は荒っぽく鼻息をついた。

「だからー。強く願えばいいんだよ！　何々が欲しい──ってさ」

「急に言われたって……思い付かないわ」

「じゃあ──リンゴ！　リンゴを出してよ。コツはね、なるべく具体的に思い描くこと。色や形だけじゃなく、重みとか、匂いとか、食感とか、さ」

　なるほど、と頷いてミカエラは目を閉じ、できる限り詳細にリンゴを思い浮かべた。

　つやつやした赤いリンゴ。

　甘酸っぱい香り。しっかりした手触り。

　齧かじればシャクッとみずみずしい果汁があふれだすの。

　そうそう。うちにはリンゴの木があったっけ。毎年秋になると、小振りで酸味強めなリンゴがたくさんなる。それを使ってお菓子やジャムを作るのが毎年の楽しみで──。

　ドサドサドサッ……と何かが大量に落ちてくる音と、妖精少年の悲鳴が重なった。

　目を開けると、調理台の上によく熟れた真っ赤なリンゴが山積みになっていた。

　リンゴを掻き分け、ピクシーが這い出てくる。

　ばったりと調理台に倒れ伏した少年を、ミカエラは慌てて掌に載せた。

「しっかりして！」

「もぉ～、気前よく出しすぎだよぉ……」

「ごめんなさい！　こんなにたくさん出てくるとは思わなくて」

　掌に胡座あぐらをかいた少年に睨まれて懸命に謝る。

　彼はひくひくと鼻をうごめかしたかと思うと、ぴょんと掌から飛び下りてリンゴに飛びついた。

「わーいっ、リンゴだー！　本物のリンゴがこんなにいっぱーい！」

　身長の半分以上ありそうなリンゴにかぶりつき、そのまま頭を突っ込んで食べ始める。

　ミカエラは山のてっぺんからリンゴをひとつ手にとってまじまじ眺めた。

「……本物なの？　これ」

　鼻に押しつけて匂いをかぐ。

　甘く爽やかなリンゴの香り。でも、城で出された料理だって味も匂いも舌触りも本物そっくりだった。教えてもらわなければ、あれが幻だとはずっと気付かなかったに違いない。

　ミカエラは口を開け、思い切ってえいっとリンゴに歯をたてた。

　シャクッと小気味よい音とともに甘酸っぱい果汁が流れ込む。そのとたん、目の前の霧がさーっと晴れるような感覚に襲われて、ミカエラはリンゴにかぶりついたまま固まった。

「……！」

　いつのまにか曖昧模糊もことなっていたこれまでのできごとが、色鮮やかに脳裏に立ち上がる。

　アントン叔父とカタリナが屋敷に現われてミカエラを脅し、一角獣の角を取ってこいという無茶な王命を身勝手にも押しつけたこと。

　仕方なくカタリナも身代わりとなって〈禁断の森〉へ入ったこと。

　キルヴィスの案内で城へ来たこと。

　そして、玉座から物憂げにミカエラを見下ろした、美しき〈夜の王〉──。

「ア……アーリンっ……！」

　弟の名前、忘れかけていた。

　たったひとりの大切な家族なのに。

　それからもうひとり……あれは……そう、バート。バートだ！

　幼なじみのバート。父の死後も変わらずに接してくれた、無口で無愛想で、心根の優しい鍛冶屋の青年。

　彼に借りた短剣はどこへやったかしら？　どこかにあるはず。どこかに……絶対──。

「わーっ、鉄！　鉄はダメだぁっ」

　いきなりピクシーが悲鳴を上げ、ミカエラは我に返った。

　いつのまにか右手に短剣を握っている。護身用にとバートが貸してくれた短剣だ。鞘があったはずなのに何故か抜き身になっていた。

「鉄は嫌いなんだよぉーっ」

　リンゴの陰に隠れながらわめかれ、ミカエラは焦っておろおろした。

「さ、鞘。鞘はどこ!?」

「手に持ってるじゃんかっ」

　ようやくミカエラは左手に鞘を掴んでいることに気付き、赤面して短剣を鞘に収めた。

「ご、ごめんなさい。おかしいわね……どうして別々に出てきたのかしら……」

「別々に思い浮かべたからだろ」

　憤然と睨まれてミカエラは肩を落とした。

「魔法って難しい……」

　とりあえず、短剣は靴下留めに挟んでドレスの下に隠す。

　ようやくピクシーは安堵してふたたびリンゴを食べ始めた。すでに最初のリンゴは芯だけになっている。こんな小さな身体のいったいどこに収まったのか……。

　急にお腹が空いてきて、ミカエラもリンゴにかぶりついた。

　続けざまに三個食べてようやく人心地がつく。

　──人心地。

　本当にそうだわ……とミカエラは苦笑した。

　気がつかないうちに自分は『人』でなくなりかけていたらしい。

　森に『喰われる』というのは、そういうことなのかも……。

「ふーっ、満腹満腹～」

　調理台に座り込んでお腹をさするピクシーの様子に思わず笑みがこぼれ、ミカエラは自分が笑うことすら忘れかけていたことに気付いた。

　本当に、この森ではいろいろなことをすぐに忘れてしまう。

「……水のせい？」

「何が？」

　きょとんと訊き返したピクシーは、ミカエラの推測に大きく頷いた。

「この城の水場は森の中心にある泉と繋がってるんだ。〈命の泉〉っていってね、どんな傷もすぐ治るし、その水を飲むだけで生きていける。でも、その代わり記憶が薄まっちゃうんだ」

「それじゃ、この森のひとたちはみんな記憶喪失ってこと……？　あなたやキルヴィスも」

「記憶をなくすのは森に迷い込んだ人間だけさ。妖魔や妖精はこの世界と波長が同じだからなくならない。ま、もともと忘れっぽいけどね！」

　小鳥がさえずるような笑い声に、ふと眉をひそめる。

「もしかして、〈夜の王〉は人間……なの？」

「〈夜の王〉は〈夜の王〉だよ？」

　またきょとんとされ、ミカエラは眉間にしわを寄せた。

　本当に話が通じない……。

「えぇとね……。つまり〈夜の王〉は妖魔なの？　妖精なの？　それとも人間？」

「だーかーらー、〈夜の王〉は〈夜の王〉だってば」

「……わかった、もういいわ」

　さらに眉間のしわを深くして、ミカエラは溜息をついた。

　パッと飛び立ったピクシーはリンゴの山のてっぺんに腰を下ろした。ちょうどミカエラの視線の高さだ。

「ねぇ、俺に名前をつけてよ」

　いきなり真剣な表情で請われて面食らう。

「名前ないの？」

「あるけど、仲間うちの名前じゃダメなんだ。あいつに喰われちゃう」

「あいつって？」

「鴉だよ！」

「……キルヴィス？」

　こくこくと頷いてピクシーは身を乗り出した。

「あいつ、イカモノ喰いでさ。俺たちみたいな小妖精や下級妖魔を見つけると、問答無用でばっくり喰っちまうんだ。俺、仲間と一緒に森を飛び回っているうちに、うっかり城に迷い込んで出られなくなって……。仲間はみんな鴉に喰われちゃった」

「出られないって……扉も窓も開いてるけど？」

　厨房には、明かり取りの窓の他、天井に煙抜きが作られているし、暖炉には当然煙突がある。

　ピクシーはリンゴの上に立ち上がり、もどかしげに地団駄を踏んだ。

「俺たちには通れないの。いい？　見てて」

　飛び上がると急旋回し、放たれた矢のように窓に向かって突撃する。だが、何か見えないものにぶつかって跳ね返ってしまった。

　慌ててミカエラは両手を差し出し、ピクシーを受け止めた。

「……ほ、ほらね？」

　ひっくり返ったピクシーは、目を回しながら必死に訴える。

　焦ってミカエラは頷いた。

「わかったわ。もう、無茶しないで。ケガでもしたらどうするの」

「別に痛くはないんだけど、何回突撃しても跳ね返されちゃう。騒いでるうちに鴉に見つかって、みんな喰われた」

　ミカエラの掌に座り込み、しゅんとピクシーはうなだれた。

「俺、必死に逃げ回って、隠れてた。人間が来たら名前をつけてもらおうと思って」

「名前をつければ安全なの？」

「人間界と繋がりができる。鴉は外界と繋がってるものには手出しできないんだ。だから俺に名前をつけてよ！　なんでもいいから」

「なんでもいいと言われても……」

「──やば、急いで！　鴉の気配がするっ」

　青くなってピクシーはわめいた。

　耳を澄ませば、確かにコツコツと廊下を歩く足音が近づいてくる。

　ミカエラは懸命に考え、ふと思い浮かんだ名前を口にした。

「──フィン。フィンはどう？」

「いいよ！　早く名付けて！」

「え、と……。あなたをフィンと名付けます」

　言い終わると同時に厨房の扉が開き、階段の上に黒ずくめの執事が傲然と立っていた。

「……おや。こんなところに虫けらが」

　飛び上がったピクシーはミカエラの肩に隠れながら叫んだ。

「虫じゃないやい！　俺はフィンだ。人間に名前をもらった。もうおまえなんかに喰われたりしないぞ！」

　キルヴィスは眉を上げ、顎を反らしてしげしげとフィンを眺めた。

「……どうやら本当らしい」

　ゆっくりと階段を降り、近づいてくる妖鴉の化身に、ミカエラは青ざめながらも足を踏ん張った。

　彼はリンゴをひとつ手に取り、確かめるように何度か投げ上げた。

　ふ、と残酷な笑みが端整な唇に浮かぶ。

「やはり虫けらだな。人間に名付けを許すということは、即すなわち、その人間が死ぬまで束縛されることなのに」

「かまうもんか！　この人間は優しくて親切だ。リンゴをどっさり出してくれた。本物のリンゴだぞ！」

「ふん……」

　キルヴィスはリンゴを一口かじって肩をすくめた。

「そこまで言霊を使えたとはね……。予想外でした」

　つまらなそうに顔をしかめ、彼はリンゴを齧りながらぶらぶらと厨房を出ていった。

　キルヴィスの姿が見えなくなると、フィンは隠れていたミカエラの背から出てきてはーっと息をついた。

「間一髪……」

「──束縛されるって、何？」

「名付け主の命令に従わなきゃならないんだ。できることならなんでもね」

　ミカエラはびっくりした。

「あなたに命令する気なんてないわ」

「しないでくれるなら、そのほうが助かる。でも契約だから」

　まじめくさった顔で言われて困惑する。

「そんなつもりなかったのに……」

「化け鴉に喰われるくらいなら、人間の手伝いをするほうが遥かにマシだよ。あんたは親切だし、気に入った」

「それじゃ、お友だちになりましょ。わたしはミカエラよ」

　何気なく名乗るとフィンは目を丸くした。

「自分から名乗ったら束縛する力が弱まっちゃうぞ」

「そうなの？　別にかまわないわ。あなたを束縛する気はないから。森へ戻って、自由に暮らせばいい」

　ほら、とミカエラは窓を指した。

「もう自由に出入りできるんじゃない？」

「そうかな……」

　フィンは首を傾げながらおそるおそる窓に近づき、ゆっくりと通り抜けた。

「本当だ！　出られた！」

　驚喜して何度も窓を出入りするピクシーを、ミカエラはにこにこと眺めた。

　そのまま飛んで行ってしまうかと思いきや、フィンは舞い戻ってきてすとんと肩に下りた。

「やっぱり俺、あんたの側にいる。本物の美味しいリンゴが食べられるし。言うこと聞くから俺が食べたいときにリンゴを出してよ」

「食いしん坊さんね」

　ミカエラは苦笑した。

　話し相手がいてくれれば正直嬉しい。魔狼のザイフリートは話を聞いてくれるけれど、存在感というか威厳がありすぎて……気楽なお喋りはしづらいのだ。

「俺、クリームも好きなんだ。出してよ」

「クリームね。やってみるわ」

　ボゥルいっぱいのふんわりとしたクリームを脳裏に思い描く。すると陶器の大きなボゥルに入った生クリームが調理台に現われた。

　フィンが歓声を上げて頭を突っ込みそうになるのを慌てて制し、これまた念じて出現させた木のさじですくって食べさせる。

　だんだんコツが掴めてきて、ミカエラは小麦粉やバター、干しぶどうなどを出した。

「何か作るの？」

　興味津々にフィンが尋ねる。

「リンゴがたくさんあるから、パイにしようかと思って」

「何か知らないけど美味うまそうだな！」

「知らないの？」

「人間の料理はあんまり知らないなぁ」

「キルヴィスはいろんなごちそうを知ってるみたいね」

「あいつは妖力が強いから森と人間界を自由に行き来できるんだ。人間界で見てきたものをまねしてるんだろ。偽物だけど」

　彼はテーブルの上に妖術でごちそうを並べているだけで、作っているわけではないという。

「ねぇ、フィン。このリンゴは本物なのよね？　小麦粉やバターも」

「ミカエラは本物の魔法使いだから、出すのも本物だよ」

「そこがよくわからないんだけど……。とにかく本物の材料を使って料理すれば、それは本物の料理ってことよね？」

「本物から偽物はできないんじゃない？」

「そうよね……」

　とにかく作ってみよう。

　まずはパイ生地作り。必要な材料と道具は『魔法』で出した。

　きちんとしたものを出すには、具体的に、詳細に思い描かなければならない。調理道具は自然と自分の愛用品を思い浮かべることとなり、出現したものはしっくりと手に馴染み、使いやすいものだった。

　ミカエラは時間も忘れてアップルパイ作りに熱中した。

　まずは小麦粉にバターと水と塩を加えて生地を作る。ついで刻んだリンゴをバターと砂糖で煮詰め、水分が飛んだらタルト皿ふたつに敷きつめた生地の上に煮リンゴを並べてさらにその上に生地をかぶせる。

　真ん中に蒸気を抜くための陶器の筒を挿して、石窯へ。

　火加減を見ながらしばし待ち、頃合いを見計らって取り出して調理台に並べる。どちらもこんがりふっくらと焼き上がり、香ばしい匂いが厨房に満ちた。

　少し冷ましてナイフを入れると、バターとリンゴの香りにフィンが歓声を上げた。

　試食してもらったが、一心不乱に食べるばかりで、美味しい？　と訊いてもこくこく頷くだけだ。

　自分でも食べてみて、うまくいったとミカエラはにっこりした。

（これならキルヴィスの幻覚料理に負けないわ）

　もうひとつのパイにもナイフを入れて焼き具合を確かめ、取り分けずにタルト皿ごと大きなトレイに載せた。

　生クリームのボゥルと取り皿も載せ、厨房を出る。あつあつのうちに〈夜の王〉にも食べてもらいたい。

　彼がどこにいるのかわからなくても大丈夫。この城では、会いたいと強く念じれば自然とそこへ導かれるから。

　両手でトレイを持って城の通路を歩いていると、広大な玉座の間へ出た。初めてこの城に来たとき〈夜の王〉に拝謁した場所だ。

　中二階ほども高さのある玉座に、銀糸の刺繍がふんだんに施された豪奢な黒衣をまとった〈夜の王〉が物憂げにもたれていた。

「リンゴのパイを作りました。食べませんか？」

　階段の下から呼びかけると、〈夜の王〉はうたた寝を破られたかのように目を瞬いた。

「……なんだって？」

「リンゴのパイを作ったんです。あなたに食べてほしくて」

　彼は混乱したような顔でミカエラの捧げ持つトレイを眺めた。

「作った？　おまえが？」

「はい」

〈夜の王〉は興味を惹かれた様子で座り直し、ミカエラを手招きした。

「ここへ」

　注意深く階段を上ってゆくと、〈夜の王〉は興味深そうにパイを眺めた。

　おもむろに立ち上がった彼に促され、後についていくと玉座をぐるっと回って裏側へ出た。そこには小さな丸い出入り口があった。身をかがめて通り抜けたそこは、見たこともない部屋だった。

（玉座の後ろにこんな部屋があったのね……）

　天蓋つきの高い背もたれで見えなかった。いや、今の今までなかったのかもしれない。この城は変幻自在だから。

　そこは〈夜の王〉の私室らしい。

　暗紅色の壁紙には昏い金で葉薊アカンサスの文様が描かれ、寝台ベッドの四柱は蔓草が苦悶にのたうつ人のようにうねり、逆巻く波をかたどった黄金の彫刻がほどこされた天蓋から黒いレースが二重に垂れ下がっている。

　ドーム状の天井は青あお鈍にび色いろで、小さな銀色の装飾が星のように輝いていた。

「……黄昏たそがれの野原のような部屋だわ」

　部屋を見回して呟くと、〈夜の王〉はうっそりと笑った。

「ここは〈薄明の間〉という」

「どちらでもあるわけね。夕暮れ時でもあり、朝まだきでもあり……。どちらなのかはあなたが決める」

　面食らったように、〈夜の王〉は目を瞬いた。

　彼の瞬きは猫のよう。無感動に、ゆっくりと、銀色の長い睫毛を瞬かせる。

　そのたびにミカエラは大きな泡が弾け、また生まれ出るような感覚に襲われた。

　父の蔵書にあった、どこか遠い国の神話。

　神が瞬きするたびに世界は終わり、また生まれ──。

「私が決めるのか。……それは考えたこともなかったな」

〈夜の王〉は黒と金で装飾された猫脚の長椅子にもたれ、かたちよい顎を撫でた。

　ミカエラはトレイをテーブルに置き、長椅子の反対側に腰を下ろした。いつかの黒い薔薇の園でのように。

「……しかし果たして今がどちらなのか」

　憂鬱そうに〈夜の王〉は呟いた。

　ミカエラはパイを一切れ皿に移し、銀のフォークを添えて差し出した。今回はちょうど手を伸ばせば届く距離だ。

「忘れているのよ。食べればきっと思い出すわ」

「魔法の食べものか」

「いいえ。本物の食べものよ」

〈夜の王〉は怪訝そうに眉をひそめ、差し出された皿を受け取った。

　パイ皮をフォークでめくり、中のリンゴをフォークに突き刺してしげしげと眺める。

「これはなんだ？」

「リンゴよ。バターと砂糖で煮詰めたの」

〈夜の王〉は知らない外国の言葉のように『リンゴ』と呟き、フォークを口へ運んだ。

　かすかな音をたてて彼が咀嚼そしゃくし、喉仏が上下するのを、ミカエラはドキドキしながら見守った。

　彼は黙々とリンゴを食べた。リンゴだけを。

　パイ皮には手をつけようともしない。

　おずおずとミカエラは言ってみた。

「あの。パイ皮も、美味しいと思うのだけど……」

「皮？　これも食べられるのか。何でできているのだ？」

「小麦粉とバターと、塩と水」

　彼は小さく鼻を鳴らし、疑り深そうにパイ皮をフォークに突き刺すと用心深く口へ運んだ。

　思わず笑ってしまいそうになり、慌てて咳払いでごまかした。

「美味い」

　思わず、といった態ていで感嘆の声を洩らし、そのことに驚いたかのように〈夜の王〉は目を瞠った。

　底知れぬ紺碧の瞳に、かすかな漣が揺れる。

「……懐かしい、ような……？」

　彼は眉根を寄せて呟いた。

「どこかで食べたことがある……気がする」

「リンゴのパイは季節になればどの家でも作るもの。きっとあなたもどこかで食べたのよ」

　ミカエラは思い切って彼のすぐ側まで移動し、尋ねた。

「──ねぇ。あなたは元は人間だったのではない……？」

〈夜の王〉は深い淵のような瞳でミカエラを見つめた。

　厚い雲の向こうで稲妻が閃くように、彼の瞳に激昂がよぎる。それはかろうじて落雷とはならず、不機嫌そうに彼は顔をそむけた。

「……私は獣だ」

　思いもよらぬ答えにたじろぐ。

「何を言うの。あなたが獣のわけないわ」

「おまえの目は節穴だからな」

　冷笑含みの揶や揄ゆにミカエラは眉を吊り上げ、ぷいとそっぽを向いた。

　出て行こうかと思ったが、〈夜の王〉がふたたびパイを食べ始めたようなので席を立ちそびれてしまう。

「……もっと食べたい」

　ぼそりと言われて振り向くと、〈夜の王〉が妙に生真面目な顔で空になった皿を差し出していた。急いでパイをもう一切れ皿に載せる。

〈夜の王〉は今度はパイ皮とリンゴを一緒に口に入れ、考え込むように咀嚼してから呑み込んだ。

「うん、美味い」

　感心したように呟き、彼はゆっくりと少しずつパイを食べ続けた。

「……ごめんなさい」

　何故だか急に申し訳ない気分になって囁くと、いぶかしげに〈夜の王〉はミカエラを見つめた。

「何を謝る？」

「わからないけど……なんだか悪いような気がしたの」

「そなたは人間だからな。節穴でも仕方がない」

「……やっぱり腹が立つ」

　したり顔でパイを食べる〈夜の王〉を睨みつける。

　不愉快な気分は長続きしなかった。自分の作ったものを美味しそうに食べてくれる人に対して怒り続けるのは難しい。

　フィンのようにがつがつむさぼるのではなく、彼はゆっくりと味わいながら食べている。何か考え込むように。何かを思い出そうとするように。

　その真剣な表情に、奇妙に胸が疼いた。

「……あ。よかったらクリームもつけてみて」

　思い出してクリームを食べかけのパイにふんわりと添えた。〈夜の王〉はクリームをぜんぶ載せて残りのパイを口に運んだ。多すぎたクリームが口からはみ出すのを見てミカエラは苦笑し、何気なく指先でぬぐい取った。

　その指を、〈夜の王〉がぺろりと舐める。

　背筋がぞくりとわななき、慌てて手を引っ込めようとすると手首を掴まれた。

「甘い」

「甘くないわよ」

　焦って言い返す。クリームには砂糖を入れなかったのだから甘いはずはない。

「ならば甘いのはそなたの皮膚か？」

　掴まれた手をぐいと引かれ、彼の膝に倒れ込むような格好になる。

〈夜の王〉は宵闇めいた紺碧の瞳で熱心にミカエラを見つめた。

　焦燥と切迫感に苛さいなまれているかのような、もどかしげなそのまなざしに心が不穏にざわめく。

　以前、こんなまなざしを向けられたことがある気がした。

　いつだったか、誰だったのか……。

　思い出せない。いいえ、思い出したくないのかも。

　ゆっくりと、〈夜の王〉の形の良い指先がミカエラの頬を撫で、唇をたどる。

　彼は愁うれわしげに眉をひそめた。

「そなたは甘いのか、それとも苦いのか。……まるでわからぬ」

「わたしは──」

　食べものじゃない。言い返そうとした唇に指先を押しつけて言葉を封じられる。

　自嘲と皮肉の入り交じる声音で〈夜の王〉は囁いた。

「甘いと思えば苦く、苦いと思えば甘い。……なにゆえ、かように私を翻弄する？」

「してないわ！　あなたの言うことはわけがわからない。わたしはただ、あなたが『味』を忘れているようだから、思い出させてあげたくて──」

　ふ……と彼は目を細めた。

「ならば、そなたを味わうことにしよう」

「だからわたしは──」

　強引に唇をふさがれて目を見開く。

　深淵が間近から見つめていた。

　クラクラと眩暈がして、果てしなく落下し続けるかのごとき浮遊感に襲われる。

　呼吸も忘れたように凍りつくミカエラの唇を、〈夜の王〉はゆっくりと舐めたどった。

　現実に引き戻してくれたのは、甘酸っぱいリンゴと香ばしいバターの香りだった。

　瞬きと同時に涙が流れ落ち、呪縛が解ける。

〈夜の王〉は不思議そうにミカエラの頬から涙をぬぐった。まるで涙というものを知らないかのように。

「何故泣くのだ」

「か……悲しいからよ」

「何が悲しい？」

「わからないわ……」

　混乱して乱暴に目許をぬぐおうとすると、手首をそっと掴まれた。

「泣くな。ここでは悲しみなど無用。忘れてしまうがよい」

　ふたたび唇をふさがれる。

　淡雪のように儚はかなく、それでいて火のように激しいくちづけに身をゆだねながら、ミカエラはぼんやりと思いを馳せた。

　悲しみを忘れれば、日々楽しく過ごせるのかしら……？

〈夜の王〉は悲しみを忘れ──同時に喜びや楽しみも失ったのではないか。

　唯一彼に残ったものは──。

「──これはなんだ？」

　あやすようにミカエラの身体を撫でていた〈夜の王〉が訝いぶかしげな声を上げ、ドレスをめくり上げる。

　慌てて身を起こしたミカエラは、彼の手に握られた短剣を見て青ざめた。

　鍛冶屋の青年、幼なじみのバートが護身用にと貸してくれた短剣だ。

　厨房で思い出し、どこに置いただろうかと必死に考えていたら急に手の中に現われた。しまうところがなかったので、やむなく靴下留めに挟んでおいたのだ。

「……私を油断させ、殺すつもりだったか」

「!?　違うわ！」

「では、本性を現した瞬間に切り取るつもりだったのだな。しおらしいことを言っておいて……それも企みのうちか」

「何を言ってるの!?　それは幼なじみから護身用に借りたものよ」

「そなたは守られている！　私が認めた『客人』を傷つけるものなど、この森にはひとりとしておらぬ……！」

　唐突な激昂に声も出ない。〈夜の王〉の冷艶な美貌が、ゆがんだ笑みで覆われた。

「……いや、そなたを責めるには当たらぬな。そなたは女狩人アルテミス、それを忘れた私が愚かだったのだ」

「ご……誤解よ！　あなたを傷つけるつもりなんて、わたしには」

「おまえは私が多くの物事を忘れていると言った。だが……忘れることなく残されたものもあるのだ。それが何かわかるか？」

　嵐に波立つ夜の湖面のごとき瞳で見据えられ、息が止まる。

　激しく轟く自らの鼓動が、すぐ耳元で聞こえた。

　唇が触れるか触れぬかの距離で、睦言むつごとのように甘く、処刑宣告のように冷たく、〈夜の王〉は囁いた。

「怒りだ」

「……っ」

「何もかも忘れた私のなかで、激烈な怒りのみが鮮明なままに荒れ狂っている。言ったであろう？　私は獣だと。私は憤怒で膨れ上がった、影の獣なのだ」

「あ、あなたは獣なんかじゃな……」

「獣さ。ほら、見るがいい」

　ククッ……と歯ぎしりするように〈夜の王〉は嗤った。

　秀麗な額を突き破り、螺旋状の筋のついた白い角が生えてくる様を、ミカエラは呆然と見つめた。赤い血がひとしずく、青ざめたミカエラの頬にぽとりと滴る。

　一角獣。

『私は獣だ』

　物憂げな〈夜の王〉の呟き。

　生け垣の迷路を走り回る一角獣。

　追っても追っても追いつかなくて。

　すぐ側を走っているのに、その姿は見えなくて。

　ただ蹄が大地を蹴る音と、苛立たしげな嘶いななきだけが、何かを訴えるように響いていた。

『嘘は嫌いだ』

　嘘なんかついてないわ。

『あなたは花嫁ですか？　それとも狩人ですか』

　キルヴィスの耳障りな嗤い声。

　最初に狩人と答えたことで、自分は間違えてしまったのだろうか。

　それからも間違い続けて……。

　だから一角獣は逃げるばかりで近づいては来なかった。

　そしてまた間違えた。彼に誤解を与えてしまった。

　バートから短剣を受け取ったのが、すでに間違いだったのかもしれない。

　いったいどこから始まったのだろう。この間違いは。

　従妹の身代わりとなることを承諾したときから？

　それともそのずっと前──溺れかけていたエルロンド王子を助けたときから？　

　傲慢で自分勝手な王子に腹を立て、彼の『謝礼』を撥ねつけたときから……？

　身体の中心に激痛が走る。

　鋭く尖った一角獣の角で、突き殺されるのだ。エルロンド王子と同じように。

　王子のことを、鼻持ちならない傲慢な男だと嫌っておきながら、自分だって外面がいいだけの、同じくらい高慢ちきで高飛車な、嫌な女であることに気付きもせず。

　従妹のカタリナが向けてきた敵意は、すべてミカエラが無意識に彼女を侮蔑していたことの裏返しだったのに。

　一方的な被害者を気取っていた報いを受け、自分は殺されるのだ。

　憤怒の化身である一角獣に串刺しにされて──。




　闇のなかに白い裸身が浮かんでいた。

　透きとおるような雪花石膏アラバスターのきめ細かな肌。

　かたちのよい顎から滴り落ちるのは汗？　それとも涙？

　彼が腰を打ちつけるたびに、ミカエラの中心に激痛が生じた。

　下腹部を突き破りそうなほど深く穿たれ、貫かれる。

　呪じゅ詛そのごとき彼の呟きが聞こえた。

「何故だ……何故なのだ……」

　繰り返し、繰り返し。

　歯ぎしりするような声音で、憤いきどおろしく呟き続ける。

　答えることができたらいいのに。

　本当の、正しい答えを。

　いいえ、わたしは知っていた。なのに反対の言葉を口にしてしまったの。

　傷ついた瞳で見返されて、怒りは倍増した。

　嘘をついたとわかっていたから。

　自分に対しても、彼に対しても。

　無意味な自尊心から拒絶したのだ。

　彼を。

　それ以上に、自分自身を。

　それからずっと囚われ続けている。

　怒りと……後悔とに。











第三章　悦楽境







　目覚めるとミカエラは寝台ベッドに横たわっていた。

　天蓋から垂れ下がる白い紗の帳とばりが微風にそよぐのを、横になったままぼんやり眺める。

　誰かに呼ばれた気がして物憂く身を起こすと、体中が鈍く軋んだ。

　とりわけ脚の付け根はずきずきと疼き、この身に加えられた無慈悲な蛮行と強奪の事実を突きつけられた。

　ふわりと帳が揺れ、透きとおった人影が寝台ベッドを覗き込んでいることに気付いた。

　驚く以上に、やっと腑に落ちる。この城に来てからずっと身の回りの世話をしてくれていた、目に見えない召使たち──。

　ぼんやりとでも彼らが見えるようになった理由は、考えたくはないけれど想像がついた。

　身繕いをしてゆったりとしたシュミーズドレスに着替える。

　露台バルコニーへ出ると、今日はやけに景色が地面に近かった。左右に階段があって庭と行き来できるようになっている。

　腰高の手すりに両手を載せ、幾何学模様を描く整形庭園を眺めた。正方形の低い柘植つげの生け垣のなかに白砂が敷かれ、天人花アラヤネスで作られた優美な渦巻き模様がくっきりと浮かび上がって見える。

　通路の左右に植えられた薔薇は黒い。

　ところどころに置かれた青銅の巨大な壺や、欠けすぎて元のかたちがよくわからない彫刻のまわりにも、黒薔薇が咲き乱れている。

　色鮮やかな狂い咲きの花々はどこへ行ったのだろう。今ここに咲いているのは黒薔薇だけだ。

　テーブルに着き、美しく盛りつけられた料理をじっと見つめると、視線に耐えかねたかのように揺らぎ、皿ごと消えてしまった。

　水差しからグラスに水を注ぎ、ゆっくりと飲み干す。

　真に滋養があるのはこの水だけ。あとは全部偽物だ。

（そういえば、昨日作ったパイはどうしたかしら……？）

　ふと思い出し、眉をひそめると忽然とパイが現われた。六等分されたうちのふた切れがなくなっている。

（これは本物……なのよね？）

　パイに手を伸ばすと蜜蜂の羽音のような甲高い声が聞こえた。

「ひとりじめなんてずるいー！」

「──フィン」

　ピクシーの少年が空中で腕組みをし、ぷっと頬をふくらませて睨んでいる。

　ミカエラは苦笑した。

「ひとりじめなんてしないわよ。食べたければどうぞ」

「やった！」

　皿に取り分けてやると、フィンは喜んでかじりついた。

　ミカエラもパイを一切れ皿に載せる。甘酸っぱいリンゴを口に運ぶと、〈夜の王〉と交わした遣り取りが思い浮かび、鈍い痛みが心に走った。

「違うのに……」

「何が？」

　怪訝そうなフィンの声に、我に返る。

「〈夜の王〉に短剣を見られて、誤解されたの。彼を傷つけるつもりなんてなかったのに」

「仕方ないよ、鉄の武器は〈夜の王〉の怒りをめちゃくちゃ掻き立てるんだ」

　もぐもぐ咀嚼しながらフィンはしたり顔で頷く。

「知らなかったわ……」

「〈夜の王〉ってさ。ふだんは半分眠ってるみたいにぼんやりしてるけど、何かのきっかけでいきなり激昂するんだ。鉄製の刃物とか、嘘とか」

　まさに、ミカエラはその禁を破ったわけだ。

「……誤解を解かなきゃ。彼に会うわ」

「あ、俺も行く」

　そわそわ立ち上がると急いでパイの残りを平らげ、フィンもついてきた。

「フィンは〈夜の王〉が怖くないの？」

「怖いけど、俺たちを食べたり脅かしたりしないもん。鴉から逃げるのに必死で探検する余裕なんてなかったから、お城をちゃんと見てみたい。ミカエラに名前をつけてもらったんで鴉に食べられる心配はなくなったけど、やっぱりひとりで出くわすのはやだな」

〈夜の王〉と会うことを念じながら歩いたが、どういうわけか今日はいつまでたっても彼の下へたどり着かない。

　途方に暮れていると無邪気にフィンが尋ねた。

「本当は、あんまり会いたくないんじゃない？」

「そ、そんなこと、は……」

　ぎくっとしつつ納得もした。

　そうかもしれない。

　記憶がはっきりしない部分も多いが、激昂した〈夜の王〉に純潔を散らされたのは確かだ。陰部には未だに鈍痛と違和感が残っている。

　心身ともに傷つけられたのに、何故だか怒りを感じなかった。

　まるでミカエラが感じるべき怒りをすべて彼が吸い取ってしまったかのように、自分でも驚くほど冷静だ。

「……会いたくないわけじゃないわ。確かに気まずいけど……会わなきゃいけない……と思う」

「会いたいのと、会わなきゃいけないと思うのは全然違うよ？」

「じゃあどうすればいいわけ!?」

　思わず怒鳴ったミカエラは、フィンが目を丸くするのを見てたちまち我に返った。

「……ごめんなさい」

「謝んなくていいよ。人間は俺たちと違って色々とややこしいんだろ？」

「わたしからすれば、あなたたちのほうがよっぽどややこしいわ」

「俺たちはやりたくないことはやらないってだけさ。人間は、やりたくないことでもやらなきゃって考えるからややこしくなる」

「そうね……。でも、会いたい気持ちが全然ないってわけじゃないのよ」

「じゃあ、その気持ちが育つまで待てば？」

　ミカエラは驚いてフィンを見た。

「ん？　俺、なんか変なこと言った？」

「ううん。いいこと言うなって思ったの」

「へへっ、そうだろ～」

　得意そうにフィンは鼻を擦る。

「じゃ、それまで一緒にお城を探検しましょうか。わたしもこのお城をちゃんと見てない気がするし」

　一角獣を追い求めてさんざん城中を駆け回ったが、それ以外のものは目に入らなかった。厨房だって、この前入り口を見つけるまで全然気付かなかったのだ。あの辺りを何度も行ったり来たりしたのに。

　ミカエラはフィンと一緒に城のなかを改めて見て回った。

　ほとんどはやはり空き部屋だったが、いわくありげなものがひとつふたつ置かれていることもあった。

　リュートやヴィオールといった楽器類。宝石箱のような綺麗な箱のなかに収められた小さな貝殻。古めかしい衣装をまとった人々の肖像画やタピスリー。

　誰かが忘れていったかのように窓辺に置かれた本。手に取りページをめくるたび、書かれた文字は儚い香気のように空中に漂い消えてしまう。

　こわくなって急いで本を閉じ、ふとミカエラは呟いた。

「このお城に図書室はないのかしら……。お城ならありそうなものだけど」

　ミカエラの生まれ育った屋敷には、父や祖父が集めた書物をぎっしり収めた図書室がある。ミカエラも弟のアーリンも、本を読むのは大好きだ。

　難しくて理解が及ばないものや、知らない外国語で書かれた本も多いけれど、美しい装飾や挿絵を眺めるだけでもわくわくする。

　かつては豪華な装丁の本もたくさんあったが、それらは父の死後、叔父が自宅の書斎の飾りとしてほとんど持っていってしまった。

　図書室を意識しながら歩いていると、今まで気付かなかった扉を見つけた。

　そっと扉を開け、ミカエラは唖然とした。

　そこは巨大な塔の一番下で、塔の内壁はすべて書架だったのだ。

　首が痛くなるくらい頭を反らしても天井が見えない。

　壁には階段が取り付けられ、ところどころ踊り場のように露台バルコニー状に張り出した部分がある。等間隔で並んでいる明かり取りの窓以外は全部書棚だ。

　ミカエラは一階部分の棚から適当に一冊抜いて開いてみた。

　先ほどの本と同じようにページから文字がはがれ、漂い出したので慌てて閉じる。

　消えなかったと思うけど、変な場所に貼りついてしまったかも……。

「もしかして、ここの本はみんなこう……なの？」

　冷や汗をかきながら呟くと、どこからか答える声があった。

「生きていますから」

　ひゃっとフィンが悲鳴を上げ、ミカエラの背中に隠れる。

　コツ、コツ、と奥からゆっくりと誰かが歩いてくる。

　一階部分には窓がなく、窓からの明かりも届かないので薄暗い。

　思わず身構えていると、ゆらりと人影が現われた。

　片方の手に燭台を持ち、もう一方の手には小型だが厚みのある本を持っている。

　ゆったりとした白いローブを身にまとった、男性とも女性ともつかぬ人物だ。

　長い髪は真っ白だが、口許にしわはない。目許には幅広の布を巻きつけている。白いその布には大きな目がひとつ描かれていた。

　けっして瞬きしない一つ目が、ミカエラを見つめる。

「ど……どなた……？」

「私はラドゥエリ。ここの司書です」

　目隠しで顔半分が見えず、うっすら赤い唇は女性のようだが、声には男性的な響きが感じられた。低めの女性の声にも、高めの男性の声にも聞こえる。ローブで首が隠れているので喉仏の有無で判断もできない。

　どちらであろうと問題ではない、と思い切ることにしてミカエラは尋ねた。

「生きているってどういう意味ですか？　ここの本は、どうやって読むんですか？」

「読めません」

　明快すぎる答えに面食らって目をぱちくりさせる。

「読めないなら、どうやって中身を知ればいいの？」

「私は知っています」

　淡々とした答えに頭を抱えたくなる。

　この司書もまた、確かにこの城の住人だ……。

　しかしラドゥエリは他の住人よりはずっと親切だった。

「知りたいことがあるなら私がお教えしましょう。あなたは何か知りたいことがあるからここへたどり着いたのでは？」

「……〈夜の王〉と一角獣のことを」

　ためらいつつ尋ねると、司書はうっすら微笑した。

「〈夜の王〉は一角獣の影です。同時に一角獣は〈夜の王〉の影なのです」

「どちらも影だなんてありえないわ。どちらかは実体のはずよ」

「〈夜の王〉が影であれば実体は一角獣。一角獣が影であれば実体は〈夜の王〉。つねにどちらかがどちらかの影となり、入れ代わり、相そう剋こくする。あなたはすでにそれをわかっているはず」

　ミカエラは息を呑み、睨むように司書を見つめた。

「……夢を見たのだと思ってた」

「夢を見ているのは彼。あなたは彼の夢に見られているのです」

「どうすれば彼は夢から覚めるの？　夢から覚めたら彼はどうなるの？」

「目覚めさせたいなら、彼の影である一角獣から角を奪いなさい。そうすれば彼は夢から覚め、夢に見たあなたを忘れるでしょう」

　絶句するミカエラに、ラドゥエリは謎めいた笑みを浮かべた。

「何故迷うのです？　あなたは一角獣の角を取りに来たのでは？」

「そうだけど……。角を取られたら一角獣は死んでしまうと聞いて……」

「一角獣の角は、他の生き物にとっての心臓のようなもの。……もっとも、今のあなたに一角獣を殺せるとは思えませんが」

「何故？」

「一角獣を殺せる機会はただ一度。自ら角を差し出す、そのときだけです。今のあなたに果たして彼は膝を折り、角を差し出すでしょうか？」

「そんなことしてほしくないわ」

　言い返し、それが自分の本音だと気付いてミカエラは愕然とした。

　もしかしてわたしは、そうならないように無意識に彼を怒らせようとしていた……？

　黙り込んだミカエラを、司書の目隠しに描かれた一つ目がじっと見つめる。

「……どちらかを選ぶしかありません」

　囁いて踵きびすを返し、ラドゥエリは静かに去って行った。







　ミカエラはテラスの階段に座り込んで庭を眺めていた。

　フィンはひとりで城内の探検を続けている。

　キルヴィスのことはまだ怖いが、ミカエラに名前をつけてもらって食べられる心配がなくなると、元来旺盛な好奇心を抑えられなくなったらしい。

　梢のざわめきが、かすかに遠く森から伝わってきた。

　黒薔薇が音もなく微風に揺れ、薫香を漂わせる。甘く清せい冽れつで、どこか寂しいその香り──。孤独感を掻き立てられ、ふいに泣きたいような気持ちが込み上げて、ぎゅっと膝を抱え込む。

　睨むように広大な庭を眺めているうちに、ふと気付いた。

「……この庭、文字が書かれてるみたいだわ」

「呪文さ」

　思慮深げな低声がすぐ隣で上がる。

　巨大な灰色狼のザイフリートが、ミカエラと並んで階段に座り込んでいた。

　ミカエラはホッと溜息をついた。

「びっくりした……。いつからそこにいたの？」

「ずっといた」

　よどみない答えに肩をすくめる。

「呪文って何？」

「城をつなぎ止める呪文だ。庭が荒れ、呪文が不明瞭になれば城も奇怪しくなる」

「今でも充分奇怪しいと思うけど？」

　魔狼はだらりと赤い舌を垂らした。笑ったらしい。

「望む場所へ行けるうちは大丈夫さ」

「わたし、行けないんだけど」

「ほう？」

「〈夜の王〉を探してるのに、全然たどり着かないの。フィンは、わたしが本当は会いたくないのに会わなきゃいけないと思ってるせいだ、って言うけど……」

「フィン？」

「あ、ピクシーの男の子よ。頼まれて名前をつけてあげたの」

「ああ、羽虫か。生き残りがいたのだな。全部キルヴィスに喰われたと思っていた」

「虫じゃないわ、妖精よ。仲間はみんな食べられちゃったみたい。可哀相……」

「妖精は毎日たくさん生まれる。そのほとんどが一日で死ぬ」

「だから虫だと？」

「一日生き延びるたびに少しずつ魔力が増していく。長く生きた妖精ほど力が強い。長生きできる妖精は数少ないが」

「名前をつけたから、キルヴィスに食べられちゃうことはないのよね？　あなたにも？」

　ザイフリートは舌を引っ込め、ニヤリとした。

「私が食うなら奴が力をつけてからだな。魔力の少ない羽虫のうちに喰ったところで腹の足しにもならん。キルヴィスは単なる悪食あくじきだ」

　フィンもキルヴィスのことを『イカモノ喰い』だと言っていた。

「会えないのは、いないからだ」

「えっ？」

「〈夜の王〉だ。今は城にいない。だから会えない。それだけのこと」

「……そうなの？」

　急に力が抜け、ほうけたようにミカエラは呟いた。

「森へ行けば会えるぞ？　さっき、一角獣の姿で遮二無二駆け回っているのを見かけた」

　ミカエラはまじまじと魔狼を見つめた。

「……もしかして、いくら森を歩き回っても一角獣が見つからなかったのは、彼が〈夜の王〉の姿でお城にいたから？」

「そういうことだな」

「早く教えてよ！」

「訊かれなかった」

　けろりと返され、ミカエラはがっくりと膝に顔を伏せた。

「骨折り損のなんとか……だったわけね」

「そのうち気付くと思っていたんだが。庭で一角獣を見かけただろう？　生け垣の迷路で」

「そういえば……追いかけて行ったら〈夜の王〉に出会ったんだわ。黒薔薇の庭園の、四阿で──」

「庭ならどちらの姿にもなれる。城では人の姿、森では獣の姿のみだ」

『やっと見つけたか』

　大儀そうに長椅子に身を横たえながら〈夜の王〉が発した言葉の意味を、ようやくミカエラは理解した。

　どうして彼ががっかりしたように見えたのかも。

『そなたの目は節穴か？』

　確かにそう言われても仕方ないけれど。

　わかるわけないじゃない！　と憤慨していると、ザイフリートがふと頭をもたげて呟いた。

「戻ってきた」

　ミカエラは立ち上がり、どこまでもまっすぐに伸びる庭園の彼方を見つめた。

　低灌木を刈り込んで作られた呪文が並ぶ、魔法の庭。

　外側から見ればただ芝草が城の周囲に広がっているだけなのに、内側から見ると見事な整形庭園になっている。

　灌木や庭木、黒薔薇を使って描かれ、織り上げられた呪文のタピスリー……。

　かすかな蹄の音が聞こえたかと思うと、漂う靄を突き破って白い獣が現われた。

　疾走するその姿はどんな駿しゅん馬めよりも優美で軽やかだ。

　白銀のたてがみをなびかせ、突撃する騎士が長槍を構えるように、鋭い角をひたりと前方へ向けている。

　馬とは異なり、すらりとした四肢の後ろ側にも長い遊び毛がある。黒曜石のごとき蹄にも白銀の距きょ毛もうがふさふさとかぶさっている。

　それらが誇らしげにたなびく様は、さながら炎が揺れ踊るかのよう。

　いや、一角獣そのものが白い炎の化身のようだ。

　疾駆する勢いのまま一角獣が跳躍し、鋭い角でミカエラの心臓をやすやすと貫く──。

　ハッと目を瞬くと、幻覚とは逆に一角獣は足取りをゆるめていた。

　速度が落ちるにつれて姿が変わってゆき……たちまち一角獣は上背のある銀髪の青年に変わっていた。

　ミカエラは悲鳴を上げ、くるりと背を向けた。

　彼は一糸まとわぬ裸体だったのだ。

「……触れてもおらぬのに、何故悲鳴を上げる？」

　憮然とした〈夜の王〉の声が、テラスのすぐ下で聞こえた。呆れたようにザイフリートが応じる。

「素っ裸だからだろう」

「さっきから裸だったが？」

「裸でいたいなら獣に戻れ」

　フン、と鼻息が聞こえたかと思うと、いきなりすぐ側で声がした。

「おい」

　顔を覆ったままブンブン首を振れば、焦れたように肩を掴んで揺さぶられる。

「安心しろ、服を着てやった」

　偉そうに言われて指の隙間からおそるおそる窺うと、銀糸の刺繍が施された豪華な黒いチュニックをまとった〈夜の王〉が不機嫌そうな顔で立っていた。

「走り回ったら腹が減った。『リンゴのパイ』とやらは、もうないのか？」

「えっ？　えぇと……」

　残りが四切れで、朝にミカエラとフィンが一切れずつ食べたから……二切れ残っているはず。あのあとフィンが食べてしまわなければ、だけど。

　両掌を上向けて懸命に念じると、パイの載った皿が現われた。危うく取り落としそうになったのをどうにか受け止めホッと息をつく。パイは二切れちゃんとあった。

　何もなかったはずのテラスに、いつのまにかテーブルと椅子が出現していた。テーブルの上には銀のティーセットまで並んでいる。

「二切れだけか」

「また作るわ。わたしは今朝食べたから、ふたりでどうぞ」

　ミカエラはポットから紅茶を注いだ。湯気と芳香がふわりと立ち上る。

　ザイフリートは〈夜の王〉が差し出したパイをぺろりとたいらげて舌なめずりした。

「リンゴの菓子だな。うん、美味い」

「本物だぞ。キルヴィスの幻覚とは違う」

　妙に誇らしげに〈夜の王〉に言われ、なんだかこそばゆい。

「馳走になった」

　ザイフリートは会釈するように尻尾を一振りし、悠然とした足取りでテラスを出ていった。

　ふたりきりになったとたん、気まずさが頭をもたげる。

　ミカエラは黙って紅茶を飲んだ。

「詫びる気は、ない」

　いきなり昂然と宣言され、ミカエラは目を瞬いた。

「……そう、でしょうね」

　呟いて紅茶を一口飲むと、今度は〈夜の王〉が驚いたように眉を上げた。

「わめかないのか？　女は気に入らないことがあると泣きわめくものだ」

「そういう人もいるでしょうけど……すべての女性がそうとも限らないわ。というか、変なことを覚えているのね」

「おまえは違う、と？」

「わたしだって時と場合によっては泣きわめくこともあると思う。ただ、今はそういう気分じゃないみたい」

「ではどういう気分なのだ？」

「よく……わからないわ。ショックが大きすぎて放心状態なのかも。正気に戻ったらあなたを引っぱたく……いいえ、刺すかもしれないわね。あなたの大嫌いな鉄の短剣で」

〈夜の王〉は紺碧の瞳をかすかに瞠り、憮然としたような感心したような顔つきでしげしげとミカエラを眺めた。

「変わった女だ」

「変わり者だと昔からよく言われてた」

「だろうな」

　肩をすくめ、〈夜の王〉はティーカップを口許へ運ぶ。

　しげしげとその横顔を観察していると、わずらわしそうに彼は眉をひそめた。

「何をじろじろ見ている」

「あなたの銀色の長い睫毛、素敵だと思って」

〈夜の王〉は目を丸くし、飲んでいた紅茶に噎むせそうになった。

　驚かせてやったことに、ちょっとした満足を覚える。

　口許をぬぐい、〈夜の王〉は呆れたように呟いた。

「睫毛を褒められたのは初めてだぞ……」

「覚えていないだけなんじゃない？」

「いや、絶対確実に初めてだ」

　厳かに〈夜の王〉は断言する。

「形見にその睫毛を二、三本もらうことにする」

「角ではなく？」

「角は王様に渡すの」

「……ともかく私を殺す決心はついたか」

「今のわたしには無理だって言われた。目隠しをした司書に」

〈夜の王〉はゆっくりと瞬きをした。

「そういえば司書がいたな。もうずいぶん会っていない。名は……思い出せないな。なかったかも」

「あるわ。ラドゥエリよ」

「ラドゥエリ」

　咀嚼するように呟いて、〈夜の王〉は頷いた。

「話をしたことがあるような気がする。ずっと前に。いつからか……会わなくなった。何故だろう」

「忘れたからよ。ラドゥエリは図書室から出てこないのでしょう？　キルヴィスやザイフリートのようには、あなたに会いに来ない。だから忘れてしまったの」

「そうか。そうかもしれないな」

「ラドゥエリは言っていたわ。あなたが自分から角を──あなたの命を──差し出さない限り、わたしにはけっしてあなたを殺せない、と」

　ミカエラは〈夜の王〉の底知れぬ瞳を臆せず見つめた。

　こちらを見返す深淵を、さらに凝視するかのように。

「わたしに殺される気が、あなたにある？」

〈夜の王〉の口許がかすかにゆがむ。

「……ないな。今のところは」

　彼は興味を惹かれた様子で熱心にミカエラを眺めた。

「おもしろい。女狩人アルテミス、おまえとひとつ勝負をしよう。先に夢中になったほうが負けだ。私がおまえに殺されてもいいと思うほど夢中になればおまえの勝ち。角を切り取り、好きなだけ睫毛を毟むしって外界へ戻るがいい」

　ミカエラは顔をしかめた。

「毟るは言い過ぎだけど……。わたしが負けた場合はどうなるの？」

「記憶も姿形も失い、城をさまよい漂うだけの空気の精シルフになる。森に迷い込んだ人間のほとんどがたどる末路だ。私やキルヴィスに使役され、城の魔法を維持するために黙々と働き続ける」

「それじゃ、目に見えない召使たちは、元は人間なの？」

「そうだ」

「妖精の一種かと思ってた……」

「妖精は気まぐれだし、すぐ気が散るから召使には向かない。おまえが名付けた羽虫も、あてにはならんぞ」

「フィンを召使にする気はないわ。……どうしてフィンのこと知ってるの？」

「おまえのせいで喰えなくなったとキルヴィスがぶつくさ言っていた。無力な小妖精を捕まえて喰うのが奴の楽しみだからな」

〈夜の王〉は空中で軽く手を振り、現われた抜き身の短剣を無造作にミカエラに差し出した。

　バートにもらった短剣だ。

「私がその気になったらこれで角を切り取るがいい。さいわいにもこの短剣はまだ一度も命を奪ったことがない。力を入れずとも楽にすっぱり切り取れるはずだ」

「使ったことのあるものではダメなの？」

「角に宿る霊力が損なわれる。──手を出せ」

「えっ……」

「おまえは右利きだな。だったら左手だ」

　ためらいながら左手を差し出すと、〈夜の王〉は人指し指の爪で何か描き始めた。

　痛くはないが、爪が皮膚を滑ると血がにじみ、魔法円のような図柄が描き出される。

「鞘は私の怒りに触れたとたん燃え尽きてしまった。代わりにおまえの左手を鞘にしよう。必要になったらいつでも取り出せるように。──この星の真ん中に、短剣の切っ先を当てろ」

　掌のちょうど真ん中のくぼみに、六角の星型が描かれている。

　おそるおそる短剣の切っ先を当てると、〈夜の王〉はいきなりミカエラの右手を押した。

「ひっ!?」

　血が噴き出すかと思いきや、痛みもなくズブズブと短剣が沈んでいく。

　反対側に突き抜けることもなく、短剣は柄頭まで完全に掌に埋まった。

　ミカエラはぽかんと掌を眺めた。

　魔法円の血の色も消え、傷痕のような白っぽい筋が光の加減でかろうじて見えるだけだ。

「……どうやって取り出すの？」

「左手を鞘だと思って、引き抜けばいい」

　言われたとおりにやってみると、なんの抵抗も痛みもなく掌から短剣が現われた。

　何度か試し、ようやく納得した。少し気持ちは悪いが……。

「言っておくが、私の寝首を掻こうとしても無駄だぞ」

「そんなことしません」

　きっぱり返すと〈夜の王〉は紺碧の瞳を細め、皮肉っぽい微笑を浮かべた。

「では勝負を始めようか。手始めに私を誘惑してみるがいい」

「ゆ、誘惑？」

「私をその気にさせない限り、おまえに勝ち目はないぞ。魂の脱け殻みたいな精霊になってキルヴィスにこき使われたいか？」

　ごめんだわ、と肩をすくめる。

「そんなこと言われても……誘惑なんてしたことないもの。どうすればいいのかわからない」

「やれやれ。そんなことまで私が教えてやらねばならないのか？　──ここへ来い」

〈夜の王〉が自らの膝を叩く。

　ミカエラは立ち上がり、彼の側へ歩み寄った。

「何を突っ立っている？　座れと言ったんだ」

「膝に？」

「そうだ。こちらを向いて跨またがれ」

　目を丸くしていると、〈夜の王〉は業を煮やしたように舌打ちした。

　手首を掴んでぐいと引かれ、尻もちをつくような格好で膝に座る。シュミーズドレスの裾を割って足を開かされ、無理やり膝を跨がされてしまう。

　反射的に抗うミカエラを抱きしめて、ククッと〈夜の王〉は笑った。

「いい格好だな、女狩人アルテミス」

「は、放して！」

「よいのか？　私を屈服させ、おまえのためなら死んでもかまわぬと言わせたくはないのか。そうすればおまえは王命を果たし、同時に復讐を遂げられる。おまえの純潔を無残に踏み散らした悪獣を殺すことができるのだぞ？」

「……っ」

　ミカエラは息を呑み、唇の裏をきつく噛んだ。

　復讐。

　自分はそれを望んでいるのだろうか。

　恨む気持ちが全然ないとは言わない。自分は聖者ではなく、ただの村娘だ。父がちょっとした知識人だったというだけで、自分まで出来がいいように錯覚していた愚かな娘。

　驕慢な王子を見下しながら、自分こそ孤高を気取って無意味な矜持にすがりついていることに気付きもせず。

　真に腹立たしかったのは、あんな男に一瞬でも惹かれてしまった自分だったのに──。

「……あなたは本当に生きては森を出られないの？」

「なんだ、いきなり？　──ああ、そうだ。一角獣は森から出れば百歩と歩かぬうちに死ぬ。生け捕りにして見せ物にするのは無理──」

〈夜の王〉に唇を押しつけ、皮肉な言葉を封じる。

　息苦しさに耐えかねて唇を離すと、〈夜の王〉はぜいぜい喘ぐミカエラを呆れたように、憐れむように見つめた。

「私を誘惑する前に、まずはこの身体に快楽を教え込まなくてはならぬようだ」

　手の甲で唇をぐいとぬぐい、ミカエラは生理的な涙で濡れ血走った目で〈夜の王〉を睨みつけた。

「色気も皆無か……。そんなありさまで、どうやって私を手なずけるつもりだ？　菓子で絆ほだすか」

「リンゴよりもわたしの唇のほうが甘いのではなかった？」

　噛みつくように言い返すと、〈夜の王〉はくすりと笑ってミカエラの唇を指でなぞった。

「そうだな。憎まれ口を叩かなければ、蜜より甘い」

　唇がそっと重なる。

　悔しくて涙が流れた。今になって、踏みにじられた怒りと悲しみが込み上げる。

　濡れた睫毛を吸いながら、〈夜の王〉は囁いた。

「詫びるつもりはないが、少しは優しくしてやろう」

　傲慢な物言いに、ふいにエルロンド王子が思い浮かぶ。

　指の長い、きれいな手を差し出して、高慢そうに言い放った王子──。

『命を救ってもらった礼に、城へ連れていってやろう。ドレスでも宝石でも好きなだけ与えてやる。おまえは生涯私の側にいるのだ』

　誰が！　と反発した。

　怒りを抑え、ひとつだけ願いを叶えてほしいと頼むと王子は喜んで承諾した。

『わたしのことは放っておいてください』

　決然と言い放てば、殴られたかのように王子は呆然として、端整な顔を怒りで紅潮させ……。やがて打ちのめされた風情で出ていった。

　それから数か月。王子は〈禁断の森〉へ狩りに出かけ、一角獣の角で胸を突き刺された。

　以来、ずっと眠ったまま──。

「──どうした？　女狩人アルテミス。眠れる王子が恋しいか」

　皮肉な笑みを浮かべた〈夜の王〉を睨みつける。

「恋しくなんてないわ！　嫌いだもの。あなたも嫌い。王子に似てるから。どうして似てるの？　腹が立つ！」

「やっと本音が出たな。似ているとしたら、原因は王子の血だろう。角で王子を刺したとき、その血が我が身に入り込んだのだ」

〈夜の王〉は目を細め、ミカエラの頬を撫でた。

「嫌いな王子のために、命と魂を賭けるのか？」

「守りたいものがあるからよ」

「それはなんだ？」

「弟と、父の残した屋敷」

「そのためには死んでもいいのか」

「死ぬつもりはないわ。わたしは生きて、この森を出る」

　きっぱり言うと、〈夜の王〉は小さく笑った。

「……ならば私を籠ろう絡らくするしかないな」

　囁いて唇をふさがれる。

　ミカエラは震える指先を握り込み、今すぐ逃げ出したい衝動を必死にこらえた。

「口を開けろ」

　甘やかすような口調で命じられ、こわばる顎をどうにかゆるめる。

　褒めるように頬を撫でられると同時に、熱い舌がぬるりと入り込んだ。

「んッ」

　ますます固く指先を握り込んで蹂じゅう躙りんに耐えた。〈夜の王〉はそんなミカエラをなだめるようにこわばる背中や血の気を失った頬を撫でながら、何度も唇をついばんだ。

　あやすようなくちづけを繰り返されるうち、少しずつミカエラの身体から緊張が抜けていった。

　シュミーズドレスの裾から入り込んだ手に腿を撫でられ、ぞくっと戦慄わななきが背筋を駆け抜ける。息遣いが次第に荒くなり、艶をおびてゆく。

　やわらかな下生えを掻き分けて、指先が花芽に触れた。

　軽く引っかくように転がされ、ツキツキと刺すような疼痛に秘処を苛まれてじっとしていられなくなる。

　ぎこちなく腰を動かすと、褒めるように〈夜の王〉が唇を舐めた。

「そうだ。そうやって快楽を探り、感じ取れ。深く……もっと深く……」

　囁いて耳朶を食まれる。

　指先で転がされるうちに花芽はぷっくりと膨らみ、それにつれて快感も尖鋭になってゆく。

「は……」

　熱い吐息を洩らすと、濡れた唇を舐め吸っていた〈夜の王〉が目を細めた。

　ふたたび熱い舌が侵入し、口こう腔こうをなぶり始める。

　ぴちゃぴちゃと淫らな水音が聞こえ、ミカエラの頬は否応なく火照ってしまう。

　秘処を弄いじりながら、〈夜の王〉はもう片方の手で尻臀しりたぶを執拗に撫で回した。

　同時に花芯をキュッと摘まれ、快感が背筋を駆け上がる。

「ん……ッ」

　下腹部が疼き、ミカエラは汗ばんだ額を彼の鎖骨に押しつけるようにして喘いだ。

　クチュ……と指先が蜜口に滑り込む。

　そのままずぷずぷと奥処おくまで挿入されてしまい、ミカエラは身体をこわばらせた。

　火照った身体を冷や汗が伝う。

「狭いな」

〈夜の王〉は呟き、ゆっくりと指を前後させた。

　濡れた襞ひだをぬるぬると擦られるたび、痛みを伴いながらも内奥がひどく疼く。いつしかミカエラは彼にすがりつき、抽挿に合わせてぎこちなく腰を振っていた。

　忍び笑った〈夜の王〉が耳殻の溝を舌先でたどり、軽く歯をたてる。ぴりっとした痛みとぞくぞくする快感が同時に走り、ミカエラは頼りなげな悲鳴を上げて背筋をしならせた。

　その隙に、二本目の指が隘あい路ろに滑り込む。

　息を詰めたとたん無慈悲な抽挿が始まり、反射的に彼にしがみついた。

「あッ、あッ、あン、んんッ……！」

　じゅぷじゅぷと蜜を捏ねるように濡れ襞を擦られ、快楽と苦痛の涙が昏くらい月色の瞳に薄い膜を張る。

　下腹部がきゅうきゅう疼き、深く挿入された指をきつく締めつけながらミカエラは達した。

「ふ……ぅ……」

　痙けい攣れんする花筒をさらに深々と抉えぐるように、ぐっと指が押し込まれる。

　収まりかけた絶頂感がふたたび噴き上がり、ミカエラはきつく奥歯を噛みしめて胎たい内ないで暴れ回る快楽に耐えた。

　それでも身体がビクビクと跳ねてしまうのは抑えきれない。

　恍こう惚こつに翻弄されるミカエラをおもしろがるかのように、〈夜の王〉は残酷にも幾度となく指を突き入れた。

　そのたびに理性が崩され、壊されてゆく。

　たまらずに嬌声を上げて悶もだえると、ようやく彼は指の動きを止めた。

　がくりと反らされたミカエラの顎にねっとりと舌を這わせながら〈夜の王〉は囁いた。

「……おまえの初花ういばなを酷むごく散らしたことを詫びはせぬ。その代わり……此度こたびはとことん快楽を極めさせてやろう」

　蜜まみれの指が、ずるりと引き抜かれる。

　未だヒクヒクと戦慄く粘膜を固い関節で擦られると、それだけでまた達してしまいそうになり、唾液で濡れた唇を噛みしめる。

　じんわりと痺れた秘処が、つかのま空虚になる。

　次の瞬間。怒張しきった雄茎がずぷりと押し入り、ミカエラはヒッと喉を鳴らしてのけぞった。

　剥き出しになった白い喉元を、熱い舌がねろねろと丹念になぶる。

　みっしりとした太棹に隙間なく隘路を埋めつくされ、ミカエラは力なく喘いだ。

　息苦しくてたまらないのに呼吸がうまくできない。

　窒息しそうな恐怖に囚われると頬を軽く叩かれた。

「おい。息を止めてどうする」

　言われて初めて自分が呼吸を忘れていたことに気付く。

　急に喉に空気が入って噎せるミカエラの背を、〈夜の王〉は溜め息まじりにさすった。

「仕様のない奴だ」

　呆れたように言われ、悔し涙を浮かべながら肩にもたれて喘ぐ。

　できることなら彼を突き放して逃げ出したい。膝を跨がされ、剛直で深々と貫かれた体勢では身動きすらままならなかった。

　ぎゅっと唇を引き結ぶと、苦笑した〈夜の王〉が機嫌を取るかのように頬にくちづけた。

「力んだところで私を悦よろこばせるだけだぞ？　不慣れな花陰ほとの締めつけも……悪くない」

　くっくと喉を鳴らされ、赤くなって睨みつける。

〈夜の王〉はフッと笑ってミカエラの腰を掴み、深々と挿入した肉棒をずんっと突き上げた。

「……ッく」

　下腹部に痺れるような快感が走り、顔をゆがめる。

　初めてのときは痛みしか感じなかったのに、今は名残の疼痛に加え、ぞくぞくするような心地よさがある。

　屈辱的な交接を強いられながら快感を得てしまうことを、ミカエラは受け入れられなかった。わがままな子どもみたいに自尊感情が地団駄を踏み、泣きわめいている。

　頑なに身をこわばらせるミカエラを抱え直し、より深く男根を銜え込ませると、〈夜の王〉はぴったりと結合した腰をゆったりと押し回し始めた。

　勢いよく突き上げられるのとは違って、ずぅんと下腹部に重い愉悦が響く。

　根元まで屹きつ立りつを挿入されているので、密着した花芯が押しつぶされ、ぐりぐりと刺激されて絶え間なく快感を生み出し続けていた。

　気がつけばミカエラは熱っぽい吐息を洩らしながら淫らに腰を揺すっていた。
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　増大する一方の心地よさに頭がぼうっとなり、くちづけにも自ら進んで応えてしまう。

「んッ……んぅ、ふ……」

　ちゅくちゅくと舌を鳴らしながら吸われ、快楽と屈辱の涙が入り交じってこぼれる。

〈夜の王〉はがっしりした大きな掌でなだめるようにミカエラの背を撫で、涙を舐めとった唇でくちづけを繰り返した。

　うぶな花筒も次第に柔軟さを増し、今や凶猛な楔くさびをぴったりと包み込んで淫いん靡びに蠕ぜん動どうしている。心地よさそうに溜め息をつき、〈夜の王〉はミカエラの腰を掴んで持ち上げるとずくずく腰を打ちつけた。

　先端が奥処に当たるたび、快感が弾け、視界に火花が散る。

　こらえきれずミカエラは彼にしがみつき、嬌声を上げて悶えた。

　耳元で聞こえる彼の吐息が急速に熱っぽさと艶をおびてゆくことに昂こう奮ふんを覚える。

　ただ一方的に辱はずかしめられているのではない。そんなふうに思えて……。

　隘路を前後するたびに彼の肉杭はますます怒張し、固さと太さを増す。

　揺さぶられ、ミカエラの身体はがくがくと頼りなく揺れた。

〈夜の王〉が苦しげに歯噛みすると、なめらかな額がわずかに盛り上がった。それに気付き、ミカエラは揺さぶられながら指先を伸ばそうとしたが、触れる前に胎内で欲望が弾けた。

　熱い迸ほとばしりを媚壁に叩きつけられ、ミカエラもまた絶頂へと駆け上がる。

　ひくひくと蜜襞がわななき、断続的に精を放ち続ける肉棹を絞るように締めつけた。

　情欲を注ぎ終えると、〈夜の王〉は満足げな吐息を洩らして淫茎を引き抜いた。

　虚ろになった蜜孔から、かすかに紅色がかった愛液と白濁とが混じり合ってとろとろと滴る。

　放心するミカエラを抱きかかえ、〈夜の王〉は囁いた。

「悪くなかったぞ」

　どうやら彼を満足させられたようだ。安堵しつつもミカエラの心は肉体の快楽についていけず、迷い子のようにとまどっていた。







　その日からミカエラは〈夜の王〉に抱かれ続けた。

　時も場所も選ばず、彼がその気になればいつでも、どこでも、だ。

　しかも、思い出すだけで羞しゅう恥ちで死にたくなるような格好を強いられる。

　まるでミカエラがどこまで屈辱に耐えられるかを観察するかのように、彼の紺碧の瞳は冷たく醒めていた。

　室内で抱かれたのは最初だけ。二回目以降はテラスや庭、露台バルコニーなど外でばかりだ。

　一番多いのは生け垣の迷路の中心にある黒薔薇の園だった。優雅な四阿の長椅子の上で、さまざまな体位で貫かれては揺さぶられ、絶頂を強いられる。

　四つん這いの姿勢で獣のように交合することもしばしばだった。

　怒張した雄芯を後ろから深々と挿入され、激しく腰を打ちつけられると、最初は屈辱に噛みしめていた唇はたちまち唾液で濡れ、淫らな打擲ちょうちゃく音に合わせるように熱い吐息をこぼし始める。

　エラが張った極太の淫いん楔けつで蕩とろけた蜜襞を引っかけるように掻き回されれば、あまりの快感に頭がおかしくなりそうだった。

　他の男の持ちものなど知らないけれど、こんな凶器じみたものをふつうの人間が持っているとはとても思えない。

　初めの数回は挿入時に痛みを伴ったものの、何度も達イかされて快感を教え込まれ、今やミカエラの柔やわ襞ひだは剛直の先端を押しつけられただけで浅ましくも淫らな蠢しゅん動どうを始めるようになった。

　長大な刀身をぴったりと花鞘に収めると、なんとも言えない満足感と充足感を覚えてしまう。

　痺れるような快感が全身に走り、ミカエラは熱い溜め息をつきながら雄茎を締めつけた。

　背後で〈夜の王〉が心地よさげに吐息を洩らす。

「……いいぞ。なかなか悦よい」

〈夜の王〉はミカエラの腰を掴み、ゆっくりと太棹を前後させた。

　抜かれるときの切なさと、押し入ってくるときの充じゅう溢いつ感に、自然と腰が揺れてしまう。

「あ……はぁ……ん」

　くなくなと腰を揺らすミカエラの背をさすった彼の手が、前に回って乳房を掴む。

　緩急をつけて揉みしだかれ、尖った先端を指先できゅっと摘まれてぞくりと走った快感に、ミカエラは顎を反らした。

「乳首もずいぶん感じるようになったな」

　揶揄するように囁かれ、赤くなる。

　最初はこそばゆいような違和感しかなかったのに、今は指先でくりくりと紙縒こよられたり、強めに引っ張られたりするだけで先端から快感が弾け、触れられずとも蜜口からとろとろと媚汁が滴り始めてしまう。

　乳房を捏ね回しながら、〈夜の王〉は猛々しい肉棒をずぷずぷと突き入れた。

「ぁふっ、んっ、あン……。ふ、深ぃ……ッ」

「奥処を突かれるのが好きなのであろう？」

「ち、ちが……」

「違うのか」

　くすりと笑い、彼は無造作に雄茎を引きずり出した。

「ぁっ、いや……！」

　反射的にぎゅっと締めつけてしまう。

　忍び笑った〈夜の王〉が、真っ赤になってうつむくミカエラの頬を甘やかすように撫でた。

「素直な女は好ましいが退屈だ。多少意地っ張りなくらいがいい。そう……おまえのように。身体はすっかり快楽を受け入れているのに、強情を張って認めようとしない。そういう女には征服欲を掻き立てられる」

　甘く残酷な囁きとともに、ずんっと勢いよく蜜壺を穿たれた。

「ひッ……！」

　視界に火花が散る。

　くくっと嗤った〈夜の王〉が猛然と抽挿を始め、ミカエラはあられもない悦よがり声を上げて身を捩った。

　焦点の合わない瞳にぶわりと涙があふれる。

「あぁっ、あっ、あんッ、あッ、あッ、あ────」

　下腹部が戦慄き、内臓がねじれるような感覚とともに恍惚が押し寄せた。

　頭のなかが真っ白になり、長椅子に突っ伏したミカエラは涙で重くなった睫毛を力なく瞬いた。

〈夜の王〉は心地よさそうに溜め息をつき、ほんのりと紅潮した白い尻臀を両手で揉むように撫で回した。

「どうした、女狩人アルテミス。これでは勝負にならぬぞ。この程度で私が、命を差し出すと思うか」

　ミカエラは漸ようよう息を整え、どうにか彼の軛くびきから逃れた。

　向き直って見上げると、凶猛な怒張がぬらぬらと蜜をまとって赤黒く、天を衝くかのごとくそそり勃たつさまが目に飛び込んでくる。

　こくりと喉を鳴らし、ミカエラは彼に這い寄ってそっと屹立を握った。

「何をしてくれるのかな？」

　揶揄にはかまわず熱棒に指を巻きつけてぎこちなく扱しごき始めると、〈夜の王〉は肩をすくめた。

「……好きにしろ」

　どうすればいいのかなど、もちろんわかるはずもない。ただ、性器を刺激すればきっと気持ちいいはず……と思ったのだ。

　やはりお気に召さなかったようで〈夜の王〉は憮然と嘆息し、自ら指示を出し始めた。

　言われるままに愛撫していると、興ざめしたのか少し萎なえていた雄茎がふたたび固くなってきた。傘状に膨らんだ先端のくぼみから蜜がにじむのを見て、ドキッとする。

　自分が愛撫で濡れるように、彼も感じてるの……？

　ミカエラは小さく舌を出し、先端のくぼみをそっと舐めた。〈夜の王〉の身体が驚いたように揺れる。

「おい……」

　ためらいがちに肩に手を置かれたが、咎とがめているのではないと判断して口淫を続けた。

　先端をすっぽりと口に含み、エラ周りから裏筋へ舌先でたどってゆくと、肩に置かれた手に力がこもった。怒らせたかとおずおず視線を上げれば、彼は焦りと困惑の入り交じる目で見返している。

　見上げながらちろちろと舌を蠢うごめかすうち、どうやらこれが気持ちいいらしい……と気付いた。

〈夜の王〉は官能的な溜め息を洩らし、ミカエラの髪や頬を撫でた。

　促されるまま深く屹立を銜え込み、歯が当たらないよう気をつけながら唇で扱く。

　ミカエラは無我夢中で奉仕を続けた。

　勝負とか、屈伏させようというのではなく、ただ彼を気持ちよくさせたいという一心だ。

　やがて〈夜の王〉は耐えかねたように低く呻うめき、ミカエラの口腔にわずかに吐精した。青臭く苦い液体を無心に飲み込むと、喉に引っかかって少し噎せてしまった。

〈夜の王〉はミカエラの頤を掬すくい、困ったように顔を覗き込んだ。

「飲んだのか？」

「……いけなかった？」

「どうだろうな」

　眉根を寄せて呟くと、彼はミカエラをじっと見つめた。

「予想のつかぬ女だ」

　どこか満足そうに囁いて彼は唇を合わせた。

　そのまま押し倒され、頑健な体躯にのしかかられる。

「お返しに私も舐めてやろう。女のアソコを舐めるのは好きではないのだが」

「だ、だったらい──」

「おまえは別だ。舐めてみたい。アソコだけでなく、全身を舐めたい」

　真顔で言われ、カーッと赤くなる。

　そんなこと真剣な顔で言わないでほしい……！

　膝頭を掴んで脚を割り広げられ、ミカエラはもがいた。

「ちょ……っ、やめ……」

「自分から男のものを銜えておいて、何を恥ずかしがる」

　そう言われると自分の行為が如何いかに淫らであったかを思い知らされ、ミカエラは今更ながら狼狽した。

　股関節が軋む限界まで脚を広げられた卑猥な体勢に、顔が火を噴きそうに熱くなる。

　くぱりと開いた秘唇から淫蜜がとろりと会陰を伝い、淑やかな窄すぼまりまで熱く濡らした。

「……突かれているときよりさらに濡れたようだな。私を銜えながら感じていたのか」

　揶揄まじりの甘い囁きに、赤らんだ顔をぷいとそむける。

　たぶん言われたとおりだ。彼の欲望への奉仕に没頭しながら、どうしようもなく秘裂が疼いていた。

　張りつめた媚蕾がツキツキ疼き、自分の手でなだめたくなったくらいに……。

　その、ぱんぱんに膨れた花芽が、いきなり熱いもので包まれる。〈夜の王〉が大きく舌を出し、ねっとりと花芯を舐めていた。

「ひ!?　あっ、やンッ……」

　取り乱し、びりびりするような刺激に顎を反らす。

「は……あ……あ……っ」

　ぺちゃ、と、わざとのように舌を鳴らして〈夜の王〉は含み笑った。

「甘い。おまえの身体はどこもかしこも甘いのだな。菓子でできているかのようだ」

「んんんッ……」

　刺激をこらえるため必死に眉根を寄せ、ふるふるとかぶりを振る。

　そんなわけない、ただの錯覚だ。

　なのに、誘惑の声音で『甘い』と囁かれると、ぞくぞくと快美感が込み上げて達してしまいそうになる。

　ミカエラの膝裏を掴んで押し上げ、執拗に〈夜の王〉は秘処を舐めしゃぶった。

　尖らせた舌先を蜜孔にねじ込んで繊細な襞を探ったかと思えば、花芯を舐め回しながら愛蜜をじゅるじゅると吸う。

　ミカエラは半狂乱になって身悶えた。

「ひぃっ、や……ぁ……あぁあっ！　こ……こわ、れ……ッる……！」

　見開いた瞳からぽろぽろと涙がこぼれた。

　強引な抽挿でさえひどく感じてしまったのに、熱い舌で秘処をなぶられるのはその悦楽をはるかに上回る快感だ。

「……女狩人アルテミス。おまえの蜜は蜂蜜よりも甘く、かぐわしいぞ」

　囁きながら〈夜の王〉は充血した花弁を二本の指でぐちゅぐちゅと掻き回した。

　舌先で執拗に花芯を転がし、ぴちゃぴちゃと舐めしゃぶる。

「ひッ……」

　ミカエラは背をしならせ、びくびくと痙攣した。

　さらに大量の蜜があふれ出し、〈夜の王〉の美しい指からたらたらと滴る。

　その指を口に含み、赤い舌を見せつけるようにゆっくりと舐めながら彼は目を細めた。

「このような甘露を、その身に隠していたとは……」

　はぁはぁ喘ぎながらミカエラは力なく〈夜の王〉を見上げた。

　彼はミカエラの涙を優しくぬぐい、唇を合わせた。

　自分の蜜で濡れた唇。甘くなんてない。

　でも、彼の唇は……。うっとりするほど甘くて……。

　むさぼりあうような深く激しいくちづけを交わし、ふたたび彼の剛直がミカエラの隘路をいっぱいにふさいだ。

　ずくずくと突き上げられ、熱く濡れそぼった柔襞を穿たれる。

　ミカエラは全身で彼にしがみつき、律動に合わせて夢中で腰を振りたくった。

　ぐっ、と深く挿入し、密着した腰をごりごり押し回されると快感で脳髄が痺れ、眩暈がした。

「ふ、ぅ、んぅ……」

「心地よいか、女狩人アルテミス」

「ん、ん」

　無我夢中で頷く。意地もプライドも、いつのまにか忘れていた。

〈夜の王〉は微笑み、愛おしそうに何度もミカエラにくちづけた。

「甘うまし乙女よ」

　囁いて瞳を見つめながら、さらに激しく腰を打ちつける。

　秀麗な額の真ん中がわずかに盛り上がり、紺碧の瞳に銀の星が瞬く。

　こめかみを汗の雫しずくが伝い、彼ははぁっと熱い吐息をついた。

「おまえを満たそう」

　囁くと同時に情欲が堰を切る。

　滾たぎる奔流が蜜壺にびゅくびゅくと注ぎ込まれ、ミカエラは桁外れの絶頂感に襲われてひととき放心した。

　繋がった腰が、びくっ、びくんとなまめかしくのたうつ。

　蠕動する襞に絞り上げられて低く呻いた〈夜の王〉は、さらに腰を押しつけて精を吐き出した。

　ずるりと胎内から彼が出て行く。

　その刺激にふたたび陶然となりながら、ミカエラの意識は急速に薄闇へ引き込まれていった。




　

　目覚めると〈夜の王〉の寝台ベッドのなかだった。

　黒いレースと金銀で飾られた天蓋はまるで夜空のよう……。

　傍らに横たわった〈夜の王〉が、背後からミカエラを抱きかかえている。

　向き直ろうと身じろぎ、自分が猛々しいものに貫かれていることに気付いた。

　さっき彼は欲望を放って出ていったはずでは……!?

「……おまえの寝顔を見ていたら、また昂たかぶってしまったのだ」

　ぼそりと背後で〈夜の王〉が呟く。

「だ、だからって……」

「おまえの胎なかは心地よい。ずっと挿入はいっていたいくらいだ」

　とんでもない睦言に、くちづけられたうなじまで熱をおびる。

〈夜の王〉はミカエラの背にのしかかり、腰を動かし始めた。

　もどかしいくらいゆっくりした抽挿に唇を噛む。

　下腹部は早くも淫靡に疼き、新たな蜜をこぼし始めている。眠っているあいだもずっと、ゆるゆると果てしない快楽を与えられ続けていたのかもしれない。

　すでに何度も達して過敏になった花襞は、ゆるやかな抽挿にもたちまち反応し、愉悦に波打った。

　激しい抽挿で追い立てられた末の絶頂とは違う、痺れるような恍惚にぼんやりと目を瞬く。

（な、に……？　これは……）

　不思議な悦びが込み上げた。

　強制された絶頂にはどうしても屈辱感がまといつく。だが、これはひたすら優しく、あたたかな羽毛で包まれているかのような安堵を伴った真の恍惚だ。

　漣が次々と岸辺に打ち寄せるように、やわらかな絶頂感がいつまでも続く。まるでずっと達したままでいるかのよう……。

「ぁ……ぁん……」

　甘えるような媚声を洩らしながら、抽挿に合わせてくなくなと腰を揺らす。

　気持ちいい……。

　眠りと覚醒のはざまでうとうとしているみたい。

〈夜の王〉は身を起こすと、ミカエラをうつ伏せにして尻臀を掴んだ。

　抽挿を続けながらゆっくりと捏ね回す。無意識の媚態でミカエラは腰をくねらせた。

「ん……」

　赤く色づいた唇から、うっとりと吐息が洩れる。

　また達してしまった。

　もう何度目かわからない。ほとんど絶え間なく達し続けている。

　蜜鞘を犯し続ける淫刀はミカエラが達するたびに太く、固くなり、柔軟性を増した襞を執拗になぶり、掻き回す。

　打ち続く快感に下がってきた子宮口を雁かりで突きながら〈夜の王〉は囁いた。

「奥処から精水きみずが噴き出しているな。先端に当たっているぞ」

　言葉の意味はよくわからなかったが、感じているのだろうと言われていることは理解できた。

　すでに芯まで蕩けてしまっていたミカエラは、童女のように舌足らずに呟いた。

「……達イ……ってる、の……」

「ああ、もっと達イくがいい。烈はげしくされるより、こちらのほうが好みなのだろう？　……いや、烈しくされた後に、優しくされるのが好きか」

「ふ……ぅ……」

　また恍惚の波が押し寄せ、ミカエラは背をしならせた。

　揶揄だとしても、反発を覚えるにはすでに理性はぐずぐずだ。

「答えろ」

　引き起こされ、膝に載せられて、耳元で甘く残酷に問われる。

　乳房を捏ね回されながらミカエラは湿って重くなった睫毛を力なく瞬いた。

「す、き……」

「どちらが？　烈しいのと、優しくされるのと」

「ぁ……。ど……っちも……」

「欲張りめ。だが、意地を張って嘘をつくよりはよほどいい」

　耳殻を甘く食み、舌先を溝に這わされてミカエラは頼りない泣き声を上げた。

「ひ……ぅ」

　ずん、と少し強めに突き上げられ、ぞくぞくっと快感が駆け上がる。

　とりわけ感じる場所を同時に責め苛まれては、できるのはただ嬌声を上げて悶えることだけだ。

　拷問のような甘い責め苦は、気が遠くなるほど延々と続いた。

　眠っているのか、起きているのかさえわからないまま、ミカエラは恍惚の境地をさまよい続けた。







　すでにあやふやになりかけていたミカエラの時間感覚は、〈夜の王〉との交合を繰り返すにつれ、さらに曖昧模糊としたものになった。

　フィンに尋ねてもまったく要領を得ない。妖精には人間のような日時の感覚がないらしいのだ。

　過去は『ちょっと前』か『ずっと昔』のどちらかで、未来は『すぐに』でなければ『そのうち』だ。

　諦めてミカエラはせめて食事を作ることにした。

　だいぶ『魔法』のコツも掴めてきて、いろいろな食材で料理を作った。キルヴィスが出現させる豪華な幻とは違い、ふだん家で食べている質素な料理だ。

　自分で食べるために作ったのだが、〈夜の王〉には質素な料理がかえって珍しかったようで、自分も食べると言い出した。

　川魚の香草焼きはかなりお気に召したらしい。

　魚がこんなに美味いものだとは知らなかった……と彼は呟き、何かを思い出そうとするかのようにしばし眉間にしわを寄せていた。

　肉や魚をいっさい食べないフィンは、もっぱらパンとお菓子を楽しみにしている。一番のお気に入りはやはりリンゴのパイだ。

〈夜の王〉もザイフリートもリンゴのパイが好きで、すぐになくなってしまう。

　食べないのはキルヴィスだけ。いちおう勧めてはみたのだが、小馬鹿にしたように冷笑されただけだった。

　この城で一番得体のしれないのがキルヴィスだ。彼に比べれば目隠しをした謎の司書ラドゥエリのほうがよほど人間味があるとさえ思える。

　彼──彼女かもしれない──は興味深そうにパイを食べ、美味しいですねと言ってくれた。

　図書室にある本の読み方は未だに謎。表紙を開くと書いてある文字が剥がれてヒラヒラと浮かび上がってしまう。

　後でそれをラドゥエリが修復していると知り、申し訳なくて迂う闊かつに開けなくなった。

　もっとも、読めたところでこれほど膨大な書物の中から必要な情報を探し出すのは至難の業。

　ここにある本に書かれていることならすべて知っているというラドゥエリに尋ねてみたところで、そもそも自分が何を調べようとしているのかさえよくわかっていない。当然、腑に落ちる答えが返ってくるはずもなかった。

　頭を悩ましながら城内を歩いていると、見たことのない中庭に出た。

　四方を回廊で囲まれた真四角な庭で、ほっそりした糸杉が四隅に植えられている。

　真ん中には背の高い噴水が設えられ、四角い台座の上に載った巨大な古代風の水瓶から、滔々とうとうと水があふれだしている。

　水は足元の八角形の水盤に落ちると、それぞれの角から延びる八本の水路を伝って回廊の下へと吸い込まれてゆく。

　水路と水路の間には蒼い釣鐘草が絨毯のように群生していた。

　周囲はしんと静まり返り、ただサラサラと水の流れる音だけが妙なる調べのように響いている。

（不思議な場所……）

　これまでさんざん城内を歩き回ったというのに、ここに来たのは初めてだ。

　もっと近くから噴水を見てみたくなり、ミカエラは周囲を見回した。しかし、回廊から庭へ下りる階段はどこにもない。

　立ち並ぶ列柱の土台は、床よりも高くなっている。腰掛けるのにちょうどよい高さで、乗り越えられなくはないけれど、ちょっと大変そうだ。

　それに、この中庭には歩くための通路がない。水路の縁もごく細いので、噴水に近づくには満開の釣鐘草を踏みつけるか、濡れるのを覚悟で水路に足を突っ込むしかない

　回廊から眺めるための庭なのねと納得して腰を下ろす。

（それにしても、どうやってお手入れするのかしら……）

　埒らちもなく考え込んでいると、バサリと羽音がして漆黒の鴉が水盤の縁に舞い降りた。

　鴉は池に飛び込んで気持ちよさそうに水浴びを始めたが、ふとミカエラに気付いて飛び上がった。怒ったように嗄れ声で鳴きながら、濡れた翼をバサバサ振って水しぶきを浴びせる。

「ちょ……っ、やめてよ！」

　叫んで顔を庇かばったミカエラは、腕の間から鴉を眺めて驚いた。

　いつのまにか鴉の姿は消え、水盤の縁にキルヴィスが立っていたのだ。

　手には長い首のついた優美な水差しを持っている。彼は端麗な面差しにいじわるげな薄笑いを浮かべた。

　ムッとしてミカエラは黒衣の執事を睨みつけた。

「何するのよ、ひどいわね！」

「ひとの水浴を覗き見た罰ですよ」

「覗いてなんかいないわ。あなたが気付かなかっただけよ。わたしはあなたが来る前からここにいたんだから。──だいたいあなたは『人間ひと』じゃないでしょ」

　耳障りな声でキルヴィスは嗤った。

　姿かたちは美しく、ふつうに喋っているぶんには声だってなめらかなのに、嗤えば妖鴉の本性が覗く。

　キルヴィスは噴水から水差しいっぱいに水を汲くむと、ふわりと回廊に降り立った。黒水晶のごとき翼が一瞬だけかいま見えた気がした。

「痕がついてますね」

　ここに、と彼は自らの首の付け根を指でトントン叩いた。

　反射的にそこを手で隠し、赤面しながら彼を睨む。

　キルヴィスは水差しを円柱のたもとに置くと、腰に手を置いてしげしげとミカエラを眺めた。

「な、何よ……」

「気をつけたほうがいいですよ」

　何を、と言い返そうとするといきなり彼の顔が目の前にあった。反射的に飛び退すさった──つもりだったが、実際には石像のようにミカエラは固まっていた。

　黄水晶シトリンの瞳が、緑の燐光をおびて見える。視線を逸らしたくても、眼球が固定されたように動かない。必死に瞬きをするミカエラの背に、冷たい汗が流れた。

「さて、どれほど毒されたのか確かめてみましょう」

　含み嗤ったキルヴィスは無造作にミカエラの手を退どかし、首筋に咲く小さな赤い花びらを舌先でちょんと突いた。

　とたんに痛いほどの快感が媚蕾を直撃した。

　燃えるように秘処が疼き、行き場のない快感が体中を暴れ回る。

　それでも呪縛された身体は指先すら動かず、ただ冷たい汗がじっとりと背中を濡らしてゆく。

　キルヴィスは硬直するミカエラをいたぶるように指先で顔の輪郭をたどり、顎から首筋、鎖骨へと指を滑らせた。

　薄いシュミーズドレスの上から、狙い済ましたかのように乳首を押される。くいくいと押したかと思えば乳にゅう暈うんの縁に沿ってぐるりと円を描く。

「ふふ。尖ってきましたよ。すっかり感じやすくなっていますね」

　彼はミカエラの傍らに腰を下ろすと、ドレスの襟ぐりをゆるめて乳房を露出させ、舌でなぶり始めた。

　むにむにと乳房を揉みしだきながら中心をきつく吸われると、ますます花芯が疼いた。とろとろと蜜がこぼれ始めている。

（い……いや……っ）

　キルヴィスを突き飛ばして逃げたいのに、どうしても身体が動かない。

　鉛のように全身が重く、それでいて性感だけは異常に過敏で、全身が剥き出しの媚蕾になったかのよう。どうしようもなく下腹部が戦慄いた。

　ひくひくと花襞が痙攣するのを感じ、ミカエラは絶望に呆然と瞳を見開いた。

「……おや。達イってしまったのですか？」

　くすくすとキルヴィスが忍び嗤う。

「乳首を刺激しただけなのにねぇ。ずいぶんと敏感になったものだ」

　トン、と軽く肩を押されただけで仰向けに倒れてしまう。キルヴィスはミカエラの足首を掴んで脚を広げると、ドレスの裾をばさっと捲まくり上げた。

　濡れた秘処が開き、外気に触れてひやりとする。

「ふふ。ここもすっかりトロトロだ。……わかりますか？　女狩人アルテミス。あなたはすでに、誰に触れられても快感を覚える身体になっているのですよ」

「……ち、が……っ」

　ミカエラはこわばる喉から漸う声を絞り出した。

「違いはしない。あなたはすでに淫魔のなりかけだ。これまで送り込まれた王女たちのように。森に迷い込んだ哀れな娘たちのように」

「……!?」

「みな快楽に溺れて淫魔に変じ、〈夜の王〉に倦うまれて絶望に散ってしまったのですよ。そして魂の抜け殻となって、未来永えい劫ごうこの城に囚われたまま私の命令に従い続ける」

　残酷に囁いた妖魔が赤く充血した花芽を冷たい指先で突いた。

　それだけでミカエラは背をしならせ、達してしまう。

　キルヴィスは痙攣する花弁に指を二本挿入し、柔軟性を確かめるように肉筒のなかで指を広げた。

「これだけ柔らかいなら大丈夫でしょう。あなたはすでになりかけだし。ふつうの人間の女では、私のものを受け入れるのはいささか難儀でしてね……。なかなかよい敵娼あいかたが見つからない」

　身体を裏返され、腰を引き上げられて四つん這いの体勢を取らされる。尻臀を無情に割り開かれ、秘唇に固いものが押しつけられる。

「ひッ……やぁ……──っ!?」

　絶望に叫びを上げた、瞬間──。

　のしかかる重みがフッと消え、床に叩きつけられる音と嗄れた悲鳴が同時に上がった。

　悲鳴とともに呪縛が解ける。飛び上がったミカエラは勢い余ってよろよろと後あと退ずさり、手近な柱にすがった。

　回廊の床でキルヴィスがのたうち回っていた。目に見えない巨大な掌で押さえ込まれているかのように、起き上がれずにもがいている。

　コツ、コツ、と硬質な靴音が響き、回廊の端から〈夜の王〉が現われた。

　彼はミカエラには目もくれず通りすぎると、懸命に床を這いずるキルヴィスの前に立ちふさがった。

「……付け上がるのもいいかげんにするのだな」

「ちょ、ちょっと、からかった、だけ……じゃ、ないですか……」

　キルヴィスは媚びるような笑みを浮かべると、瞬時に鴉の姿に変化した。だが、逃げる暇もなくふたたび床に叩きつけられてしまう。ギャアッ、と嗄れ声の苦鳴が盛大に上がった。

　ふたたび人の姿となったキルヴィスは、必死に肘で這いずり、〈夜の王〉の靴に縋すがる。

「お、お許しを。悪ふざけが……過ぎました……！」

　靴先に唇を押し当てながらキルヴィスは哀れっぽい謝罪を繰り返す。〈夜の王〉は凍ったような目付きで執事を見下ろしていたかと思うと、いきなり彼の頭を踏みつけた。

「ぎ……ッ!?」

　さほど力を入れているようには見えないのに、キルヴィスの顔は朱を浴びたように真っ赤になった。血走った眼球が飛び出しそうなほど見開かれ、苦痛に顔がゆがむ。

〈夜の王〉は感情の削そげ落ちた顔でキルヴィスの頭骨をぐりぐりと踏みにじった。

「そろそろおまえも代替わりしてはどうだ？　ずいぶん退屈そうだからな、つまらぬ仕事から解放してやろう」

　さらに圧が増し、キルヴィスの眼球から血が噴き出す。

「ぎぃっ、ガ……っ！　も、申し訳、ありませんッ、我が君！　我が君ぃっ！　もう二度と、悪ふざけはいたしませんゆえッ……！」

「わかるものか。おまえはすぐいい気になって付け上がる」

「すみませんっ、すみませんっ」

「私がおまえに好き勝手を許しているのはな、単にあれこれ指示するのが面倒だからだ。わかるか？」

「はいっ、はひっ」

〈夜の王〉の靴を掴んでキルヴィスは必死に頷いた。

「私を煩わせるな。私の気に入りにちょっかいを出すな。さもないと──」

　ぐぎぃっ、とキルヴィスの口から断末魔の悲鳴が洩れる。

　蒼白になってすくみ上がっていたミカエラは、慌てて〈夜の王〉に駆け寄った。

「もうやめて！　死んじゃうわっ」

「こやつは勝手にそなたに触れ、嘲ちょう弄ろうしたのだ。万死に値する」

「おっ、お慈悲を！　おお奥方様！　どうかお取りなしをっ」

　ついさっきまで侮蔑していたミカエラにまで、必死になって哀願する。ミカエラは〈夜の王〉の腕を掴んで必死に揺すった。

「お願いだからやめて！　罰ならもう充分じゃない」

　渾こん身しんの力ですがりついて必死に訴えると、ようやく彼はキルヴィスの頭から足を退けた。

　すでにキルヴィスには立ち上がる力もなく、呻きながら弱々しく痙攣している。〈夜の王〉は一抹の憐憫もなく彼を睥へい睨げいすると、やや顎を上げて「ザイフリート」と声を張った。

　即座に巨大な魔狼が現われ、涙と血にまみれた顔で床に転がるキルヴィスを醒めた瞳で眺めた。

「同情はせぬよ。自業自得というやつだ」

「手当てをしてやれ。代わりに片方の翼を喰ってよい」

「ほ」

　魔狼がにやりとし、キルヴィスの顔が絶望にゆがむ。

「ご……ご容赦を……っ」

「心配するな、そのうちまた生えてくる」

　ザイフリートは上機嫌に言って、キルヴィスの襟首を銜えた。力任せに引きずられながらキルヴィスは哀れっぽい声で情けを請うたが、〈夜の王〉は傲然と背を向けるとミカエラの肩を抱いた。

「来い」

　冷たい声に身体がこわばる。〈夜の王〉は軽く舌打ちすると、強引にミカエラを抱き上げ、大股に歩き出した。







　ふ、と目覚め、自分が意識を失っていたことに気付いた。

　あたたかな感触が全身を包んでいる。

　ミカエラは〈夜の王〉の膝に載せられ、大理石の大きなバスタブに肩まで浸かっている。

（いつ……眠ったんだったかしら……？）

　いや、眠ったのではない。気を失ったのだ。

〈夜の王〉の寝室に連れて来られるや否や寝台ベッドに組み敷かれ、仕置きのように酷く抱かれた。

　言葉で詰なじられることはなかったが、自分の落ち度のように思われているとしたら心外だし、ひどく悲しい。

　しかし責め苦にも似た快楽の只中で、それを口にすることはできなかった。

　打ち続く恍惚に溺れ、蕩けて──。

　淫らな嬌声が止まらず、喘ぎ、悶え続けた。

　異様に過敏になった身体は絶頂を迎えるたびにますます貪どん婪らんさを増すようだった。何か得体の知れないものが胎内で暴れ回っているかのように。

　やがては頭が沸騰するような法悦の頂きで、ふつりとミカエラの意識は途切れた。

　そして気がつけば、こうして湯に浸かっていた。

　バスタブに滔々と湯が流れ込み、縁から流れ落ちるさまは、さっき見ていた噴水みたいだ。

　ぼんやりと身じろぎすると、〈夜の王〉はミカエラの肩に唇を押し当て、抱きしめた。

「……すまない。無理をさせたな。……一刻も早く淫気を抜かないと後々悪影響が出るかもしれないと焦った」

「淫気……？」

「キルヴィスに入れられた。奴は悪食で淫魔も喰らう。奴自身は影響を受けないが、溜め込んだ淫気を媚薬のように使えるのだ。特に、唾液には激烈な効果がある」

　ミカエラはハッとして首筋の紅い痕跡に指を伸ばした。

　あの爆発的に生まれた性感は、ここを舐められたせい……？

　ほんのちょっと舌先が触れただけなのに。

「完全に抜いておかないと、いつぶり返すかわからない、やっかいな代物だ。悪ふざけで済ませられるか」

　苦い口調に怒りがにじむ。

　あれほど彼が激怒したのは、勝手にミカエラに触れたというだけではなかったのだ。

「全部抜けた……？」

「たぶんな。気絶するほど達したから大丈夫だろう。……しかし念のためだ。もう二、三度極めておくか」

　そう言って彼はミカエラの乳首をいじり始めた。

　ぷっくりと腫れた先端を摘まみ、くりくりと紙縒られて身を捩る。

「や……っ、も、いいからっ……」

　手首を掴んで押しとどめようとしても、振りほどけない。

　恍惚の余韻を残した身体は、乳首への刺激だけであっさり絶頂してしまった。

　はぁはぁ喘ぐミカエラの頬を撫で、乳房をやわやわと揉みながら〈夜の王〉は愛おしげに囁いた。

「快楽に溺れるそなたは美しいな、女狩人アルテミス」

「……ミカエラよ」

「何？」

「わたしの、名前。あなたは？」

「名前？」

　彼は知らない単語を聞いたかのように目を瞬いた。

　蒸気をまとった睫毛が涙に濡れているかのようで、ひどく胸が疼く。

　ミカエラは噛んで含めるように繰り返した。

「わたしの名前はミカエラ。あなたは？」

「……〈夜の王〉だ」

「それは名前じゃないでしょ。わたしはあなたの名前が知りたいの。名前で呼びたい。わたしのことも名前で呼んでほしい。女狩人アルテミスなんかじゃなく」

「おまえの名……？」

「ミカエラよ」

「……ミカエラ」

　彼は砂糖菓子を味わうかのように何度も『ミカエラ』と呟いた。

　端整な唇が自分の名前を呟くたび、胸底に溜まった氷が溶けていく気がする。

「そうよ、わたしの名前はミカエラ。あなたの名前は？」

「知らない」

「忘れているだけよ」

「……思い出せない」

〈夜の王〉は困惑に眉根を寄せた。

「思い出して」

　励ますように言うと彼は困り果てた顔でミカエラを見つめた。

「それより、おまえがつけてくれ」

　ミカエラは目を瞠った。名前をねだられるのはこれで二度目だ。

「でも……わたしが名前をつけたらまずいのではない？　フィンが言ってたわ。人間に名付けられると人間界とつながりができてしまって……えぇと……わたしの命令に従わなければならなくなる……？　わたしに命令されるなんて厭でしょう？」

　彼は口の端を皮肉っぽくゆがめた。

「異なことを言う。私が自ら進んでおまえの命令に従うのなら、それはおまえにとって喜ぶべきことではないのか」

「それは──」

　一瞬ぐっと詰まり、毅然と彼を見返した。

「わたしは、狩人としてではなく『ミカエラ』として、あなたの名前が知りたいの」

「ならば名付けよ。おまえだけが呼ぶ、私の名を」

　紺碧の瞳は怖いくらいに真剣で、軽口や冗談とも思えない。

　ミカエラはとまどい、困惑して視線を泳がせた。

「そ、そんなこと言われたって……急には思い付かないわ」

「目を閉じて考えれば、心の底から湧き上がってくるはずだ。泉の底から水が湧きだすように」

　言われるまま目を閉じると、水鏡を覗き込むイメージが浮かんだ。

　一瞬、とある名前が影のようにかすめたが、すばしこい魚みたいに捕まえることができなかった。

　名前。

　彼の、名前。

　わたしだけが呼ぶ──。

　ぷくりと水底から泡が浮かび上がるように、ひとつの名前が閃いた。

「────ロディオン」

　目を開き、紺碧の瞳を見つめる。

「あなたをロディオンと呼ぶわ」

　囁くと〈夜の王〉は銀色の睫毛をゆっくりと瞬いて微笑んだ。

「ロディオン」

　口中に含んだワインを転がすように繰り返す。

　それは天鵞絨のような光沢を持って、ミカエラの鼓膜を甘美に震わせた。

「これでおまえと私のあいだに一条ひとすじの絆が生まれた。まだ頼りない糸にすぎぬそれをどれだけ堅固なものにするか……それはおまえ次第だ」

「わたしが決めるの？　あなたではなく？」

「けっして断ち切れぬほど絆が深まったなら、私は自然とおまえに膝を折るだろう」

　彼は重々しく告げ、ミカエラの左の乳房をそっと掌で包んだ。乳房を掴まれたのではなく、心臓にうやうやしく触れられた気がした。

　湯から上がり、寝台ベッドに並んで横になる。

　ロディオンは片肘をつき、ミカエラの髪を指に絡めてもてあそびながら呟いた。

「おまえのことをもっと知りたくなった。家族はいるのか？」

「今は弟のアーリンだけ。四つ下よ。両親はどちらもすでに亡くなったわ。母はわたしが十歳のとき。十四のときに父が」

　十四歳のミカエラと十歳の弟は、古めかしい大きな屋敷でふたりきりになった。

　父の実弟である叔父は、アーリンはまだ幼いからと領主代理の地位を横取りした上に、父が遺した財産をほとんど根こそぎ奪っていった。

　結局、姉弟に残されたのは隙間風が入り、雨漏りのする古びた屋敷だけ……。

　主な召使は引き抜かれて叔父の屋敷へ移り、残った下働きは給料がわりに換金できそうなものを次々に持ち逃げしていった。

　かつての執事や家政婦は叔父の目を盗んでこっそり便宜を計ってくれたが、気付いた叔父に馘首クビにされ、仕事を求めて王都へ出ていった。

　好意に甘えたために申し訳ないことになってしまった。それでも彼らは時々王都から差し入れを送ってくれる。これも亡き父の人徳だろう。

　そんなことをつらつら話すのを、ロディオンは頷きながら黙って聞いていた。

「……あなたは？」

　ミカエラは尋ね、寝返りを打って彼に向き直った。

　ロディオンは眉根を寄せて考え込み、吐き捨てるように呟いた。

「覚えていない」

「思い出そうとしてみて」

　しばらく彼は眉間にしわを寄せて目を閉じていたが、やがて溜め息をついて目を開けた。

「無理だ。きっと誰もいなかったのだろう」

「そんなはずないわ。誰かしらいたはずよ。あなたにとって大切な人が」

　ロディオンは昏い目付きでミカエラを眺めた。

「いたとは思えない。何かぼんやりしたものが浮かぶこともあるが、感じるのは憤りだけだ。思い出せるのは、ただ自分がいつも腹を立てていたということだけ……。いつもどこかで怒りが燻っていて、心から楽しめたためしがない。……自分はそういう人間だった」

「何にそんなに怒っていたの？」

「わからない。……おまえかもしれないな」

　自嘲的な呟きに、ミカエラは面食らった。

「わたしが『狩人』だと言ったこと？　でもそれはあなたが〈夜の王〉になってからのことよね」

「確かに、あのときおまえが『花嫁』ではなく『狩人』と称したときは無性に腹が立った」

「花嫁が、欲しかった……？」

　ロディオンは黙ってミカエラの瞳を覗き込んだ。

「……ここでは私は独りきりだ。キルヴィスもザイフリートも、私とは異なる存在もの。同類でも同等でもない。会話が成り立っても真に理解はできない。あまりに長く独りでいたから、孤独に飽いたのかもしれん」

「どれくらい長く？」

「さぁ……。何十年か、何百年か。ともかく長い、永い間だ。ずっとこの城に……閉じ込められている」

　孤独の檻おりに──。

　ミカエラは彼をじっと見つめ、半身を起こした。

「森へ行きましょう」

「なんだ？　突然」

「森を歩きたいの。あなたと一緒に」

「城の敷地を出れば私は獣に変じてしまうのだぞ」

「かまわないわ。それもあなたの一面なのでしょう？　わたしもあなたのことが、もっと知りたいの」

　ロディオンはミカエラを見返し、ほろ苦く、それでいて満足そうに微笑んだ。

「いいだろう」







　森は月の光に満ちていた。

「……不思議。昼間は晴れていても仄昏いのに、夜は人間界の満月の夜よりもずっと明るい」

『昼のあいだ月は太陽を覆い隠し、夜になると吸収した陽光を月光に変えて放つのだ』

「だから昼間の太陽は黒いのね」

　ミカエラは一角獣の銀のたてがみを指でさらさらと梳すきながら囁いた。

　ロディオンは一角獣の姿で傍らを静かに歩いている。

　手をつないで城を出た。天人花アラヤネスを刈り込んで作られた呪文が配置された庭を抜け、森へ入るとするりと彼の手が離れた。

　唇を噛み、深呼吸をひとつして振り向くと、そこには冴え冴えとした月光を浴びて蒼光りする純白の一角獣が、どこか物悲しげに、あるいは恥じ入るような風情で佇んでいた。

　すんなりと優美な首に腕を回すと、一角獣は目を伏せ、頭を垂れた。

　ミカエラは螺旋を描きながら伸びる細く鋭い角の付け根にこめかみを押し当て、ぎゅっと抱きしめた。

「……大丈夫よ」

　食いしばっていた顎をぎこちなくゆるめ、ミカエラは囁いた。

「大丈夫」

　自分にも言い聞かせるように繰り返す。

　一角獣は紺碧の美しい瞳でミカエラを見つめた。

『醜いだろう』

　頭のなかで沈んだ声が響く。

　ミカエラは目を瞠り、強くかぶりを振った。

「いいえ！　いいえ……醜くなんかない、あなたはとても……綺麗だわ」

『憤怒に支配され、怒り狂って森を走り回る私を見たら、そんな世辞はとても言えぬだろう』

「怒っていても美しいわ。怖いけど……怖いからこそ、よけいに美しくて……悲しいくらい……」

　一角獣は顔を上げ、ミカエラに頬擦りした。

『泣くな』

　微笑んで銀のたてがみに顔を埋める。

　ふたりは月光に照らされながらゆっくりと歩きだした。

　しばらくすると一角獣はぽつりと呟いた。

『何もかもに腹を立てていたのだ』

「えっ……？」

『おまえに出会うずっと前から、私は憤怒に支配されていた。どういうわけか、この世のすべてが腹立たしくてならなかった。そのどうしようもない憤激を、おまえが鎮めてくれることを期待し……そうではなかったと失望した。勝手に期待しておいて裏切られたと失望し、よけいに怒りを倍増させたのだ』

「……ごめんなさい」

『謝るな』

　馬のように彼は鼻息荒く嘶いた。ミカエラが笑うと一角獣は長い銀の睫毛を瞬かせた。

『……おまえの笑顔が見たかった』

「そう……」

　少し気恥ずかしくなって頬を染める。

『おまえはいつも私を睨んでばかりだった』

「そうね」

『私を睨む者は、滅多にいない』

「……でしょうね」

『おまえに睨まれると何故か狼狽してしまう。私には何よりそれが腹立たしい』

「もう睨まないわ。……たぶんね」

　ぽそりと付け加えると、一角獣は小さく嘶いた。笑ったのだろう。

『乗れ』

「え？」

『背に乗れ。ほら』

　彼は前脚を折って身を低くした。たてがみを掴んでいいと言われ、懸命によじ登って横座りする。一角獣が身を起こすと目線が一気に高くなり、思わずたてがみを握りしめた。

『では行こう』

「ど、どこへ？」

『泉だ』

　短く言うなり彼は走り出した。

　皓々こうこうと輝く月が森を照らしている。梢が飛ぶように後ろへ遠ざかるのを、ミカエラは感嘆のまなざしで眺めた。

　怖かったのは最初だけ。凄まじい速度で走っているのに、ほとんど揺れを感じない。鞍くらも鐙あぶみもないのに、安心して座っていられる。

　やがて木立を抜け、開けた場所に出た。大きな池が、鏡のような水面に月を映している。

　池の真ん中には小島があった。

『〈涙の泉〉だ。昔、一角獣の死を嘆き悲しんだ乙女が泣いて、泣いて、泣き続けて……いつしか涙になって溶けてしまったという伝説の泉。ラドゥエリから聞いてないか？』

「初めて聞いたわ」

　頭を一振りすると、一角獣はためらうことなく泉へ入った。危なげなくすいすいと泳いでいく。

　横座りしたミカエラの脚はふくらはぎまで水に浸かったが、ひんやりとしても水に濡れるのとは違う感覚だった。まるで涼しい風に吹かれているみたいだ。

　岸辺から見て予想したよりも小島は遠かった。

（ここにも魔法がかかっているのかしら……？）

　やがてさまざまな花の咲き乱れる小島に上陸すると、いきなり一角獣の背の勾配が急になった。

「きゃ……!?」

　滑り落ちそうになったミカエラは悲鳴を上げ、次の瞬間きょとんとした。

　人間の姿に戻ったロディオンの逞たくましい腕に横抱きにされていたのだ。

　しかも厚い胸板が直に触れている。つまり彼はまたも裸体だった。

　ミカエラは混乱した。

「え!?　な、なんで……」

　森では獣の姿しか取れないはずでは……!?

「森の中でも、この島でだけは人の姿に戻れる」

　そう言ってロディオンは無造作に胡座をかいた。

　彼の膝に座り込む格好でミカエラは顔を赤らめた。

　幾度となく情を交わしていても、彼の素裸を間近に見るのは、自分の裸体を見られるよりも気恥ずかしい。ミカエラとて身にまとっているのは透けるように薄い亜麻の下着シュミーズ一枚なのだが。

　ロディオンは下着の上から乳房を掴み、やわやわと揉みしだきながらミカエラの肩口に唇を落とした。

「んッ……」

　ぞくりと身体が戦慄き、眉根を寄せる。淫気は抜けたはずなのに、過敏さがなかなか鎮まらない。

　ふとキルヴィスの揶揄を思い出して、ミカエラはロディオンの手首を掴んだ。

「……『花嫁』は何人来たの？」

「なんのことだ？」

　彼は怪訝そうに眉をひそめた。

「キルヴィスが言ってたわ。昔、この森へ『花嫁』として送り込まれた王女たちは、〈夜の王〉と交わりを重ねるにつれて淫魔と化し……やがて飽きられると魂の抜け殻になって散ってしまったと……。城の召使はその成れの果てだって」

「それは大昔の、私とは別の〈夜の王〉の話だろう。私が〈夜の王〉となってから城へ来た女はおまえが初めてだ」

　ミカエラは目を瞬いた。

「そう……なの？　〈夜の王〉も代替わりするのね。人間の王様みたい」

「先代のことは知らない。会ったこともない。多くのことを忘れていても、自分がずっと孤独だったことは覚えている」

　呟いてロディオンはミカエラを抱きしめた。

「孤独という感覚さえ忘れていた。ミカエラを抱いてそれを思い出した。そう……思い出してしまった。私はずっと独りだったということを」

　ミカエラはそっと彼の手に触れた。

「……もう独りじゃないわ。わたしがいるでしょう？」

　ミカエラは彼と向かい合わせに座り直し、深い苦悶を秘めた美貌をじっと見つめた。

「ロディオン。わたし……あなたの花嫁になるわ」

　彼は虚を衝かれたようにミカエラを見返し、さらに苦しそうに顔をゆがめた。

「すまない……」

「何故謝るの？　わたしを花嫁にするのは厭？」

「そうではない。おまえをもこの森に閉じ込めてしまったことが……苦しいのだ……」

「閉じ込められてなどいないわ。わたしはあなたを解放するために来たの。今それがわかった」

　彼を抱きしめ、自ら唇を重ねる。

「……ずっとあなたを想ってた。それを認めることができなくて……腹を立てていたの。怒りに囚われていたのはあなただけじゃない。わたしも同じ」

「ミカエラ」

　もう一度唇を重ねる。

　今度はもっと烈しく、情熱的に。貪むさぼるように。

　舌を絡ませ、互いの口腔を探りあう。息を荒らげて離れた唇を唾液の糸が繋ぐ。

　ミカエラは彼の膝を跨ぎ、四肢を彼の胴に絡ませながらふたたび唇を合わせた。

　ツンと勃ち上がった先端ごとふくらみを彼の胸板に押しつけ、舌を吸いながら淫らに上下させる。

　敏感になった乳首がリネンの下着シュミーズに擦れてむず痒がゆい。それを察したようにロディオンは荒々しく襟ぐりを引き裂き、たわわな乳房を露出させた。

　身をかがめた彼に、じゅうと強く乳首を吸われる。

　じん……と腰骨に快感が走り、ミカエラは睫毛を濡らして呻いた。

　剥き出しの秘裂に当たっている彼の欲望がどんどん固く太くなるのがまざまざと伝わり、否が応にも昂奮を掻き立てられてミカエラの花びらはしとどに濡れた。

　秘唇で雄茎を銜え込み、淫らに腰を揺すって擦りたてる。

　充分に蜜をまとわせた太棹が花肉を割ってずぶずぶと侵入し、一気に奥処まで貫かれて先端がごりっと当たる感触に恍惚となった。

　下腹部がきゅうきゅう疼き、淫靡な蠕動を繰り返す。

「……達したのか？」

「ん……」

　胸板にもたれ、ほぅと蕩けた溜め息をつく。

　頤を指で掬われ、褒めるように甘くくちづけられる。ちゅくちゅくと音を立てて舌を吸われると、それだけでまた達してしまいそうになった。

　存分に口腔をなぶり尽くすとロディオンは花の褥しとねに肘をつき、仰向けに横たわった。

　半開きの唇を唾液で濡らすミカエラを見上げ、誘惑の声音で囁く。

「さぁ、好きに私を乗りこなすがいい」

　頬を染めながら、深く繋がった腰をためらいがちに揺らしてみる。結合部からぞわぞわするような快感が込み上げ、ミカエラは顎を反らして恍惚と呻いた。

（気持ちいい……）

　締まった腹部に手をつき、前屈みになってくなくなと腰を上下させる。

　エラの張った雁で内奥を小突き上げられるたびに、脳髄で青白い火花がぱちぱち弾けた。

「ん……ん……、ぁん……。ぁ……いぃ……」

　はぁはぁ喘ぎながらミカエラは一心不乱に腰を振った。

　ロディオンの手が揺れる乳房を掴み、ぐにぐに揉みしだいては敏感な乳首を摘まみ、いやらしく紙縒る。

　長大な淫刀が蜜鞘を前後するたび、ぬくっ、ぬくっ、と粘膜が擦られて、新たな蜜があふれ滴り落ちた。

「あ、あ、あ──……。ぃ……く……ッ、ぃくッ……の……！」

　蜜襞がびくびくと痙攣する。絞られた屹立が耐えかねたように少量の精を吐き出した。

　奥処を濡らされる感覚に、さらに快感が高まる。

　ミカエラはくっとうつむき、眉根を寄せて愉悦の奔流に身を浸した。

　息を荒らげるミカエラの白い尻臀を、ロディオンはやわやわと揉みながら撫で回した。

「……ふ。なんといやらしい花びらだ。少し出てしまったではないか」

　軽く尻臀を叩かれ、びくんと背をしならせる。

「たくさん……出して……？」

「まだダメだ。もっとおまえのいやらしい表情かおが見たい。……見せてくれるな？」

「ん……」

　こくりと頷き、ミカエラはふたたび腰を動かし始めた。

　咲き乱れる花の褥から見上げる紺碧の瞳に魅入られたように、視線を外せない。

　底知れぬ深さと冷たさを秘めながら、同時に熱い欲情を滾らせる瞳。

　視線そのものが媚薬であるかのように、ミカエラの蜜襞はますます濡れそぼち、怒張した雄芯に絡みついては淫靡に扱いた。

「ふ……ぅ……んぅ……」

　がくがくと身体を揺らし、何度目かの絶頂を迎える。

　じん、と下腹部が快楽に痺れ、捨ておかれた乳首がじくじく疼いた。がまんできず上体を倒し、彼の口許に尖りを近づける。

　口に出してねだるのは恥ずかしすぎて、潤んだ瞳で訴える。

　ロディオンはくすりと笑い、ゆっくりと見せつけるように舌を大きく出して乳首を舐めた。

「んっ」

　熱い舌でなぶられる感覚にぞくんと快感が突き上げる。下から上にねっとりと舐め上げられ、舌先で弾くように乳首を刺激されるのがたまらない。

　愉悦の涙で睫毛を濡らし、背をしならせて腰を打ちつける。倒錯的な快感に眩暈がした。

　くちゅん、ぱちゅんと濡れた肌がぶつかりあう淫らな音に、羞恥と昂奮を同時に掻き立てられてしまう。焦点のぼやけた瞳から、はらはらと涙がこぼれた。

　ロディオンはいささか乱暴にミカエラの涙をぬぐうと、ぐいと引き寄せ唇をふさいだ。

「んぅ」

　ぬくりと入り込んだ舌が、甘やかすように絡みつき、ねろねろと擦りながら吸われる。

　下腹部が不穏に疼き、ミカエラは口腔を征服されながら甘美な絶頂に達した。

　放心する口端から、とろりと唾液が滴る。それをていねいに舐めとり、ロディオンはそっとミカエラを花床に横たえた。

　いっぱいに脚を広げ、片方の足を肩に担ぐような格好で、彼は抽挿を始めた。
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　腰を大きく前後させて穿ったかと思えば、小刻みに律動を送り込む。快楽に翻弄され、ミカエラは泣き咽むせびながら絶頂を極め続けた。

　過ぎた快楽で意識が朦もう朧ろうとし始める頃になって、ロディオンはようやく果てた。

　蜜壺深くに突きたてられた欲望が爆はぜ、熱いしぶきでいっぱいに満たされる感覚を、うっとりと味わう。

　ふたりは花の褥に並んで横たわり、甘いくちづけやいたわりに満ちた愛撫を繰り返した。

　かぐわしい花の香りと清涼な森の香気が混じり合い、月光に照らされて睦み合うふたりを優しく包んでいた。











第四章　驕慢の罪、忘却の贖あがない







「──お願いです！　ここを通して！」

　森の入り口で、澄んだ少年の声が響いている。

　銀色の門扉にすがりつくようにして叫んでいるのはミカエラの弟アーリンだ。

　叫びながらも背後をしきりと気にしているのは見張りの目を盗んでこっそり入り込んだからだ。大声を出し続ければいずれ気付かれてしまう。だが、他にどうしようもない。

　いくら揺すっても門は開かなかった。

　思い切って適当な場所から森へ突入しても、数歩と行かぬうち何か目に見えないものに強く背中を押され、次の瞬間には元の場所へ転がり出てしまう。

　アーリンは銀の柵を掴み、ガタガタ揺すった。

「もうっ、大変なんだよ！　お願い、誰かここを開けて」

「──うるさいぞ、小僧」

　不機嫌な声がいきなり下のほうから聞こえ、見下ろしたアーリンは悲鳴を上げて尻餅をついた。

　門の向こう側に、いつのまにか巨大な灰色狼が座り込んでいたのだ。

「ひっ……！」

　これほど間近で狼を見たのは初めてだが、それにしてもやけに大きい。いつだったか毛皮の状態で見たものの二倍はありそうだ。

「何か用か」

　真っ青になって硬直していたアーリンは、狼に問われてぽかんとした。

「しゃ……喋った？　狼が……」

「用がないなら帰れ」

　フン、と鼻息をつき、尻尾でぱしんと地面を打つと巨狼は立ち上がった。

「あ！　待って！」

　慌てて柵にしがみつく。

「姉さんに会いたいんだ。伝えなきゃいけないことがあって──」

「姉さん？」

「王様の命令で森へ入ったんだよ。一角獣の角を取りに……」

「姉さんだと？」

　狼は鼻面にしわを寄せ、じっとアーリンを見つめた。金緑色の瞳がギラリと輝き、ふたたび尻餅をついてしまう。

「おい、おまえ。こっちへ来い」

　ふたたび座り込んだ魔狼が横柄に頭を振り、おそるおそる近寄るとぶっきらぼうに命じられた。

「手を出せ」

「えっ、やだよ！　噛むでしょ!?」

「噛まない。いいから出せ。いやなら帰れ」

　しぶしぶアーリンは柵の隙間に手を入れた。

　狼は手の甲に鼻を寄せて匂いをかぎ、納得したように頭を振った。

「なるほど」

「姉さんの名前はミカエラ。知らない？」

「知っている」

　あっさり言われてたじろいだが、気を取り直して訴える。

「姉さんに伝えなきゃいけないことがあるんだ。入れてよ」

「おまえ、男だろう」

「え？　う、うん。そうだけど」

「男は入らないほうがいいぞ。ろくなことにならない。まぁ女もだが」

「大事な話があるんだよー！」

　アーリンは焦れて叫び、ハッと青くなって背後を窺った。

　狼が不審そうに尋ねる。

「なんだ？　何を気にしている？」

「か、狩りが始まるんだ」

　狼はうんざりと尻尾で地面を叩いた。

「またか。人間は懲りるということを知らんのだな。そもそもここは禁猟区なんだが」

「王様が許可したんだよ！　姉さんの帰りが遅いと怒って──」

　狼は驚いたように瞬きをした。

「……変だな。止まっているはずなのに」

「何言ってるのかわかんないよー！　とにかくもうすぐ狩りが始まっちゃうんだ！　──ほらっ、角笛の音が……」

　狼は憮然と身を起こした。

「おい、おまえ。頭を出せ」

「あ、頭っ!?」

「姉に会いたいんだろう？」

「会わせてくれるの!?」

「会いたいなら私の口のなかに頭を入れろ」

　そう言って狼は柵の隙間から頭を出し、かぱっと大口を開く。

　鋭い牙が生え揃った強大な顎が面前に迫り、アーリンは叫んだ。

「ぎゃあ！　喰われるぅっ！」

「……喰わないって」

　ふぅ、と狼は人間臭い溜め息をついた。

「いいか、小僧。この門は外側から、純潔の乙女だけが開けられるんだ。その年ならまだおまえも純潔なんだろうが、あいにく男だ。だから私が魔力で一時的に門の隙間を通れるくらいおまえを小さくしてやる」

「だからって、なんで狼の口に頭を突っ込まなきゃならないんだよ!?」

「覚悟のほどを知りたいのさ。いやならとっとと帰って家で寝ているがいい。姉に伝言はしてやる。それで用は足りるだろう」

「ま、待って！　わ……わかったよ……」

　アーリンは拳を固く握りしめ、ぶるぶる震えながら狼の顎のあいだに頭を入れた。

　こめかみに鋭い牙が当たって生きた心地もしない。

　と、顎の力がいきなり増したかと思うと、首がもげそうなほど強く引っ張られた。

「ぎゃ────!?」

　悲鳴を上げたアーリンは、次の瞬間、分厚い毛皮の上にぽすんと着地していた。

「──え？」

　きょときょと左右を見回していると、巨大な狼の頭がぐるんと後ろを向いた。アーリンは自分が小妖精のようになって狼の背中に乗っていることに気付いた。

「しっかり掴まっていろ。地面に落ちたら二度と元の大きさには戻れないぞ」

「えぇえ!?」

　くるりと向きを変えた狼がやにわに疾走を始める。

　アーリンは狼の背中のふさふさした毛を慌てて握りしめた。




　　　＊　　　＊　　　＊




　明け方。ふたたび一角獣に変じたロディオンとともに城へ戻ったミカエラは、寝台ベッドで横になると同時に眠り込んでしまった。

　何度も繰り返し絶頂を極めたことで気持ちは満たされていたが、酷使された身体のほうはすっかり疲労困憊していたのだ。

　昏々こんこんと眠り続けるミカエラを起こしたのは、懐かしい弟の声だった。

「起きて！　姉さん、起きてよ」

「……なに、よ、アーリン……。まだ、早いじゃない……」

　朦朧と呟けば、ぱしぱし頬を叩かれる。その範囲がやけに狭い。

　夢うつつでも違和感を覚え、ミカエラは顔をしかめた。

　なんだかずいぶん小さな手ね。アーリンじゃなくてフィン……？

「姉さん！」

　耳元で怒鳴られたミカエラはビクッと跳ね起きた。

「……アーリン？」

　天蓋から黒いレースの帳が垂れ下がる寝台ベッドは薄暗く、ロディオンの姿はない。

　抱き合って眠りに就いたのに、いついなくなったのかしら……。

　やっぱり夢だった……とミカエラは肩を落とした。

　そういえば、もうずっと弟と会っていない。

　最後に会ったのはいつだったかしら……と考え、ミカエラは眉根を寄せた。

　待って。

　わたしたちは一緒に住んでいたのよ。ずっと会っていないなんておかしいわ。

　そう……わたしはひとりで出かけたのだった。

　何かを頼まれて……それとも命じられて……だったかしら？

　誰に……？

　何を……？

　頭のなかで灰色の霧が渦巻く。霧の向こうから誰かが呼んでいた。

　────さん。

　──さん。

「姉さんっ」

　すぐ耳元で叫ばれ、ミカエラは飛び上がった。

「わぁっ!?」

　小さな悲鳴を上げて、何かが寝台ベッドの上に落ちる。それはとても小さくて、人の形をしていて──。

「フィン!?」

　慌ててそっと摘まみ起こし、ミカエラは目を瞠った。

「ア、アーリン!?　どうして──」

「ああ、びっくりした～」

　目を白黒させて頭をさすっているのは、大きさが違うことを除けばどこからどう見ても弟のアーリンだ。

「呼んだ？」

　そこへひょっこりフィンまで現われたから騒ぎが大きくなる。

「あっ、仲間ピクシー!?　──じゃなくて、人間じゃん!?」

「わっ、何これ!?　羽が生えてる」

「俺はピクシーのフィン様だ」

　何故か威張ってそっくり返るフィンと、『わー、本物の妖精だー！』と感心するアーリンとにミカエラが唖然としていると、苛立たしげな唸り声がした。

　見れば魔狼のザイフリートが尻尾で床をバシバシ叩いている。

「身体が縮むと脳みそまで軽くなるようだな。姉に話があるのではなかったのか」

「あっ、そうだ！」

　小妖精サイズになってしまったアーリンは、姉の膝に急いでよじ登った。

　弟を掌に載せ、目の高さまで持ってくる。

「いったいどうしたの、アーリン」

「姉さんこそ何してたのさ!?　もう王様がすっかり痺れを切らして、総出で一角獣狩りを始めるって言い出したんだよ！」

「えっ……」

　一瞬ぽかんとしたミカエラはみるみる青ざめた。

　いつのまにか薄れていた現実感が、たちまちどぎついほどの色彩とともによみがえる。

　森へ入ってから……この城に来てから……いったい何日経ったのかしら？　五日目……そう、五日目までは覚えている。でもその後は……。

　すっかり数えるのをやめていたことに今さら気付き、ミカエラは蒼白になった。

（わ、わたし……今まで何をしていたの……!?）

〈夜の王〉との勝負はいつしかロディオンとの恋に変わり、我を忘れて淫戯に耽ふけっていた。

　一角獣の化身である〈夜の王ロディオン〉と。

　それとも一角獣がロディオンの化身なの？

　いや、彼らは表裏一体の存在。どちらか一方を切り離すことなどできない。

　一角獣は角を切られれば死ぬ。

　森から連れ出されても死ぬ。

　ミカエラは彼の側を離れたくない。

　彼を死なせたくない。

　だから──。

　考えるのを、やめた。

　日々を数えることを、やめた。

　魔法の呪縛に自ら身をゆだね、いつしか魔の森に取り込まれていたのだ。

　檻の中で現実を忘れ、ひたすら抱き合い、睦み合って。

　ミカエラは震える声音で尋ねた。

「──ア、アーリン……。わたしが森へ入ってから……何日経った……？」

「もう十日だよ。王子様が危篤状態らしくて……王様が自ら兵を率いてやって来たんだ。貴族たちも猟犬をたくさん連れて集まってる」

　十日。

　もう十日。それともたったの十日？

　時間感覚が完全に麻痺している。

「時間は止まっているはずだった」

　ふいにザイフリートが物思わしげに呟いた。

「止まっている……？」

「ミカエラが『今日は五日目だ』と二度目に言ったあの日──〈夜の王〉がそれを承認したあの日──外界の時間は五日目に固定された。森でどれだけ過ごそうとも、ミカエラが人間界に戻るのは『森に入ってから五日目』になるように。だが、アーリンは『十日目』の世界から来た。魔法が正常に作用していれば絶対に繋がらないはずの時空から」

「どういう……こと……？」

　かすれた声でミカエラは呟いた。

　厭な予感に口の中が干上がっていく。

「〈夜の王〉の魔力が弱まっている。理由は……おまえにはわかるのではないか？」

　ミカエラは絶句した。

（わたしの……せい……？）

「え、どういうこと？」

　気ぜわしくフィンが尋ねる。

　ザイフリートは煩わしげに尻尾を床に打ちつけた。

「外界と繋がりを持ったのだ。おまえのようにな。〈夜の王〉が絶対の魔力を行使するには誰とも、何物とも繋がらず、完全に孤立していなければならないのに」

（わたしが名付けたから……？）

　ロディオン。

　あなたをロディオンと呼ぶわ。

「────彼はどこ？」

「城にはいない。狩りの気配に気付いて森へ行ったのだろう」

　考え込むような声音でザイフリートが答える。

　ミカエラは寝台ベッドから飛び下り、裸足のまま駆け出した。

「姉さん!?」

　自分も飛び下りようとしたアーリンを、フィンが空中で捕まえる。

「おっと。気をつけろよ、足先でも地面に着いたら死ぬまで元の大きさに戻れないぞ。……てか、重っ！　なんでこんなに重いんだよ!?」

　透きとおった羽を懸命にばたつかせ、フィンはどうにかこうにかアーリンをザイフリートの背に下ろした。狼はこともなげに言った。

「大きさは縮んでも体重は元のままだからな」

「ミカエラは平気で掌に載せてたじゃんか！」

「彼女は無自覚の魔法使いだ。見た目から想像する重さに無意識に変換したんだろう」

「わっかんねー！」

　フィンは憤然とザイフリートの頭の上で胡坐をかいた。

「勝手に乗るな。おまえは飛べるだろう」

　煩わしげに振り落とされ、くるくる回転しながらフィンは飛び上がった。

「と、とにかく姉さんを放っておけないよ。狼さん、お願いしますっ」

「やむを得ん。関わってしまったからには最後まで面倒を見るしかないか」

　狼はほとんど助走もつけず、無造作に窓から飛び出した。

　ただし、そこは城の最上階──。

　魔狼の背中にしがみついたアーリンの絶叫が、長々と尾を引いた。







　一方、部屋を飛び出したミカエラは最短距離で庭へと駆け下りた。

　延々と続く魔法の庭がもどかしい。

　庭が縮めばいいのに、と思った瞬間、ミカエラは木立のなかへ飛び込んでいた。

　耳をつんざく角笛の音に、昂奮した猟犬の吠え声が重なる。

　大規模な狩りは、すでに始まっていた。

　誰かが叫んでいる。

「手辺り次第に矢を射かけろ！　猟犬を放て！　一角獣を怒らせ、あぶり出すのだ！」

「────やめて！　やめてよ……!!」

　ミカエラの絶叫は甲高い角笛の響きにかき消されてしまう。

　焦って周囲を見回したミカエラは、全身全霊を込めて叫んだ。

「ロディオン！　ここへ来て──！」

　恐慌状態の森の騒音のなか、大地を蹴る蹄の音が近づいてくる。

　やがて白い憤怒の炎をまとった一角獣がミカエラに突進してきた。その角に突き刺される覚悟で、ミカエラは両手を広げ、目をつぶって立ちはだかる。

　直前で一角獣は急停止し、激しく大地を前脚で蹴った。

『嘘つきめ、嘘つきめ、嘘つきめ……！』

　ロディオンの憤怒の叫び声が、脳髄を切り裂くような激しさで流れ込んでくる。

　ミカエラは一角獣の首筋にすがりついた。

「落ち着いて。ロディオン、わたしを見て」

　跳ね暴れる一角獣を渾身の力で抱きしめていると、ようやく彼はおとなしくなった。

　紺碧の瞳は烈火のごとくぎらぎらと燃え盛っているが、いくぶんかは落ち着きを取り戻したようだ。

「ごめんなさい。わたしのせいでこんなことに……」

『おまえのせいではない！』

　激烈な声が脳裏に響く。

『奴らは古き約束を踏みにじった。自分たちにとって都合が悪いというだけで、ないがしろにしたのだ！　王子がその罰を受けても、省みるどころか私を騙そうとした。畏れ敬うことを忘れた愚か者どもめ……！』

　一角獣はもがき、ミカエラの抱擁から逃れた。

「ロディオン、落ち着いて！」

『ここは神聖な契約の森。この森に棲む獣たちの血を流した者は報いを受けねばならぬ。そう……あの軽はずみな王子のように』

　一角獣は歯を剥き出し、恐ろしい嘶きを上げた。

　まるで見えない槍を全身に突きたてられたかのように暴れ回り、口から泡を噴く。

　凄まじい狂乱の態にミカエラは涙ぐんでおろおろするしかなかった。

「どうしたの？　痛いの？　苦しいの……!?」

『獣たちが痛がっている。苦しんでいる。その苦痛がすべて私に流れ込んで来るのだ……！』

　彼は近づこうとするミカエラを威嚇するように頭を下げ、角の切っ先を向けながら前脚で激しく大地を蹴った。

『こんなことなら、さっさとおまえにこの角をくれてやればよかった』

　苦悩に満ちた声に、ミカエラは涙に濡れた瞳を見開いた。

『おまえと……寄り添って過ごす時間が、あまりに幸福で……。もう少しだけ……あと少しだけ……と先のばしにした。私の角いのちを……おまえにゆだねる前に……。この苦しみは……その罰だ……』

「!?　何を言うの、ロディオン」

『わからぬか。名付けをねだったあのときこそ、私がおまえに跪いた瞬間だったことを。あの時から私は〈夜の王〉たる魔力を失い始めていた。そのことを知りながらぐずぐずと切り出せなかった。私を──殺せと』

「……っ」

　ミカエラは口許を押さえ、落涙しながらふるふるとかぶりを振った。

　それを罪だと言うのなら、自分も同罪だ。

　この森へ来た目的を、なすべきことを、無責任にも頭の隅に追いやった。夢と現うつつの狭間で抱きあいながら、いつまでもうとうとまどろんでいたかった。

　だって……目が覚めてしまえば、いちばん大切なものを失うことが、わかっていたんだもの……。

　突如、一角獣が見えない棍棒で殴りつけられたかのようによろめいた。

　目が血走り、憤怒が燃え上がる。四肢の先端で青白い炎が渦巻いた。

　無残に追い詰められてゆく獣たちの痛みが、恐怖が、彼に流れ込み、激烈な怒りを掻き立てているのだ。

　一角獣は絶望と怒りと苦悶とが一緒くたになった咆ほう哮こうを上げ、猛然と走り出した。

「待って！　ロディオンっ……」

　泣き叫びながら追いすがるも、一角獣の姿はあっというまに森の中へ消えてしまった。

　無我夢中で後を追ったミカエラは、あちこちで火の手が上がっていることに気付いた。

　一角獣がなかなか現われないことに焦れた人間たちは、こともあろうに森に火を放ったのだ。

　きな臭い煙が漂うなか、ミカエラは口と鼻を押さえて必死に走った。

　角笛と猟犬の吠える声が一段と高くなる。

　わーっとどよめく声のほうへ懸命に駆けていくと、兵士たちに取り囲まれた一角獣の姿が木立のあいだから見えた。

　身体にはまるで針山みたいに無数の矢が突き刺さっている。さらに矢をつがえた兵士が隙間なく取り囲み、槍を構えた兵士が狙う。

　一角獣はその状態でも猛然と暴れ、多くの兵士たちをなぎ倒し、角に引っかけて投げ飛ばした。

　身体を揺すると矢が抜けてバラバラと飛び散ったが、彼の身体からもまた多量の血が噴き出した。

　彼の身体はすでに血まみれだ。

　白銀のたてがみも、ふさふさした距毛も。美しい螺旋状のすじの入った鋭い角さえも。

　純白の毛並みは今や真っ赤に染まっていた。

なんてやろうだ──と兵士が叫ぶ。

　化け物め──とわめく声がした。

「やめて……」

　木の幹にすがってミカエラは口を押さえ、涙をこぼしながら囁いた。

　もうやめて、ロディオン。

　死んでしまう。

　死んでしまうわ……！

「網を使え！　動きを封じるんだ」

　業を煮やしたように誰かが命じる。

　さらに続けざまに矢が射かけられ、捕獲網が投げられた。

　一角獣は鋭く嘶いて頭を振り立てたが、網に絡め取られてよろめき、ついにどうと地面に倒れた。

　昂奮した兵士がわめきながら槍を振り上げるのに気付き、ミカエラは弾かれたように飛び出した。

「だめ────……！」

　槍の先端がミカエラの胸を貫く。

　勢いでのけぞりながら中空に浮き上がったミカエラの脳裏に、言葉にならないロディオンの悲鳴がこだました。

　一角獣が跳ね起き、背中でミカエラを受け止める。

　絡まっていた網が瞬時に燃え上がり、火の粉の旋風となって兵士たちに襲いかかった。

「うわぁっ、目が！」

「くそっ、見えねぇっ」

　痛い痛いと泣きわめく声が、遠くなってゆく。

　一角獣はミカエラを背に乗せて森を疾駆していた。

『しっかりしろ！　掴まれ！』

　叱咤する声に弱々しく微笑み、ミカエラは一角獣の首に両手を回して掴まった。

（あたたかい……）

　生きているのね、ロディオン。

　よかった……。

　次第に腕に力が入らなくなる。ひゅうひゅうと喉が鳴り、視界が暗くなってゆく。

　掴まっていられず、ミカエラはついに落下した。

　ばしゃん、と水しぶきが上がる。

　落ちたのは地面ではなく、森の中心にある〈涙の泉〉の岸辺だった。

　一角獣はミカエラの肩を銜えて引きずり、座り込んだ格好で首まで水に浸からせた。

　自分もまた四肢を折って座り、ミカエラを背にもたれさせながら角を泉の水に浸す。

　気が遠くなりかけていたミカエラは、ふいに噎せ、激しく咳せき込んだ。

　はあはあ喘ぎながら目をぬぐい、森の獣たちが同じように泉に身を浸していることに気付く。

　胸元を見下ろすと、槍の穂先が突き抜けた傷口は完全にふさがっていた。

「ロディオン、これって……」

　振り向くと、それまでもたれかかっていた一角獣の身体がずるずると水に沈み始める。

　ミカエラは慌てて彼を抱きかかえ、顔を覗き込んだ。

「ロディオン!?　しっかりして！」

　急いで泉の水を身体にかけても、彼はぐったりと目を閉じたままだ。

　怖くなってミカエラはくしゃくしゃと顔をゆがめた。

「やだ……！　ロディオン、しっかりして！　目を開けてよ……っ」

　必死に水をかけ、身体をさする。しかし一角獣の身体に活力はよみがえらない。

「どうして……!?　どうしてだめなの!?　わたしの傷はふさがったのに……っ」

『……自分の傷は癒せない』

　弱々しい呟きが、脳裏でかすかに響いた。

「ロディオンっ」

　懸命に首をさすり、ぐっしょりと濡れたたてがみを掻き上げる。目元に何度も唇を押し当てると、うっすらと紺碧の瞳が覗いた。

『角を切れ』

「何言ってるの!?　今はそれどころじゃ──」

『今やらなければ、だめだ。死んでからでは霊力が消えてしまう……』

　絶句するミカエラを見上げ、一角獣は笑うように息を洩らした。

『どうした。おまえはそのために来たのではないのか』

「あなたを……死なせたくない」

『そう言ってもらえて嬉しいが……私はもう助からない』

「そんなはずないわ！　ほら、みんな怪我が治って元気になってるじゃない──」

『言っただろう。自分の傷は癒せないのだ』

「────わたしにも……？」

　一角獣の喉が喘鳴する。笑ったのかもしれなかった。

『残念ながら、無理だな……』

「だったらあなたと一緒に死ぬ！」

『馬鹿なことを言うな。弟はどうするのだ。たったひとりの大事な家族なんだろう？』

「あなたのことも大事なの！」

　彼は困ったように薄目でミカエラを見た。

『駄々を捏ねるな。死にゆく者を困らせるものではないぞ』

　諭されても頑固にミカエラは首を振り続けた。

　涙があふれ、頤から一角獣の顔に滴った。

『私の角を切るのだ、ミカエラ』

　厳然と命じられ、拳を握りしめる。爪が食い込むほどに強く。

　その手を開き、左の掌に描かれた魔法円に右の拳を押しつける。

　唇を噛み、ぐっと引き抜くと短剣が現われた。

　一角獣はミカエラの膝で身じろぎ、角を切り取りやすいように少し首を反らした。

「……どうしても……？」

『ああ。どうしても、だ』

　ミカエラは左手を角に添え、根元に刃を当てた。

　握り込んだ指が震え、冷や汗が浮く。

『切れ』

　静かな声に押され、ほんのわずか力を込める。

　それだけで角は落ちた。やわらかなバターにナイフを入れるよりもたやすく。

　ずっしりとした重みが左手に生まれた。

　呆然とするミカエラの膝で、一角獣は青年の姿に変わった。

「ロディオンっ……」

「……睫毛、持っていくんだろう……？」

　ふ、と笑って彼は囁いた。

　涙で視界が曇り、彼の微笑みがぼやける。

　銀色の美しい睫毛。静寂を湛える紺碧の瞳。彼がわたしを見て、ゆっくりと瞬きするしぐさが好きだった。

　瞬きをして、それから微笑むの。

　静かに、穏やかに。

　いつかのように。

　今この瞬間のように──。

「ミカエラ。我が愛する乙女よ。おまえの膝で私は眠ろう。深く……ゆっくりと……」

　囁いて彼は目を閉じた。

　ずっと見つめていたかった紺碧の瞳が閉ざされる。

　閉ざされてしまう。

　永遠に。

　長く、細い息が青ざめた彼の唇から洩れ。

　次の瞬間──。

　ロディオンの身体は無数の黒い薔薇の花びらになって舞い上がった。

　それは次々に青白い炎となり、蝶のように湖面を乱れ飛ぶ。

　ミカエラは叫んだ。

　残された角を胸に抱き、声の限りに絶叫した。




　悲嘆の声が、遠く遠く、いつまでも森にこだまする。

　その残響がゆらめきながら消える頃──。

　森に静かな雨が降り始めた。











第五章　楽園の水の滴り







　ミカエラが家に戻って一か月が経った。

　どうやって戻ったのか……まるで記憶にない。

　弟のアーリンによれば、森の外で気を揉んでいると胸に角を抱いたミカエラがふらふら現われたそうだ。

　アーリンはザイフリートによって早々に森から連れ出され、狩りや火事に巻き込まれることはなかった。

　ザイフリートはアーリンを背から振り落とすと全速力で森へ駆け戻ったという。〈涙の泉〉に彼の姿はなかったように思うが、彼は普通の狼ではない。おそらく無事なはず。妖鴉のキルヴィスも。

　ただ……〈夜の王〉を失った〈禁断の森〉がこれからどうなるのか。まるで想像がつかないし、思いを巡らす気力もない。

　ミカエラは何かに導かれるように弟の下へ戻ってくると、そのまま失神してしまった。

　アーリンが懸命に姉を介抱していると、叔父のアントンが馬車でやってきた。

　娘のカタリナが森へ行ったことになっているアントンは、苛立つ国王や領主に罵倒されつつ、森の監視を怠らなかった。

　ミカエラが森から出てきたら即座に角を取り上げなければ、と気を揉んでいたのだ。

　何か余計なことを言われて身代わりであることがバレても困る。

　アントンはぐったりしたミカエラの胸ぐらを掴んで揺すり立てる勢いで『一角獣の角はどこだ』とわめき、角が転がり落ちると姪を突き放して狂喜乱舞した。

　そして角を上着に隠して馬車に乗り込み、御者を怒鳴りつけ一目散に走り去った。

　その馬車には密かにカタリナも同乗していた。

　カタリナは父に伴われ、ミカエラから奪った角をうやうやしく領主に献上した。領主から角を受け取った国王はアントンに櫃ひつ一杯の金貨を褒美として与え、さっそく王城へ角を持ち帰った。

　結局、アーリンとミカエラは心配して駆けつけたバートの荷車に乗せてもらって村へ戻った。

　ガタガタ揺れる荷台でも、ミカエラはまったく目を覚まさなかった。

　屋敷に戻って寝台ベッドに寝かせ、手足を温めたりさすったりしたが、意識が戻ったのは三日後のことだった。

　目が覚めても心ここにあらずといった様子で、口がきけるようになるまでさらに三日を要した。

　しかし、森で何があったのか尋ねても黙って涙をこぼすだけ……。今はそっとしておこうとバートに諭され、アーリンも受け入れるほかなかった。

　起き上がれるようになってもミカエラは家から一歩も出ず、日がな一日ぼんやり過ごしていた。アーリンが一生懸命作った食事にも手をつけようとしない。フィンに泣きつかれ、やっとほんの少し口にするようになった。

　そう、今この屋敷には姉弟の他に小妖精ピクシーのフィンがいる。

　フィンはアーリンと一緒に魔狼の背に掴まって森の外に出たのだが、アーリンが振り落とされたとき一緒に落ちてしまったのだ。

　人間のアーリンが森の中で地面に落ちたら元のサイズに戻れなくなるように、妖精のフィンは森の外で地面に足が触れると森へ入れなくなってしまう。

　永遠にではなく、『しばらくのあいだ』だけだそうだが、その期間がどれくらいなのか、フィン本人にもわからない。

　もともとあまり物事を深刻に考えないフィンは、たいして気にもせず、しばらく人間界で『遊んで』いることにした。

　今のところ、フィンの存在を知っているのは姉弟の他はバートだけ。

　フィンは鉄と火の匂いのする鍛冶屋のバートを警戒して、最初はアーリンの後ろに隠れていたが、しばらくすると頭や肩になれなれしく乗っかるようになった。

　仏頂面のバートの頭にピクシーがちょこんと乗っている光景には、魂が抜けたような状態のミカエラさえわずかながら微笑を浮かべた。

　ロディオンをなくした喪失感が消えることはなかったけれど、フィンの存在によって悲しみが少しだけ薄らいだ。フィンもまた自分が名付け、次元を超える絆を結んだ妖精だから──。

　ミカエラもアーリンも、村にはバートくらいしか友人と呼べる人がいない。今やフィンはアーリンにとっても大切な親友だ。

　一角獣の角がどうなったのかについては、鍛冶屋の客から聞いた噂話をバートが教えてくれた。

　角は直ちに霊力を発揮し、意識不明で危篤状態だった王子を無事目覚めさせたという。

　愛息子が助かって大いに喜んだ国王は、アントンとカタリナを王城へ招いた。王子の回復を待って、カタリナとの婚約を発表するのだろう。

　アーリンとバート、それにフィンも、手柄を横取りしておいてねぎらいの一言もないことに憤慨していたが、ミカエラはなんとも思わなかった。

　それが手柄だなんてどうしたって思えない。

　ミカエラには、この手で一角獣の角を切り落としたときの感覚がありありと残っている。今思い出しても、鼓動が激しくなり、どっと冷や汗が噴き出してくる、恐ろしい記憶だ。

　忘れたい。

　でも、忘れてはいけないとも思う。

　自分がこの手でロディオンを殺したことを、けっして忘れまい──。

　角を切り落とす夢を見て、悲鳴を上げて飛び起きることもたびたびあった。そのたびに、あのまま彼と一緒に〈涙の泉〉で死んでしまえばよかったと悔やんだ。

　槍に突き刺された傷は、星のような傷痕となってミカエラの胸に残っている。

　本来なら死んでいたはずの自分。

　傷痕を見るたび涙があふれ、きつく奥歯を噛みしめて嗚咽をこらえた。泣いているのを知られたらアーリンとフィンを心配させてしまうから……。

　激しい慟どう哭こくはやがて静かな悲しみへと変化した。そしてミカエラの外見もいつのまにか少し変わっていた。自分では気付かなかったが、ある日とまどったようにアーリンに言われたのだ。

　睫毛が銀色だよ、と。

　鏡を覗くと、確かに黒かった睫毛が銀色に変わっていた。髪は黒いままなのに、何故か睫毛だけが銀色に変化している。

　ミカエラは部屋に籠もってまたひとしきり泣いた。

　ロディオンの美しい瞳を思い出すと涙が止まらなかった。

　妖美な猫めいた、彼の瞬き。

　あなたの睫毛を記念にもらうわと息巻いたあのときの自分は、なんと愚かしく無知だったことか──。

　記憶のなかのロディオンが、ゆっくりと瞬きをして微笑む。

　あのとき取りそびれた睫毛の代わりだ、とでも言うように。

　そう……思えば彼の『形見』はひとつもなかった。

　胸の真ん中の、白い引っかき傷みたいな星形の傷痕以外は。

　これをつけたのが彼の角ならよかったのに。

　彼の力で傷が癒えたのだと思うと悲しみがつのるばかりだ。

　切り落とした角は、手元に置けたとしてもつらすぎて見る気になれなかっただろう。〈夜の王〉の居城で身につけていたドレスも、屋敷へ戻ってしばらくすると見当たらなくなっていた。

　魔法が切れて溶けてしまったのだ。いつか森で目印にしようとしたリボンのように。

　ミカエラは鏡を覗き込んでゆっくりと瞬きした。どうせなら瞳の色も彼のような紺碧に変わればよかったのに……。

『おまえには、月のような瞳がよく似合う』

　頭のなかでロディオンが囁く。

　ええ、そうね。あなたがそう言うなら、きっとそうなんでしょう……。

　銀色の睫毛に指先で触れると、そっと目元にくちづけられた気がして悲しみが少しまぎれた。

　ねぇ、ロディオン。

　わたし、ね。この睫毛みたいに、あなたと離れずにいたかったわ……。

　涙の溜まった瞳で鏡に向かって微笑むと、鏡像が一瞬ロディオンに見えた。

　ハッと目を見開いた瞬間、部屋の扉が叩かれる。瞬きとともに熱い涙が頬を伝った。

「姉さん？　あの……お客さんが、来てるんだけど……」

　遠慮がちなアーリンの声は、なんだか緊張していた。バートや叔父たちなら客とは言わないだろう。だが他に訪ねてくる人の心当たりもない。

「……誰？」

「それが、よく……わかんないんだけど……。どうしても、姉さんに会いたいんだって。一目だけでも、会ってほしいって」

　ミカエラは溜め息をついた。歯切れの悪い口ぶりからして、おそらく一度は断ったのだろう。

「わかったわ。着替えるから、少し待っていただいて」

「うん……」

　廊下を足音が遠ざかってゆく。ミカエラは立ち上がり、がたついたクローゼットの扉を開けた。

　飾り気のない黒いドレスを身にまとう。

　起きられるようになってから、ミカエラは黒い服ばかり着ていた。せめて気が済むまでは、ロディオンの喪に服していたかったのだ。

　黒っぽいドレスなら何枚もある。叔父が父の遺産を奪ったとき、カタリナは『これから面倒をみてあげるのだから譲りなさいよ』と言って、ミカエラばかりか亡き母の衣装まで漁り、見栄えのするものや華やかな色合いのものを強奪していった。

　その後、実際に『面倒をみて』もらったことはむろん一度もない。

　クローゼットに残ったのは黒や灰色、焦げ茶色などの地味な色合いのものばかり。新しく仕立てる余裕などなく、ミカエラは地味なドレスを繕いながら着続けるしかなかった。

　今回選んだのは母の遺品のなかでは新しく、生地も仕立ても上等だ。黒でなければカタリナに取られていただろう。

　以前は少し大きかったそのドレスも、十九歳になった今ではあつらえたようにぴったりだ。

　そっとドレスのしわを撫でつけ、ミカエラは応接間へ向かった。

「──お待たせしました」

　室内に入り、軽く膝を折って挨拶する。

　客人はこちらに背を向け、暖炉の上に飾られた絵を眺めていた。

　それは絵が得意だった母が描いた水彩画で、どこかの室内風景だ。描かれた窓からは風光明媚な景色が見えている。

　客はすらりと背の高い男性で、波打つダークブロンドを天鵞絨の黒いリボンでひとつにまとめている。

　乗馬用のコートをまとい、長靴ブーツを履いているところをみると、馬車ではなく馬に乗って来たようだ。服装からして裕福な貴族だろう。

　彼はミカエラの挨拶には応えず、背を向けたままだった。

「これは誰が描いたのだ？」

　深みのある豊かな低音に、思わずドキリとする。こちらを見ようともしないのはいかにも貴族らしい横柄さの現われかと思えば、絵に気を取られていただけらしい。

　ミカエラはそっと息を整え、慎ましやかに答えた。

「母です」

「巧いな」

　感心したように呟いて客人は振り返った。ミカエラはぽかんと彼を見返した。

　どうしてこの人が、ここに……？

　それはこの国の王子、エルロンドだったのだ。

〈禁断の森〉で一角獣を仕留めようとして逆襲され、その角で刺されて意識不明になった、世継ぎの君。

　一角獣によってつけられた傷は一角獣の角でしか癒せない。

　卜占官にそう告げられた国王は、王族の流れを汲む未婚女性に角を取りにいかせることを決め、カタリナが選ばれた。

　だが、恐ろしい魔の森へ行くことを嫌がったカタリナは従姉いとこのミカエラを身代わりとし、その成果を奪って自らの手柄とした。

　カタリナは父親とともに王城へ招かれ、王子の婚約者として大切にもてなされている──と、聞いた。

　王子も『恩人』である彼女に感謝し、大切にしていることだろう。

　いくら傲岸不遜な王子でも、死にかけたのだから少しは懲りたはず。

　ぼんやりと、そのように想像していたのだけれど。

　何故、王子がここへやって来るのか……。

　わけがわからず混乱していたミカエラは、王子が大股に近づいてくることに気付いて慌てて膝を折った。

「殿下」

　震える声で精一杯の恭順の意を示すと、頭上からくすりと皮肉な笑いが降ってきた。

「どうした？　ずいぶんとおとなしくなったではないか。以前は燃え立つような目で私を睨み、『放っておいて』と言い放ったというのに」

　揶揄するような言葉に怒りの燠おき火びを掻きたてられ、ミカエラはキッと彼を睨んだ。

（そうよ、そのとおりだわ）

　もとをただせばエルロンド王子が、森の守護者である一角獣を狩りの獲物にしようとなんてするから……！

　王子がそんな無分別なことをしなければ、一角獣は死なずに済んだ。

　ロディオンを殺さずに済んだのに……！

　悲憤で目頭が熱くなる。

　エルロンド王子はふいに長身を屈め、じっとミカエラの瞳を見つめた。

「……睫毛が銀色だな。睫毛だけが。いったいどうしたのだ？」

「も……もらったんです……」

「誰に？」

「……〈夜の王〉……に」

「そういえば、そんなことを言っていたな」

　彼は呟き、ミカエラの顎を掬ってさらに深く見つめた。

　互いの睫毛の先端が触れ合うほど顔を近づけると、王子はゆっくりと瞬きした。

　ミカエラは息を呑んだ。

　瞼に閉ざされ、ふたたび現われた彼の瞳は、エメラルドグリーンから深い宵闇のごとき紺碧に変わっていた。

「────!!　ロ……ディオン……!?」

　掠れた悲鳴を上げる。ふ、と王子は微笑んだ。

「……私をそう呼んだ乙女がいた。夢のなかで」

「ゆ、め……？」

「そう、ずっと夢を見ていた。長い長い夢だ。私は不思議な古城で何百年も過ごした。一羽の鴉と、一匹の狼、そして、読むことのできない本を管理する司書の他は誰もいない、魔法の城で」

　ミカエラは目を見開き、大きく胸を喘がせた。

　まさか。

　まさか、そんな。

　だって王子は、王城で眠り続けていたのよ。

　わたしが〈夜の王〉の城にいたあいだ、ずっと──。

「ロディオン……なの……？」

「そうだ。おまえがそう名付けた」

　王子は微笑んで、ミカエラの目元にそっとくちづけた。

「そして私を解放してくれた。魔の森から」

「……〈夜の王〉……」

「そう呼ばれていた。おまえが『ロディオン』と名付けてくれるまで」

　ミカエラは目を瞠り、食い入るようにまじまじと彼を見つめた。

「でも……違う顔だわ。似てはいたけど……最初から……」

「〈夜の王〉には本来の顔などない。取り込まれた者たちの顔が混ざり合い、映し出されているだけ。だから私──エルロンドにも似ていた。一番新しい顔だったから、特に似ていたのだろう」

　絶句したミカエラの瞳から涙がこぼれ落ちる。

「本当に……ロディオンなのね……？」

「ああ」

　ミカエラは声にならない嗚咽を上げて彼に抱きついた。

「も……会えないと……思って……っ」

「目覚めてすぐ、おまえに会いに行こうとしたが、ずっと眠っていたせいで思うように身体を動かせなかった。喋ることもうまくできず、筆談しようにもしっかりペンを握れない。おまえを城に連れてくるよう誰かに頼むこともできなくて、ひどく気を揉んだよ」

　エルロンド王子は愛おしげにミカエラの背を撫で、ぎゅっと抱きしめた。

　彼は嗚咽の止まらないミカエラを長椅子に座らせ、ハンカチでそっと涙をぬぐった。

「ミカエラ。私を許してほしい。これまで働いた無礼の数々を」

「……いつの話？」

「エルロンドとして最初におまえに出会ったときのことだ。川に落ちて流された私を見つけてくれた。溺れてほとんど死にかけていた私を、おまえが救ってくれたのだ。……正直に言うと、あのときおまえに一目惚れした」

　王子がうっすらと顔を赤くして、ミカエラもつられたように頬を染めた。

　意地を張って否定していたけれど、本当は自分だって一目見たときからエルロンドに惹かれていたのだ。

「だが、私はその想いを伝えるすべを知らなかった。誰かに愛を告げたことなど一度もなく……それどころか人にものを頼んだことすらなかったのだ。私が知っていたのは命じることだけ。だから……おまえに命じた。城へ来い、側にいろ、と」

「……今ならそれをどんなふうに言うのかしら？」

　王子はさっと立ち上がり、躊躇なくミカエラの前に跪いた。

「どうか私と一緒に城へ来て、ずっと側にいてほしい。──私と結婚してください」

　ミカエラは小さく噴き出し、またもや涙をこぼした。

「それ、本気で言ってるの？」

「むろん本気だとも。ミカエラ、おまえに私の妃になってほしいのだ。……あのときも、そう言いたかった。心の中ではそう言っているつもりだった。だが、口から出たのは傲慢な命令でしかなかった。反発されて当然だ。おとなしそうに見えて、おまえは自尊心がとても高い」

「我が強かっただけよ。傲慢だったのは私も同じ。やっとそれを認められた」

　王子はミカエラの手を取り、うやうやしくくちづけた。

「生涯大切にする。だからどうか、私の願いを叶えてくれ。おまえにしか叶えることのできない望みなのだ」

「わたしの望みも、あなたにしか叶えられないわ。ずっとあなたの側にいたい」

　涙に濡れた瞳で微笑むと、王子は隣に座り直して真剣にミカエラの顔を覗き込んだ。

「……私と結婚してくれるか？」

「はい、殿下」

「やめてくれ。おまえの前ではただの『ロディオン』でいたいのだ。〈夜の王〉でもこの国の王子でもなく。ただ純粋におまえを想う、ひとりの男でありたい」

　ミカエラは頷き、そっと彼にもたれた。

「愛してる、ロディオン」

「ああ、私もだ。おまえを愛している、ミカエラ」

　囁いて、彼は優しく唇を重ねた。

　胸の奥から滾こん々こんとあたたかな想いが湧き上がる。

　エルロンド王子がロディオンとして再生したように、悲しい〈涙の泉〉もまた生まれ変わったのだ。

　尽きせぬ愛の泉に。







　ミカエラはその日のうちに、エルロンド王子とともに王城へ向かった。

　王子から真相を聞いた国王は、ただちにふたりの結婚を認めた。

　アントンとカタリナは国王に招待されて城に滞在していたが、寝台ベッドで起き上がれるくらいに回復した王子はカタリナを一目見るなり偽者と見抜いていたのだ。

　厳しい取り調べが始まったが、拷問道具をチラと見ただけでアントンの虚勢は吹き飛んでしまい、洗いざらい白状した。

　アントンは領主代理の職を解かれ、娘とともに国外追放となった。没収された財産はすべてアーリンが引き継ぐ。

　リール村の領主である伯爵も、アントンの虚偽を見抜けなかったことで国王からきつい叱責を受けた。リール村は彼の領地から外され、王子の義弟となったアーリンが授爵して新領主となった。




　銀色の睫毛と月色の瞳をした黒髪の王太子妃は、いつしか『妖精王の姫なのでは……』と囁かれるようになった。

　その神秘的な雰囲気に加え、透きとおった羽の小さな妖精が彼女の周囲を飛び回っている光景がたびたび目撃されたからだ。




　一角獣の角はルプレヒト王家の秘薬として長く珍重された。

　少しずつ減っていき、数百年を経た今でも王室博物館の陳列ケースで、ひっそりと息づく小さなかけらを見ることができる。













epilogue







　やわらかな陽射しが室内を照らしていた。

　まどろんでいたミカエラは、ふわりと肩を包むあたたかな感触に、ふっと目覚めた。

「……ロディオン」

　夫であるエルロンド王子が、ミカエラの肩をショールで覆いながら優しく微笑む。

「すまない。起こしたか」

「うたた寝していたのね。陽射しがとても気持ちいいものだから……」

　銀色の睫毛を瞬き、座り直しながら照れくさそうにミカエラは微笑み返した。

　小春日和の午後。

　お気に入りの窓辺で本を読んでいるうちに、いつのまにかうとうとしてしまったようだ。

　エルロンドは傍らに座るとかいがいしく妻の身体にショールを巻きつけた。

「大事な身だ、冷やしてはいけない」

「大丈夫よ、今日はとてもあたたかいもの」

　微笑んでミカエラは夫にもたれた。
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「森の夢を見たわ。あなたと一緒に歩いてた」

「どちらの私と？」

「手をつないでいたのよ？」

　ふふっと笑うミカエラの頬に、エルロンドが愛おしそうに唇を寄せる。

「春になったら見に行こう。入ることはできないが」

　ええ、とミカエラは頷いた。

〈禁断の森〉はふたたび禁猟区となり、一切の出入りを禁じられた。

　一角獣狩りで森に放たれた火は、一晩中降り続いた雨によって消し止められた。一部は黒く焼け焦げたものの、生き延びた木々も多い。

　春になれば、ふたたび緑が芽吹くだろう。

「……お城の夢も、ときどき見るわ。目覚めると、今はどっちだろうって一瞬混乱してしまうの」

「ああ、私もだ。傍らで眠るおまえを確かめて、やっと安堵する」

　エルロンドはミカエラを抱きしめ、しみじみと呟いた。

「おまえを置いて逝ったときのことを思い出すと……胸が張り裂けそうになる。二度と離れたくない」

「わたしはここにいるわ」

　囁いて背中を撫でる。

　逞しいその背が小さく震えるのを感じると、さらに彼が愛しくなった。

「泣かないで、ロディオン。わたしはずっとあなたの側にいるから」

「一緒だな？」

「ええ、ずっと一緒よ」

　頷いて、そっと彼にくちづける。エルロンドは嬉しそうに微笑んで、何度もミカエラの唇をついばんだ。

　王太子が新妻のことを崇拝と言っていいほど溺愛していることは、すでに知れ渡っている。

　次元を超えたふたりの縁を知らぬ者は不思議がっているが、昏睡から目覚めた王子が以前に比べて格段に落ち着きと思慮深さを増したことを国王も家臣たちも喜んでいた。

　平民出身の王太子妃は異例だが、エルロンドの好ましい変化がミカエラの影響によることは明らかだったから、周囲の人々は自然とミカエラに対しても敬意を抱くようになった。

　ふたりの仲むつまじさに羨望の溜め息をつく者も多い。

「……彼らは今でもあのお城にいるのかしら？」

「ザイフリート以外は、いるんじゃないか」

「新しい……〈夜の王〉も？」

「今はいないかもしれないが、いずれはまた新しい〈夜の王〉が現われ、その影である一角獣も同時に出現するのだろう。あるいはその逆か」

「引きずられたり、しない……？」

「しないよ。今の私はミカエラとしっかり繋がってる」

「よかった」

　ホッとして夫に抱きつき、甘いキスを交わしていると、コンコンと扉が鳴ってひとりの騎士が顔を出した。

「おっと。邪魔してすまんな。王様が、かわいい嫁御とお茶したいそうだ」

　不遜な口をきいてニヤリとした精悍な騎士の唇から、鋭く尖った犬歯が覗く。

　思わずミカエラがふふっと笑うと、エルロンドはわざとらしくしかめっ面をした。

「息子はお呼びでない──と？」

「さぁてね」

　くっくっ、と騎士は腕組みをして笑う。

　その肩ごしに、ひょいと小妖精ピクシーが顔を出した。

「リンゴのパイもある？」

「あるわよ、きっと。フィンも一緒に行きましょう」

「わーいっ」

　嬉々として空中でくるくる回転するピクシーに、エルロンドが肩をすくめる。

「まったく、邪魔が多すぎるぞ……」

　ミカエラはくすくす笑い、憮然とする美貌の夫の頬に優しく唇を押し当てたのだった。








あとがき




　初めまして、こんにちは。このたびは『黒薔薇の乙女と美しき夜の王』をお読みいただき、まことにありがとうございます。お楽しみいただけましたでしょうか？

　前作『救国の乙女の秘密』に続いてのファンタジーですが、今回はおとぎ話風の雰囲気──ダークメルヘンを目指してみました。

　深い森のなかの古城、物憂げな美青年、いわくありげな住人たち、囚われのお姫様、美しくも猛々しい幻獣、迷路庭園などなど、個人的な萌え要素をめいっぱい詰め込みましたよ。官能シーンもファンタジーならではの雰囲気を出せるようがんばりました！

　作中でヒロインがリンゴのパイを作るのですが、アップルパイはわたしも大好きで、目につくと買ってしまいます。リンゴは酸っぱめがいいですね。寒い季節はアップルパイと紅茶が美味しいです。

　エピローグに登場する騎士、名前は上げていませんが、ご想像がつくかと思います。実は彼が一番お気に入りのキャラだったりします。彼もまたピクシー少年同様、人間界でしばらく遊んでいるつもりのようです。ヒロインたちの心強い味方となってくれることでしょう。

　イラストのCiel先生には他レーベルでも挿絵を担当していただきましたが、今回もうっとりするような美麗な挿画をありがとうございました！

　担当編集様には、このようなガチファンタジーを書く機会をいただけたことに深く感謝いたします。

　それではまた、いつかどこかでお目にかかれますように。

https://koidemiki.web.wox.cc/
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